
ウイ グ ル文 字音 写 され た漢語 仏典 断片 につい て

―ウイ グル 漢 字音 の研 究 ―

庄垣 内 正弘

0.は じ め に

 中央 アジア古 文献 の 中 に、 表音 文字 で漢 文 を音写 した文献 の あ るこ とは知 られ て

いる。 と りわ けチベ ッ ト文 字 とブラー フ ミー文 字 で音写 され た文 献 は昔 の漢語 西 北

方言音 の性 格 を知 る上 で重 大 な役 割 をはた して きた。 また、 最近 にお い て は小断 片

ではあ るが ソグ ド文 字 に よ る音 写 の研究 も提出 され た(1)。

 一 方 、 中 央 ア ジ ア 古 文 献 の 中 で 、 か な り大 量 の 文 献 を 遺 した ウ イ グ ル 文 字 文 献 に

も 同様 の 音 写 漢 文 の あ る こ と がG.カ ラ 氏 に よ っ て 報 告 さ れ て い る(2)。 こ の 文 献 は

ベル リ ン の トル フ ァ ン蒐 集 品 に所 属 す る も の で、 韻 文 仏 典 の 漢 文 を ウ イ グ ル 文 字 で

音写 し、 そ の 一 部 は ウ イ グ ル 語 訳 と対 照 さ せ て あ る と い う。 今 の と こ ろ、 数 行 が 見

本 と して 提 出 さ れ た の み で 全 体 の 行 数 な ど に つ い て は 不 明 で あ る。

 と こ ろ で、 筆 者 は つ い 最 近 ロ シ ア 科 学 ア カ デ ミー ・サ ン ク トペ テ ル ブ ル グ支 所 に

10点 ほ ど の ウ イ グ ル 文 字 で 音 写 さ れ た 漢 文 断 片 の 存 在 す る こ と を 知 つ た。 す べ て

仏典 で あ る が、 そ の う ち の8点 に つ い て は 内 容 が 同 定 で き た の で、 そ れ らに つ い て

以下 に 論 じた い 。 な お、 こ れ ら ウ イ グ ル 文 字 音 写 漢 文 断 片 を こ こ で は 「ペ テ ル ブ ル

グ所 蔵 断 片 」 と よ ぶ こ と に す る。

1.文 献 の 体 裁

 「ペ テ ル ブ ル グ 所 蔵 断 片 」 の 文 献 番 号、 サ イ ズ な ど に つ い て 以 下 に 表 示 して み る。

テ キ ス トA 文 献 番 号Kr.N 271

      サ イ ズ 縦25㎝ × 横30ﾘ

(1j「 漢 語 西 北 方 言 」 とは こ こ で は 河 西 地 方 あ る い は 西 域 の 漢 語 を 指 す
。 チ ベ ッ ト文

字 と ブ ラ ー フ ミー 文 字 文 献 に 関 し て は 「参 考 文 献 」 に 掲 げ た 羅 常 培、 高 田 時 雄 、R.

Emmerick各 氏 の 著 作 、 ソ グ ド文 字 文 献 に 関 して は 吉 田 豊 氏 の 著 作 を 参 照 さ れ た い。

`2)Kara(1991)
. Cf.梅 木寸(1982).
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形 式

文 字

裏 面

その他

テ キス トB 文 献番 号

サ イ ズ

形 式

文 字

裏 面

テ キス トC 文 献番 号

サ イ ズ

形 式

文 字

裏 面

テ キス トD 文 献番 号

サ イズ

形 式

文 字

裏 面

そ の他

テ キス トE 文 献番 号

サ イズ

形式

文 字

裏 面

その他

巻子

草書体 ウイ グル 文字

ウイグ ル文 字表 記漢 文数 行、 判読 困 難

表 面に み え る漢 字 は他 の 漢文 断片 の もの か らの付着

Kr.1V 266

縦26cm× 横25cm

巻 子

草 書 体 ウ イ グ ル 文 字

漢 文 、 た だ し付 着 し た他 の 文 献 の も の

Kr. IV 821

縦11c皿 × 横34cm

巻 子

草 書 体 ウ イ グ ル 文 字

ウ イ グ ル 文 字 表 記 ウ イ グ ル 文

Kr.N  819

縦11㎝ × 横16cm

巻 子

草 書 体 ウ イ グ ル 文 字

ウイ グ ル 文 字 表 記 漢 文

両 面 と も 同 一 人 の 手 に よ る

Kr.1V 817

縦12㎝ × 横7㎝

巻 子

草 書 体 ウ イ グ ル 文 字

ウ イ グ ル 文 字 表 記 漢 文4行 、 判 読 困 難

裏 打 ち さ れ た 面 を 表 面 と して 扱 っ た

テ キ ス トF 文 献 番 号Kr. IV 291

サ イ ズ

形 式

文 字

縦14CID× 横18c皿

巻 子

草 書 体 ウ イ グ ル 文 字

..



裏 面  漢 文

その他  表 面下 半分 は ウイ グル 文字 表記 ウイ グル 文

デキ ス トG 文 献番 号Kr. IV 285

     サ イ ズ 縦15(皿 ×横25cm

     形 式  巻 子

     文字   草 書体 ウイ グル 文字

     裏 面  漢 文

テ キ ス トH 文献 番 号Kr. IV 309

サ イズ 縦15㎝ ×横22cm

形 式  巻 子

文 字   草 書体 ウイ グル文 字 漢字

裏 面  漢 文

 文 献 番 号 に 付 せ ら れ たKr.と い う の は、 ウ ル ム チ の 総 督 で あ っ た、 ク ロ トコ フ

(N.1.Krotkou)の 蒐 集 し た 文 献 を指 す 。 しか し、 これ が も と も と ど こ に 存 在 し、 い つ

発 見 さ れ た の か は 明 白 で な い。 使 用 さ れ た ウ イ グ ル 文 字 は後 期 ウ イ グ ル 仏 典 に しば

しば み られ る 草 書 体 で 、 多 音 字 性 の 大 き な も の で あ る。 すべ て を 巻 子 と 推 定 した が、

DEな ど の 小 断 片 は あ る い は別 の 形 式 の 文 献 で あ っ た か も しれ な い。Eの 表 面 に は

4行 の ウ イ グル 文 字 が あ り、2,3の 単 語 は 確 認 で き る。Dと 同 じ く両 面 に 同 一 仏

典 を書 い た も の と推 定 で き る が、 今 の と こ ろ 同定 は む ず か しい 。

2.デ キ ス トの 内 容

2.1 断 片 の 所 属

これ ら8断 片 の内容 は 『聖妙吉 祥真 実 名経 』 と 『四分律 比丘 戒 本』 に所属 す る。

『真 実 名 経 』

テ キ ス トA

テ キ ス トB

テ キ ス トC

テ キ ス トDr

テ キ ス トDv

テ キ ス トE

テ キ ス トF

(頌 番 号)

0-一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 27

              30-一 一 一 一 一 一44

2-一 一 一 一 一 一 一 一 一 一23

 5-7

26-一 一 一 37

        42-45

一2
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『四 分 律 比 丘 戒 本 』 (大 正1429 1022頁)

テ キ ス トG  上22行 ― 一 一 ― 中4行

テ キ ス トH  上22行 ― ― ― 中1行

2.2 『聖 妙 吉 祥 真 実 名 経 』

 『聖 妙 吉 祥 真 実 名 経 』(3)は 元 朝 時 代 に釈 智 の 手 で 漢 訳 さ れ た 明 本 が 伝 わ つ て い る

ま ず 「大 正 大 蔵 経 」(No.1190)に 収 め られ て い る 内容 と、 「ペ テ ル ブ ル グ 所 蔵 断 片 」

の 内容 と を 比 べ て み た い。 序 文 に 続 い て 表 題 部 分 が 掲 げ られ て い る が、 そ の 部 分 は

ウ イ グ ル 文 字 表 記 テ キ ス トのAとFに 現 れ る の で 「大 正 大 蔵 経 」 の 漢 文 と対 照 さ せ

て み る:

梵語 阿耶 曼租悉 哩捺 麻捺 機矼

此云誦 聖 妙吉詳 眞 實名 經

聖妙吉 詳 眞實名 經

元 講經 律論 習蜜 教

土番譯 主聶 崖沙 門釋 智譯

敬 禮孺 童相 妙吉 祚

         (大 正 第20巻p.826-b)

A

(0)<v'>my哺"ry一'<m'n>cwsyry

   梵 云  阿 耶  曼 租 悉 哩

<         sy y>wn sw�s-' pywkyrsw

捺 麻 捺 機 矼 此 云 誦 聖  妙 吉 祥

cy�yrmy : kyly <swd>wnk

眞 實 名  敬 禮  孺 童

'3'Skt .*[ﾃrya]ma�u'srin緡asamgiti. Cf.P.Demi�ille, R駱ertoire du canon

bouddhique sino-japonais,1978 Paris―Tokyo, p.106,no.1190.『 真 実 名 経 』 の 類

本 と し て は 、 『文 殊 所 説 最 勝 名 義 経 』 (大 正No.1188) 『仏 説 文 殊 菩 薩 最 勝 真 実 名

義 経 』 (大 正No.1189)が 存 在 す る が 、 い ず れ も ウ イ グ ル 文 字 音 写 漢 文 と は 対 応 し

な い 。
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F

(12)'wn:v'mywn'ry-'<m'ncwsyry

梵 云 阿 耶 曼 租 悉 哩

  sy ywn swnk 's-' pyw kyr sw cyn>

  捺 麻 捺 機 矼 此 云 誦 聖  妙 吉 祥 眞

(13)sY<rm>y: kyly swdwn<k>

實名  敬禮 孺童

Fは 大 き く破 損 して い るが 、Aと 一 致 す る も の と い え る。 両 ウ イ グル 文 字 表 記 に は

漢字 漢 文 に 存 在 す る か な りの 文 字 が 欠 落 し て い る。 す な わ ち、 経 の 表 題 、 訳 者 名 を

記 した部分 と、 「此 云 誦聖 妙 吉鮮 眞實名 經 」の末 尾 の 「經」・ 厂敬禮 孺 童相 妙吉 鮮」

の 「相 妙 吉 群 」 とが 欠 け て い る。 ま た 冒 頭 の 「梵 語 」 に は 「梵 云 」 の 音 写 形 が 表 記

され て い る。

 漢字 漢文 には 上掲 の 表題 に先 行 して、 大 明太 宗文 皇帝 の序 文 が付 いて い る。 テ キ

ス トFに も同一 箇所 に序 文 が書 か れて い るが、 内容 は全 く別 物 であ る。

 こ の よ う に、 本 文 に 入 る ま で は ウ イ グ ル 文 字 表 記 と漢 字 漢 文 との 間 に は 大 きな 差

異が み ら れ るが 、 本 文 の 頌 で は、 第25頌 と26頌 の 間 に挿 入 さ れ て い る陀 羅 尼 が

ウイ グ ル 文 字 表 記 に 存 在 しな い 点 と、 第1頌 第3句 「勇 猛 超 出 三 界 内 」 の 「内 」 に

対 して 「中 」 の 字 の 音 写 が 与 え ら れ て い る 点 を の ぞ け ば 両 者 の 内 容 は 一 致 して い る。

 こ れ ら の こ とか ら、 ウ イ グル 文 字 表 記 の 原 典 漢 文 は、 「大 正 大 蔵 経 」 に 収 め られ

た 明本 で は な い が、 も と は 同 一 の テ キ ス トで あ っ た と推 定 で き る。 した が っ て、 こ

の ウ イ グル 文 字 音 写 『真 実 名 経 』 の 作 成 は 元 朝 以 前 の も の で は あ りえ な い。

2.3 『四 分 律 比 丘 戒 本 』

 「四 分 律 」 は5世 紀 に 仏 陀 耶 舎 の 手 で 漢 訳 さ れ た 戒 律 聖 典 で あ る。 「四 分 律 」 系

各本 の な か で、 ウ イ グ ル 文 字 音 写 と も っ と も よ く対 応 す る の は 「四 分 律 」 を基 に 懐

素(7世 紀 の 人)に よ っ て 比 丘 戒 、 比 丘 尼 戒 の 条 文 を 抜 粋 編 集 した 『四 分 律 比 丘 戒

本 』 で あ る(4)。 「大 正 大 蔵 経 」(No.1429)の 注 記 か ら は、 「宮 内 省 図 書 寮 本(旧 宋

本)」 と 一 致 して い る。 テ キ ス トGの 末 尾 に は 漢 文 音 写 に 連 続 して ウ イ グ ル 文 が 書

かれ て い る:sadu bolzun yamu tip mn kyys///「 善 哉!と 、 わ れkyys///」 (G

1.6)。 こ の ウ イ グ ル 文 と の 併 記 は、 漢 文 の ウ イ グ ル 文 字 音 写 が ウ イ グ ル 語 話 者 の 手

で 行 わ れ た こ と を 示 し て い る。 テ キ ス トGHと も 字 体 は 後 期 ウ イ グ ル 語 の も の で あ

る し、Hに は、 後 期 ウ イ グ ル 語 仏 典 に しば しば み ら れ る、 借 用 漢 語 の ウ イ グ ル 語 化

{4,水 野 弘 元 ほ か 編 『仏 典 解 題 事 典 』 (第2版 春 秋 社)1993pp .108-109 参 照 。
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し た 韻 尾v(<u)と 同 じ韻 尾 形 式 も 現 れ る の で(5)、 や は り 『真 実 名 経 』 と 同 じ元 代

の ウイグル 文字表 記 と推定 した い。

3。 テ キ ス ト

3.1 ウ イ グル 文 字 音 写 『聖 妙 吉 祥 真 実 名 経 』

3.1.1 〈 漢 文 テ キ ス ト 〉 ア ラビァ数字 は頌 番号を示す。

梵

語

阿

耶

曼
租

悉

哩
捺

麻

捺

此

云

誦
聖

妙

吉
群

眞

實
名

經

聖

妙

吉

群

眞

實

名

經

機
矼

元

講

經

律

論

習

蜜

教

土

番

譯

主

聶
崖

沙

門

釋
智

譯

敬

禮

孺

童

相

妙

吉
佯

-

復

次
吉

祚

持

金

剛

 

勇

猛

超

出

三

界

内

2

眼

如

白

蓮

妙

端

正

 

自

手

執

持

勝

金

剛

3

復

次
第

現

忿

等

像

 

勇

猛

調

伏

難

調

者

4

於

金

剛

尖

出

勝

光

 

有

大

慈

悲

及

智

慧

5

具

足

喜

樂

安

隱

心

 

於

行

正

覺

行

中

尊

6
向

彼

如

來

末

遏
鑁

 

於

前

恭

敬

伸

合

掌

7

遍

主

與

我

作

饒

益

 

如

幻

網

中

成

究

竟

8

有

諸

煩

惱

亂

其

心

 

爲

利

一
切
有

情

類

9
究

竟

正
覺

出

有
壊

 

亦

大

記

句

達

眞

性

10

彼

出

有

壞

之

智

身

 

亦

是

智

身

自

超

出

11

誦
彼

殊

勝

眞

實
名

 

無

比

大

義

勝

柔

軟

12
過

去

正

覺

等

已

説

 

現
在

究

竟

等

正

覺

13
大

幻

化

網

本

續
中

 

如

彼

無

邊

諸

佛
勅

14
世

尊

究

竟

正

覺

等

 

如

我
決

定
未

出

間

難

調

伏

中

勝

調
伏

自

在

金

剛

密

中

勝

面

貌

圓

滿

若

蓮

華

時

時

仰

上

作

抛

擲

亦

有

無

邊

持

金
剛

具
威

猛

相

極

怖

畏

自

手

向

上

令

抛

擲

方

便

益

生

極

殊

勝

示

有

忿

怒

之

形

相

衆

皆

來

集

身

恭

謹

究

竟

正

覺

禮

敬

已

端

坐

正

念

而

告

白

益

我

慈

悲

於

我

故

願

我

眞

實

獲

菩

提

不

解

泥

中

而

没

溺

令

獲

無

上

之

果

故

是

有

情

師

及
導

師

了
知

根

心
殊

勝

者

是

大

頂

旋

―言
詞

主

妙

吉

祚

智

勇

識

者

是

甚

深
義

廣

大

義

初

善

中

善

及
後

善

於

未

來

中

當

演

説

亦

遍

數

數
皆

宣

説

持

大

金

剛

持

密

呪

妙

音

宣

暢

今

當

説

願
成

眞

實
持

呪

故

當

勤

堅

固
而

受

持

15
遠

離

煩

惱

令

無
餘

 

即

以
無

別

無

異

心

16

密

自
在

者

持

金

剛

 

告

白
畢

已

而

合

掌

17

復

次

釋
迦

出

有

壞

 

於

自

面

門

殊

勝

舌

18

顯
現

三
種

世

界

内

 

有

情
皆

具

三

惡

趣

19

於

其

清

浄

梵

音

中

 

爲

持

金

剛

大

力

者

20
具

足

有

大

慈

悲

者

 

具

足

智

身

妙

吉

詳

21

能

作
清

浄

除

罪

業

 

善

哉

吉
祚

持

金

剛

22
密

主

我

爲

此

事

故

 

汝

今

一
心

應

諦

聽

23
復

次

釋

迦

出

有

壞

 

密

呪

明

呪

持

種

性

24
世

間

及

出

世

間

性

 

殊

勝

廣

大

手

印

種

25
言

詞

之

主

演

偈

頌

 

將

令

顯

出

於

無

二

於

諸

謬

解

捨

離

故

爲

諸

有

情

願
宣

説

向

如

來

前

説

是

言

以

身

恭

敬

坐
其

前

究

竟

正

覺

兩

足
尊

廣

長

横

遍

令
舒

演

調

伏

四

魔

諸

怨

敵

爲

現

清

浄

微

笑

相

遍

滿

三

種

世

界

已

密

自

在

主

而

答

説

汝

爲

利

益

有

情

故

誦

眞

實

名

是

大

益

於

我

精

勤

應

諦

聽

手

持

金

剛

汝

善

哉

爲

汝

巧

妙

令

宣

説

唯

然
、末

遏

鑁

善

哉

一
切
密

呪

大

種

性

於

其

三

種

令

觀

察

顯

作

世

間

大

種

性

大

種

大

髻

應

觀

察

密

呪

王

者

具

⊥ハ
種

無

生

法

者

自

宣

説

〈

こ

の
間

六

行

陀

羅

尼

〉

出

現

三

十

七

菩

提

中

金

剛

菩

提

心

即

是

八

26

如

是

正

覺

出

有

壊

 

唖

者

一
切

字

中

勝

27

諸

境

之

内

出

無

生

 

是

諸

説

中

殊

勝

因

28

大

供

養

者

是

大

欲

 

大

供

養

者

即

大

瞋

 

 

 

 

 
此

下

十

 

 

 

 

 

四
頌

園
 
 
故

讃

十

六

名

数

究

竟

正

覺

唖

中

出

 
是

大

利

益

微

妙

字

 
即

此
遠

離

於

言

説

令

顯

一
切

諸

言

説

 

一
切
有

情

令

歡

喜

 

一
切

煩

惱

廣

大

怨

(5)pp
.53～54 「丘 」 、 注83, 参 照 。
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2

大

供

養

者

是

大

癡

 

大

供

養

者

即

大

忿

3

大

供

養

者

大

貪

欲

 
大

欲

即

是

於

大

樂

3

大

境

色

與

廣

大

身

 

大

明

及

與

大

廣

大

3

持

於

廣

大

智

慧

器

 

普

聞

妙

聞

皆

廣

大

3

解

者

執

持

大

幻

化

 

大

幻

化

内

喜

中

喜

3

大

施

主

中

最

爲
尊

 

於

大

忍

辱

即
堅

固

3

以

大

禪

定

住

靜

慮

 

具

足

大

力

大

方

便

36

大

慈

自

性

無

量

邊

 

有

大

智

慧

具

大

智

3

具

大

神

通

及
大

力

 

復

大

神

通

大

名

称

3

三

有

大

山

悉

能

壞

 

大

緊

即

是

大

雄

勇

3

尊

者

大

種

即

殊

勝

 

住

在

於

彼

大

乗

相

 

此

下

二
十

四

頌

三

 

主

中

圍

故

讃

清

浄

40

廣

大

正

覺

衆

明

主

 

大

密

呪

中

令

出

現

41

欲

得

十

種

到

彼

岸

 

⊥ー
弛朕
山序
劃到
日疋
凄
恫
浄
凵

42

尊

者

十

地

自

在

者

 

具

知

十

種

之

自

性

43

十

種

義

相

義

中

義

 

作

諸

利

益

無

有

遺

44
離

彼

無

垢

戲

論

主

 

言

説

眞

實

不

諱

句

45
船

無

二
中

説

無

二

 

無
我

師

子

具

音

聲

亦

愚

癡

心

除

愚

癡

即

是

忿

恚

之

寃

讎

 

一
切

貪

欲

皆

除

斷

大

安

樂

者

大

喜

足

大

色
弁

及

大

形
像

大

中

圍

者

是

廣

大

鉤

煩

惱

鉤

大

中

勝

顯

中

即

是

廣

大

顯

大

幻

化

中

成

利

益

大

幻

化

中

施

幻

術

大

持

戒

中

持

殊

勝

 
以

大

精

進

悉

棄

捨

 
以

大

智

慧

令

持

身

大

願

勝

智

是

大

海

亦

是

大

悲

勝

智

慧

大

解

即

是

大

方

便

大

力

及

與

大

速

疾

大

力

令

他

令

摧

伏

持

大

堅

固

大

金

剛

於

大

怖

中

施

怖

畏

上

師

密

呪

大

殊

勝

大

乗

相

中

最

殊

勝

句

是

出

現

衆

明

法

界
 
― 
百

八
名

數

具

大

寂

默

大

寂

默

有

大

密

呪

自

性

理

住

於

十

種

彼

岸

中

 
即

是

十

種

彼

岸

理

住

在

於

彼

十

地

中

持

於

十

種

清

浄

者

自

在

寂

默

十

力

主

 
具

有

十

種

大

自

在

 
眞

如

自

性

清

浄

王

 
如

其

所

説

而
依

行

 
住

於

眞

實

邊

際

中

 
外

道

惡

獸

極
怖

畏

(「 大 正 大 蔵 経 」 第20巻pp.826-827)

3.1.2 〈 ウ イ グ ル 文 字 テ キ ス ト 〉(8)

テ キ ス トA(KrN271)

(0) <v,>myw血 ,,ry―, <m, n>cwsyl'y<(7)            sy y>wn sw�§-,

梵云  阿耶   曼 租悉 哩   捺 麻 捺機 矼 此 云  誦 聖

pywkyrsw cy�yrmy : kyly <swd>wnk

妙 吉 詳  眞 實 名  敬 禮  孺 童

1  (1) <vw>qsy kyrsw cykymqw :

    復 次  吉 詳 持 金 剛

t'ndy<w vwq cwnk synk dyw VWQ> :

難 調  伏  中  勝 調 伏

yw�m, cywcwr s,mq,ycwnk〈 :〉{8)

勇 猛  超 出  三 界 中

(8)ウ イ グ ル 文 字 テ キ ス ト中
、 〈 〉は 欠 落 部 分 を示 し、 同 一 漢 字 が ほ か に 現 れ る場 合

は そ の 漢 字 の 音 写 形 式 と 同 じ も の を そ こ に 入 れ、 同 一 漢 字 が 現 れ な い 場 合 は*印 を

付 け て 推 定 形 を入 れ た。 ま た、 O付 き の 番 号 は ウ イ グ ル 文 字 テ キ ス トの 行 番 号 を

示 し 、 太 字 の 番 号 は 頌 の 節 番 号 を 示 す 。

(v)"ry -'<m'n>cwsyry(阿 耶 曼 租 悉 哩)はSkt .ﾃrya― 皿a�u-'sriの 、 漢 語 以 外 の

言 語 を 経 由 し た 音 写 形 式 で あ り、arya-mancusiriと 転 写 で き る 。 「捺 麻 捺 機 矼 」

に 対 応 す る 部 分 は 欠 落 し て い る 。n緡a-samgitiを 音 写 し たn'm'―s'nkkydy(nama―

sanggiti)が 書 か れ て い た 可 能 性 は あ る 。 庄 垣 内(i993a)p.329参 照 。

(B)s'
mq'ycwnk(三 界 中)は 「大 正 大 蔵 経 」 で は 「三 界 内 」 と な っ て い る 。

―71―



sys'y kymqw pyrcwnk s〈ynk :〉

自 在 金 剛  密 中  勝

2  (2) <q,>nSW p, qlyh pywd,血cy :

    眼 如  白 蓮  妙 端 正

my�〈, W wyn m, n §, q lyn q―, :〉

面 貌  圓 滿 若 蓮 華

sy<§>yw cypcy  sy�kymqw :

自 手  執 持  勝 金 剛

ｧysy kwsw s,4P'wcyk〈 :〉

時 時 仰 上 作 抛 擲

3  (3) <VW>qsy dykyn py�ynksw :

    復 次  第 現  忿 等 像

yykyw 'wpyn 〈cy kym qw :〉

亦 有  無 邊 持 金 剛

ywnkm' dywvwg d'�ywc' :

勇 猛  調 伏  難 調 者

kw, w 〈m, SW kyk vw , wy :〉

具 威 猛 相 極 怖 畏

4  (4) <,w>kym qwsym cwrsy�qw :

    於 金 剛 尖 出 勝 光

sysyw kwsw 〈ly p'w cyk :〉

自 手 向 上 令 抛 擲

yywd'y sypy kypcykw

有 大 慈 悲 及 智 慧

vwpyn 〈yyk §y kyk SW §ynk :〉

方 便 益 生 極 殊 勝

5  (5) <k>wswq kyl,9 〈,,n , yn sym :〉

    具 足 喜 樂  安 隱 心

<・sy yw pyn 'dw> cyk〈y sw :〉

 示 有 忿 怒 之 形 相

'wqy <c>ygwq gycw�sw�

於 行  正 覺 行 中 尊

cw�q'y 1〈'y 'syp syn kwnk ky :〉

衆 皆  來 集 身 恭 謹

6  (6) kwpy swl'y p'k'v'� :
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向 彼 如 來 末 遏 鑁

k'wky cyqwq <ly ky yy> :

究 竟 正 覺 禮 敬 已

'wsy� kwnkky sy�'pcw :

於 前  恭 敬 伸 合 掌

t'�-' cydym 〈sy Q'w p'y :〉

端 坐 正 念 而 告 白

7  (7) py�w ywij' s'ij'syvyyk :

   遍 主 與 我 作 饒 益

   yykq, sypy , WQ<, q>w :

   益 我 慈 悲 於 我 故

   swq'� 'wcw� sy�kywky :

   如 幻  網 中  成 究 竟

   kw�' <c>y�yr q〈, q 申PW 串dy :〉

   願 我  眞 實  獲  菩 提

8  (8) yywcw v'�'w l'�ysym :

   有 諸  煩 惱  亂 其 心

   vwq,ytycwnk〈sy pyr dyk :〉

   不 解  泥 中 而 没 溺

   vy<1>ジyrsy yywsylwy:

爲 利 一 切  有 情 類

lyq'q 'wsw c〈y g' qw :〉

令 獲 無 上 之 果 故

9  (9) kywky cyqw� cwryw q'y :

   究 竟 正 覺 出 有 壌

   syyy〈w sy sy kyp t'w sy :〉

   是 有  情 師 及 導 師

   vykd'y k<y kw> t'rcy�y :

亦 大 記 句  達 眞 性

lywcy qy�ym swｧyn〈k c' :〉

了 知  根 心 殊 勝  者

10(10)

   彼 出有壊 之 智 身

   是 大頂旋 言詞 主

一73一



<yy sy cy syn> sy〈 cyw cwr :〉

亦 是 智 身 自 超 出

pywkyl、sw c〈yw ywnk §yk c' :〉

妙 吉 詳 智 勇 識 者

11(11)

   誦 彼 殊 勝 眞 實 名

   是 甚 深 義 廣 大 義

   無 比 大 義 勝 柔 軟

   <cw §yn> c<w>nksyn〈 kyp 4YW §yn :〉

   初 …善  中 善   及 後 善

12(1z)

   過 去 正覺 等 已説

   於 未 來 中當演 説

   現 在 究竟等 正 覺

   亦 遍 數數 皆宣 説

13 (13)t,y4, n< q, ,W pyn swq >cwnk :

   大 幻  化 網 本 績  中

<cyゼykym q>W cypyrcyw:

持 大 金 剛 持 密 呪

く§w py , w >py血 cwvyrcyk :

如 彼 無 邊  諸 佛 勅

P〈yW , ym 串swyn *CW 串kym tw swr :〉

妙 音  宣 暢 今 當 説

14 (14)<s>yswn k<yw ky cy>qwqdy� :

    世 尊 究 竟 正 覺 等

kw�w <cyn>syr c〈y cyW qw :〉

願 成 眞 實 持 呪 故

<sw q"kwr t>y v(y)cwrq'n :

如 我 決 定 未 出 間

t〈w kyn qw qw sy 'syw cy :〉
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   當 勤 堅 固 而 受 持

15 (15)vy�y v'�'w ly'wyw :

遠 離  煩 惱 令 無 餘

,wcw PYW9,y §,(1)y<q>w :

於 諸 謬 解 捨 離 故

sy<k yy 'w> pyr 'wyysym

即 以 無 別 無 異 心

vycw yy<w sy kwn *swyn> §wl・

爲 諸 有 情 願  宣 説

16 (16)pyrsy s'yc' cykymqw :

   密 自 在 者 持 金 剛

   kwswl'y syn swrsy<y>yn〈 :〉

   向 如 來 前  説 是 言

   9'wP'<4> PYrYY sY9'Pcw :

告 白  畢 已 而 合 掌

yysyn kw<nk ky> s'ky sy�q :〉

以 身  恭  敬 坐 其 前

17 (17)<vw>qsy §yk, cwryWQ, y〈 :〉

   復 次  釋 迦 出 有 壞

kywky cyqwq lwswq swn〈 :〉

究 竟 正 覺  兩 足 尊

,ws<y> my�w� §<wq>§ynk§yr :

於 自 面 門 殊 勝 舌

qwcw qwp<y>n lyswyyn〈 :〉

廣 長 横 遍  令 舒 演

18 (18)kynk<y>n s'mcwnk syq'ydwy :

   顯 現  三 種  世 界 内

dywvwq syp, cw, wn〈dyk :〉

調 伏 四 魔 諸 怨 敵

<yyw sy q, y> kw s'm,'qsw :

有 情 皆 具 三 惡 趣

vykyn sysy vysywsw

爲 現 清 浄 微 笑 相

19 (19)'wky sys<y> v'<m>'ymcw� :

   於 其 清 浄  梵 音 中

一75一



py�'n<s'>mcwnk sy<q'>y〈yy :〉

遍 滿  三 種  世 界 已

<vy cy ky>myw t'ylykyc' .

爲 持 金 剛  大 力 者

pyrsy s'ycw 〈sy 't'p swr :〉

密 自 在 主  而 答 説

20 (20)<kw>swq yywd'y sypyc' :

    具 足  有 大 慈 悲 者

swvy lyyyk yy〈W sy qw :〉

汝 爲 利 益  有 情 故

<kw swq cy> sy� pywkyrsw :

具 足 智 身  妙 吉 祥

sw〈nk cyn syr my sy t'y yyk :〉

誦 眞 實 名 是 大 益

21 (21)<nynk s'>q sysy cwswy kyp

    能 作 清 浄 除 罪 業

,wq' sykyn 〈,nk 寧ty 孝ty 
:〉

於 我 精 勤  應  諦 聽

く§yn s, y> kyrsw cykymqw :

善 哉  吉 祥 持金 剛

手 持金 剛 汝善 哉

22 (22)<pyl'>cw q, vy sysyqw :

    密 主 我 爲 此 事 故

vys<w> q'wpyw lys〈wyn swr :〉

爲 汝  巧 妙  令 宣  説

汝今 一 心應 諦聽

唯然 未 遏鑁 善哉

23(23)<vwq sy sy>k' cwryywq'y :

    復 次 釋 迦  出 有 壊

一切 密呪 大種 性
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密 呪明 呪持種 性

於其 三種 令觀 察

24 (24)<sy q'>n kypcwr sy9'nsy〈 :〉

    世 間  及 出 世 間 性

   顯 作 世 間 大 種 性

   殊 勝 廣 大 手 印 種

   大 種 大 髻 應 觀 察

25 (25)<y>ynsy cycw yynkyswnk :

    言 詞  之 主 演 偈 頌

   pyrcyw 〈ww c' kw '1WQ cwnk :〉

    密 呪  王 者 具 六  種

   將 令 顯 出於 無 二

   無 生 法 者 自宣 説

26 (26)swsy cy<qw>q cwrywq'y :

   如 是 正 覺  出 有 壊

k〈yw ky cy qwq "' cwnk cwr :〉

究 竟 正 覺  唖 中 出

唖者 一切 字 申勝

是 大利 益微 妙 字

27 (27)cwky cydwy cwr'ws〈y :〉

   諸 境 之 内  出 無 生

   即 此 遠 離 於 言 説

   是 諸 説 中殊 勝 因

   令 顯 一 切 諸 言 説
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テ キ ス トB(Kr1V266)

30    (1)<t'y kwnk yw c' t'y t,>m ywq

大  供 養 者 大 貪  欲

31

32

33

一 切 貪 欲 皆 除 斷

くt,yYW4(2)sy>k§y,wd'yi,9 :

大 欲  即 是 於 大 樂

t<,>y ,,血 1,q c, t,yky s<WQ> ::

大  安 樂 者 大 喜  足

<t'>yky sygyw qwd'y syn

 大 境 色 與 廣 大 身

(3)t'ysyq Pykyp t'ykysw :

  大 色 并 及 大 形 像

t,ymykyp y<w> t, y qwd'r :

大 明 及  與 大 廣 大

t'ycwnk vyc' syqwd'y :.

大 中  圍 者 是 廣 大

(4)cy'wqwd'y cykwky :

 持 於 廣 大 智 慧 器

qyw v'�'w qyw t'ycwnk sy� :

鉤 煩 惱 鉤 大 中 勝

vw, w� P, w , wn (5)9YYgWd'y :

普 聞 妙  聞  皆 廣 大

ky�wnk syksy gwd'ykyn :.

顯 中  即 是  廣 大 顯

9'Yc' cYPcY t<'>yq'� q-' ;

解 者 執 持  大 幻  化

t'y9'� (s)y'cwnk sylyyyk :

大 幻   化 中 成 利 益

t'yq'n q'dwy kycw� ky :

大 幻 化 内  喜 中 喜
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34

35

36

37

t,y4'� q―' (7)cwnk §yq, n §wr ::(9)

大 幻 化   中 施 幻 術

t,y§y cwc<wnk> swyvyswn :

大 施  主 中   最 爲 尊

t'ycy q'y cwnk cyswsy� :

大 持 戒  中  持 殊 勝

(8)<,w>d, y §<y>�wq sykkynqw :

  於 大  忍 辱  即 堅 固

くyy t,>ysysy血 〈syr ‡ky §,〉 ::

以 大 精 進  悉  棄 捨

yyd<'y> <*syn>dy cw (9)sylw :

以 大   禪 定 住  靜 慮

yyd'y cykw lycysy� :

以 大 智 慧 令 持 身

kwsw4 t'ylyk t<'y>vwpyn :

具 足  大 力  大 方 便

t'ykw� (10)synk cy syd'y q'y :.

大 願    勝 智 是 大 海

t'ysw swsy<'w>1w PYrt:

大 慈 自 性 無 量 邊

vyksy t'yvy synk (il)cykw

亦 是 大 悲  勝   智 慧

yywd'ycykwkwd'ycy :

有 大 智 慧 具 大 智

t'yq'y syksy t'yvw py� :.

大 解 即 是 大 方 便

(12)kwd'ysy�wnk kyp t'ylyk

  具 大  神 通  及  大 力

t'ylyk kyP yw t'yswq syr :

大 力 及 與 大 速 疾

vwqd, y s<yn> (13)twnk t°ymycy� :

復 大  神    通  大 名 称

(B)t'yq'血q -'(大 幻 化) の 前 に も う ひ と つt'yq'nq'(大 幻 化)が 書 か れ て い る が
、

こ れ は 不 要 で あ る の で 省 略 し た 。
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38

39

40

41

42

t'ylyk lyd' lyswyvwq :.

大 力 令 他 令 摧 伏

s'myyw t'ys'� syr ��q'y :

三 有  大 山 悉  能 壞

(14)cyd'y ky�w t'ykymqw :

  持 大 堅 固  大 金 剛

t'ykyn syks<y> t'yywr,k yw� :

大 緊  即 是  大 雄  勇

'wdy vwcw� sy (15)vw 'wy :
.

於 大 怖 中 施  怖 畏

swnc' t'ycwnk syk'swsynk :

尊 者  大 種  即 殊 勝

swsypyrcyw t'yswsy� :

上 師 密 呪  大 殊 勝

(16)cws'y 'wpy t'ysynk sw :

  住 在 於 彼 大 乗  相

t'<ysynk> sw cwnk swyswsynk :..

 大 乗  相 中  最 殊 勝

(17)<qw t'y cy qwq cwn>k mycw :

  廣 大 正 覺  衆  明 主

kwd'ysyk pyk t'ysyk pyk :

具 大 寂 默  大 寂 默

t'ypyr (18)〈cyw cwnk ly cwr kyn :〉

大 密   呪  中 令 出 現

yyw d'y pyrcyw swsyly :.

有 大  密 呪 自 性 理

ywq dyk <syp cwnk t'>w (19)〈py q'n :〉

欲 得 十 種 到  彼 岸

<cw 'w syp cw>nk pyq'n cwnk :

住 於 十  種 彼 岸  中

syppy q'n t'w sysysy :

十 彼 岸 到 是 清 浄

s〈yk (20)sy syp cwnk py q'n ly ::〉

即  是 十 種 彼 岸 理

swnc' sypdy <s>ws<'y>c' .
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43

44

尊 者 十 地  自 在 者

CWS'y 'wpy sypdy cwn<k> :

住 在 於 彼 十 地  中

(zi).............

具 知 十 種 之 自 性

くC� ,>w SypCwnk <S>ySy C, ::

持 於 十 種  清 浄 者

sypcwnk kysw kycwnk ky :

十 種  義 相 義 中 義

(22>............

自 在 寂 默 十 力 主

<s'a cw ly yyk 'w> yyw yw

作 諸 利 益 無 有 遺

kwyw §ypcwnk t, ysw<s, y> :

具 有 十 種  大 自 在

(23)............

離 彼 無 垢 戲 論 主

眞 如 自 性 清 浄 王

<yyn swr> cynsyr vwkyk〈w:〉

言 説  眞 實 不 諱 句

テキ ス トC(KrN821)

(1) <myn p'w > wy�'� s'g ly�-' ..

  面 貌   圓 滿 若  蓮 華

  sws〈yw cyp cy synk kym qw :〉

  自 手 執 持 勝 金 剛

(2) <sy sy kw sw s'q p'w c>yk :.

  時 時 仰 上 作 抛 擲

3     vwqsy tykyn py�ynk 〈sw :〉

   復 次 第 現  忿 等  像

   亦 有 無 邊 持 金 剛

(3) <ywnk m, dyw VW>q:: t'血d<y>w c,

  勇 猛 調  伏   難 調  者
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4

5

s

7

kw, wm, swq(lo) 〈kyk VW , wy ::〉

具 威 猛 相   極 怖 畏

(4) <'wkymqwsymcwrsynkq>w :

  於 金 剛 尖 出 勝 光

 SW syw kwsw lYP'W c〈yk :〉

 自 手 向 上 令 抛 擲

 有 大 慈 悲 及 智 慧

(5) <vw pyn> yyk <sy> kyk   swsynk〈 ::〉

 方 便 益 生 極 殊 勝

 具 足 喜 樂 案 隱 心

(6) <"sy yw pyn "d>w cyky sw :

  示 有 忿  怒 之 形 相

,wqycY〈 4W4 qy cwnk swn :〉

於 行 正 覺 行 中 尊

(7) <cwnk q, y l,r 串syb >syn kwnk kyn :

  衆 皆 來 集 身 恭 謹

kwpy 〈sw l'y p'k'v'n :〉

向 彼 如 來 末 遏 鑁

究 竟 正 覺 禮 敬 已

(8) <'wsynk>wynkkysynq'pcw〈 :〉

  於 前 恭 敬 伸 合 掌

 端 坐 正 念 而 告 白

(9) <pyn CW >YW4-, s,<q> s,w yyk :

  遍 主 與 我 作 饒 益

 益 我 慈 悲 於 我 故

(10)<swq'n'wcwnk s>y kywky〈 :〉

  如 幻  網 中 成 究 竟

 kwn q-' cynsyr 〈g'g 'pw 'dy ::〉

cio)SWQはsw「 相 」 の 誤 写 と 考 え ら れ る
。 A18 B1621 C6 E3 etc.参 照 。
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   願 我  眞實  獲  菩 提

8

   有諸 煩惱  亂 其 心

(11)<vw q'y t>ycwnk sypyr dyk〈 :〉

  不 解 泥 中 而 没 溺

  爲 利 一 切 有 情 類

(12)<ly q,q , w §>W cyq, qw ::

  令 獲 無 上 之 果 故

g     kywky Cy〈qwq cwr yw q'y :〉

   究 竟  正 覺 出 有 壞

(13)<§y yw sy §y ky>p t, w §y :

  是 有 情 師 及 導 師

yykd, y kykw 〈t, r cyn sy =〉

亦 大 記 句 達 眞 性

(14)<lyw cy qyn sym sw s>nk c' ..

  ア 知 根 心 殊 勝 者

10

   彼 出有壞 之智 身

(15)<'sy t'y> tyswyn yynsw cw〈 :〉

  是 大 頂 旋 言 詞 主

  亦 是 智 身 自 超 出

(16)<pyw> kyr SW cy ywnk syk c〈, :〉

  妙  吉 詳 智 勇 識 者

ii

   誦彼 殊勝 眞實 名

(17)sysym symky qwd'y ky〈 :〉

  是 甚 深 義 廣 大 義

  無 比 大 義 勝 柔 軟

(18)<cw syn cwnk> syn kyp qyw syn :.

  初 善 中 善 及 後 善

12

   過 去 正 覺 等 巳 説
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(19)<'w vy l'y cwn>k  twyyn swr :

於 未 來 中 當 演 説

kyns'y kywky tyn〈k cy qwq :〉

現 在 究 竟 等 正 覺

  亦 遍 數 數 皆 宣 説

13(20)t'yq'nq"wpynswq cw〈nk :〉

大 幻 化網 本績  中

テ キ ス トD

Dr (KrlV819(recto))

5   (1)<kw swq ky l'q "n '>ynsym〈 :〉

  具 足 喜 樂 安 隱 心

 s<y y>yw 〈pyn *dw cy ky sw :〉

 示 有 忿 怒 之 形 相

(2)<'w qy cy qwq qy c>w� swn :

於 行 正 覺 行 中 尊

cwnk 〈q'y l'y 'syp 'syn kwnk ky :〉

衆 皆 來 集 身 恭 謹

6   (3)<kw py> swl'y p'k'v'n :

  向 彼 如 來 末 遏 鑁

究 竟 正覺禮 敬 已

(4)<'w syn kw>nk ky syn q'pcw :

 於 前 恭 敬 伸 合 掌

 t〈'n s' cy tym sy g'w p'g :〉

 端 坐 正 念 而 告 白

7   (5)<pyn cw y>wq, s, q s'w yy〈k :〉

  遍 主 與 我 作 饒 益

Dv(KrN819(verso))

(1)<寧,, c, ,y1・ sy 申sy cw>nk§ynk〈 :〉

 唖 者 一 切 字 中 勝

§y d,y lyyk 〈Vy pyw 巾sy :〉

是 大 利 益 微 妙 字
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27

諸 境 之内 出無 生

即 此遠 離於 言 説

(2)<sy c>wswr cwnk sw synk'y〈n :〉

  是 諸 説  中 殊 勝 因

   令顯 一切 諸 言 説

28

   大供 養 者是 大欲

(3) <'yr sy yw sy> ly�'�y :

  一 切 有 情 令 歡 喜

t'ykwnk ywc〈' syk t'y 'cyn :〉

大 供  養 者 即 大  瞋

(4) <'pw 'wn pyw 'wn g'y qw t'>y :

   普 聞 妙 聞 皆 廣 大

ky�wnk syksy gwd'y〈kyn :〉

 顯 中  即 是  廣 大 顯

33

   解 者執 持 大幻 化

(5) ..............

  大 幻 化 中 成 利 益

  t'yq'nq'dwy kycw<nk ky> :

大 幻 化 内  喜 申  喜

t'yq〈'n q' cwnk sy q'n swr :〉

大 幻 化 中 施 幻 術

34

   大施 主 中最 爲尊

(6) <t'y cy q'y cwnk cy s>wsynk :

  大 持 戒 中 持 殊 勝

'wd'y sy�w
q sy〈k kyn qw :〉

於 大 忍 辱 即  堅 固
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   以 大 精 進 悉 棄 捨

35(7)................

以 大 禪 定 住 靜 慮

yyd'y cykw lycysyn :

以 大 智 慧 令 持 身

具 足 大 力 大 方 便

大 願 勝 智 是 大 海

36 (8) <t,ys>w SWsy,wlwpyn :

    大 慈 自性 無 量 邊

   yyk§y t,ypyS� 〈cy kw :〉

   亦 是 大 悲 勝  智 慧

   有 大 智 慧 具 大 智

   大 解 即 是 大 方 便

37 (9) <kw t'y> sy�wnk kyp t'ylyk

    具 大  神 通  及  大 力

   大 力 及 與 大 速 疾

(io>................

  復 大 神 通 大 名 称

  t'ylyk 〈ly t' ly swy vwq :〉

  大 力  令 他 令 摧 伏

テ キ ス トE(KrlV817)

  (2) cws'y 'wp〈y syp ty cwnk :〉

住在  於彼 十 地 中

具知 十種 之 自性

(3) <c>y 'w'sypcywnk sysyc' :.

  持  於 十 種  清 浄 者

43     sypcwnk kysw 〈ky cwnk ky :〉
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十種 義 相 義 中 義

  自 在 寂 默 十 力 主

(4) <s,q CW l>yyyk 'wywyw :

作 諸 利 益 無 有 遺

kwywsypcwnk 〈t'y sy s'y :〉

具 有 十 種  大 自 在

44

  離 彼 無 垢 戲 論 主

(5) <cyn sw sy sy sy sy> ww〈 :〉

眞 如 自 性 清 浄 王

yynswr cynsyr vwkykw〈 :〉

言 説  眞 實 不 諱 句

   如 其 所 説 而 依 行

45 (6) <'w 'w sy cwnk> 'swr '

於 無 二 中

W<

 説  無

邊際  中

sy:〉

cw<'W>cynsyr pyns, y cwnk〈 :〉

    住 於 眞 實

テ キ ス トF(Kr1V291)

(1)'wnswsyly

(2)<>ysy<>y�y�

(3) qwY YYw< >y

(4) ::(?) sys〈 〉

(5) "q yyp t'mcyn q〈  〉

(6) sW4Y: swvy qwnk(?)

(7) y< >cwk'ly : cw"ym(?)

(8) y'k yyw s〈  〉

(9) wn: swvy s〈  〉

(10)yyp yyk s〈  〉

(11)syv yy "p'(?) gw'〈  〉

(12)'wn.v'mywn'ry-'<m'ncwsyry

    梵 云  阿 耶  曼 祀 悉 哩 捺 麻 捺 機 矼

sy ywn swnk s-' pyw kyr sw cyn>
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此 云 誦 聖 妙 吉 祥 眞

(13)sy<rm>y : kyly swdwn<k>

實名  敬禮 孺童

1

復 次吉群 持 金 剛

(14)<t,n tyw> vwqcwnk s<yn>k〈 :〉

難 調  伏 中 勝調伏

勇猛 超 出三 界 申

(15)<sy s'y ky>mqw pyrcw� 〈synk :〉

自 在  金 剛  密 中 勝

2

眼 如 白蓮妙 端 正

面 貌 圓滿若 蓮 華

(16)sw〈 §yw cyp cy §ynk kym qw :〉

自 手 執 持 勝 金 剛

3.2 ウ イ グ ル 文 字 音 写 『四 分 律 比 丘 戒 本 』

3.2.1 〈 漢 文 テ キ ス ト 〉

如清諸 應應 應應 應 應 應若 諸

是浄 大與 與與 與 與與 與 比大

持 不徳 如 多 覓 自不憶 現丘 徳

諸諸我 草 人罪 言癡 念 前有 是

大大 已覆語 相 治毘 毘 毘諍 七

徳 徳説 地 當當 當尼 尼 尼事 滅

是七 當 與與 與 當當 當起 諍

中滅與 多 覓 自與與 與即 法

清 諍如 人罪 言 不憶 現應 半

浄 法草 語相 治癡 念 前除 月

默今 覆

然 問地

故諸

是 大

事徳

是

中

毘毘 毘滅 半

尼 尼尼 月

説

戒

經

中

來
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(「 大 正 大 蔵 経 」 第22巻p.1022)(11)

3.2.2 〈 ウ イ グ ル 文 字 テ キ ス ト〉

チキ ス トG(KrN285)

(1) cwd'y tYksy syrpyr cyp'p p'nkwr p'nkwr swrq<'y ky cwnk l'y
諸 大 徳 是  七 滅 諍 法  半 月  半 月  説 戒  經 中 來

s'9 PY kyv yw cy 'sy "ky>

若 比 丘 有 諍 事 起

(2) syk'ynk cwpyr :: 'ynkyw kynsyn pyny twyw kynsyn py<ny 'ynk yw

  即 應  除 滅   應 與  現 前 毘 尼 當 與 現 前 毘 尼  應 與

 'yk tym pY ny tw yw 'yk tym py ny>

  憶 念 毘 尼 當 與 憶 念 毘 尼

(3) 'ynkyw vwcy pynt' twyw vwcy pynt' :. 'y<nk yw sy kyn cy

  應 與 不 癡 毘 尼 當 與 不 癡 毘 尼   應 與 自 言 治

 tw yw sY kyn cy 'ynk yw pyk swy sw tw yw pyk swy sw 'ynk yw>

 當 與 自 言 冶 應 與 覓 罪 相 當 與 覓 罪 相 應 與

(4) t'synkw twyw t'synkw 'ynkyw sws'w pwdy  <tw yw sw s'w pw ty

 多 人 語 當 與 多 人 語  應 與 如 草 覆 地  當 與 如 草 覆 地

 cwt'ytykq'yy'swr syrpyrcyp'p*kym*'wn>

 諸 大 徳 我 已 説 七 滅 諍 法 今 問

(5) cwd'y tyk sycwnk sy'sy vw :: cwd'ytyk s<y cwnk sy sy pyk *syn gw

 諸 大 徳  是 中 清 浄 不   諸 大 徳  是 中 清 浄 默  然 故

 'sy sy sw sy>

 是 事 如 是

(6) cy :: 5'dw bwlz-wn y'mw typ mn kyys〈  〉

 手寺    sadu bolzun  yamu tip mn kyys///

    善 哉1     と わ れkyss///

デ キ ス トH(Kr309)

"癒 音 恵 驚 音 敬///

//月 ::説 戒 竟 衆 來 若///

(11)「 大 正 大 蔵 経
」 本 文 の 字 句 を 注 記 の 「宮 内 省 図 書 寮 本(旧 宋 本)」 の も の に 入

れ換 え て 掲 げ た。 ま た、 左 か ら2行 目 の 厂不 」 と 厂諸 」 の 間 に は 小 文 字 で 「如 是 三

説 」 と入 っ て い る が、 ウ イ グ ル 文 字 音 写 に は 対 応 部 分 が な い 。
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//佛 當 與 現 先mw ny應 與/〃

(1)//kwrswrg'ykycwnkl'ys'gpykyv///

   月 説 戒 經 中 來 若 比 丘

(2)/// pw ny 'ynk yww 'yk tym pw ny: ///

   毘 尼 應 與 憶 念 毘 尼

(3)// yww sykyncy 'ynk <yw>w pyk swy sw tw yww py<k> ///

   與 自 言 治 應 與 覓 罪 相 當 與 覓

(4)/// yww sw s' pwty tw yww sw s<'w> ///

與 如 草 覆 地 當 與 如 草

4.音 写 に使 用 された 漢字 音 につ いて

 ウイ グル 文字 は音 韻構 造 の大 き く異 なる漢 語音 を表 記 す るに はか な り不便 な 文字

であ る。 この文 字 を用 いて どのよ うな漢語 音 を表 示 しよう と したのか を以下 に論 じ

てみ たい。

 後 に 述 べ る よ う に、 こ こ で 表 記 さ れ た漢 語 音 は 一 種 の 漢 字 音 で あ っ た と推 定 さ れ

る の で 、 そ の 音 価 は ウ イ グ ル 語 音 に 近 い も の で あ っ た と考 え られ るが、 ウ イ グ ル 語

音 に 完 全 に 適 合 し た も の で は な か っ た。 た と え ば 、 種 く中 古 漢 語 音tqiOU>はcywnk

(E3)の よ う に、 ウ イ グ ル 語 に は 存 在 し な い 母 音 結 合iu(yw)を も っ て 漢 語 の 介 母 音

を 直 接 表 示 して い る。 した が って 、 こ こで は 漢 字 音 の 再 構 に2段 階 を 設 定 せ ね ぱ な

らな い。 第1段 階 に は 漢 字 音 が ウ イ グ ル 語 の も つ 音 素 目録 の ど の 音 に 所 属 す る か を

推 定 し、 第2段 階 に お い て 文 献 表 記 者 の も つ 漢 字 に 対 す る 実 際 の 発 音 形 式、 す な わ

ち 漢 字 音 の 音 価 を 推 定 せ ね ば な ら な い。 た と え ば、 来 母 ・魚 韻 の 「慮 」<lio>はIW

と 表 記 さ れ て い る。 声 母 は ウ イ グ ル 語 音 の1に 所 属 し、[1]の 漢 字 音 価 を 立 て る こ

と が で き る。 韻 母 表 記 のwは ウ イ グ ル 語 表 記 体 系 か ら は ウ イ グ ル 語 音 のoかuに

所 属 さ せ ざ る を え な い。 チ ベ ヅ ト文 字 で 音 写 さ れ た 漢 文 な ど、 漢 語 側 の情 報 か ら は

両 者 の う ち のuを 選 択 で き る。 だ が、 実 際 の 漢 字 音 価 は ウ イ グ ル 語 の も の よ りは 若

干 前 舌 位 の も の で あ っ た と推 定 で き る の で 匝]を 与 え る こ と に な る。

 ウイ グル 文 献 中に は、 大 量 の漢語 が 音写形 式 で導 入 されて い る。 筆 者 はそ れ らに

つい て以 前 に論 じた こ とがあ る。 そ こでは、 五代 末 か ら宗初 の 間 にウイ グル語 訳 さ

れ た と推定 で きる 『大 慈 恩寺 三蔵 法師伝 』 中の漢 語形 式 を検 討 し、 ウイ グル文 献 中

の他 の漢語 形 式 との関 係 な どにつ いて述 べ た(12)。 『大 慈恩 寺三 蔵法 師伝』 中の漢

語 は翻 訳 当時 の漢語 西 北 方言音 の 一種 を直接 に表 記 した もの で あ り、 その他 の ウイ

(12)庄 垣 内(1987)
.
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グル文献 中 の借 用 語 と して定 着 した 漢語形 式 と 同一体 系 内に収 ま るもの で はあ るが・

字音 と して 一般 に通用 して いた形 式 を用 いた とは 考え られ なか った。

 こ こ で は、 「ペ テ ル ブル グ所 蔵 文 献 」 漢 字 音 の 再 構 に 当 た っ て、 こ の、 以 前 の 筆

者 の 記 述 内 容 を と りわ け 参 考 に した い。 ま た・ ウ イ グル 文 献 で は な い が・ や は り西

北 方 言 音 を 表 記 し た・ チ ベ ッ ト文 字・ ブ ラ ー フ ミー 文 字 ・ ソ グ ド文 字 で 書 か れ た 漠

語形 式(13)・ さ ら に 「ペ テ ル ブル グ 所 蔵 断 片 」 の 書 か れ た 時 代 で あ る 元 代 の 漢 語 音

形式 も 参 考 に して 論 じ た い(14)。

4。1 声 母

 ウ イ グ ル 語 の 子 音 体 系 は 次 の ご と くで あ る:

P

b

(f)

V

m

t

d

(ts)c

 S S

 z(z)

n

1

r

Y

k

S

X

x

o

括 弧 内 は 借 用 語 の み に 使 用 さ れ る。C=[ザ]5=[∫]Z=[3]

 以 下 、 中古 漢 語 音 形 式 を 〈 〉 に 括 っ た が、 中 古 漢 語 声 母 音 は、 『韻 鏡 』 な ど に

付 せ ら れ た 「三 十 六 字 母 」 に 正 歯 音2等 と喉 音 の 喩 母3等 を 加 え た体 系 を 用 い た

(is)
0

4.1.1 唇 音

4。1.1.1重 唇 音

(is)以 下
、 チ ベ ッ ト文 字 音 写 漢 文 を 「チ ベ ヅ ト文 字 資 料 」、 ブ ラ ー フ ミー 文 字 音 写

漢 文 を 「ブ ラ ー フ ミー 文 字 資 料 」 、 ソ グ ド文 字 音 写 漢 文 を 「ソ グ ド文 字 資 料 」 と よ

び た い。

(14)「 元 代 の 漢 語 音 形 式 」 と して 『中原 音 韻 』 に 現 れ る形 式 を 使 用 した い
。 ち な み

に、 元 代 の ウ イ グ ル 文 献 に は 『中 原 音 韻 』 の 漢 語 音 体 系 に 収 ま る借 用 語 形 式 が 多 数

み られ る。

(15)庄 垣 内(1987)p
.23.な お 、 本 論 に お け る 中 古 漢 語 音 形 式 は 庄 垣 内(1987)の 記 述

に 従 っ た。
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(1)幇 母 ・ 滂 母 ・ 並 母

滂 母

抛<p`au>P'w

普<P`o> VW

幇 母

彼 くpi�>py

悲 くpi駟>py～vy

r匕 くpi駟>  py

半<pu穗>P, n

男旺 くpiet>  pyr

邊<pien>pyn

遍 くpien>pyn

畢<pi騁>pyr

本 くpaan>pyn

并  くpi8!}>  py

並 母

毘<bi駟>py～pw

便 〈bisn>  pyn

白 〈bak>p'9

 中 世 漢 語(18へ の 過 程 で、 も と の 平 声 の 有 声 子 音 は 有 気 無 声 音 に、 上 去 入 声 の 有

声 子 音 は無 気 無 声 音 に な っ た の で、 並 母 も 幇 母(平 声)と 滂 母(上 去 入 声)に 合 流

す る。 チ ベ ヅ ト文 字 資 料 で はpゴbの 区 別 を も っ 文 献 も み られ る が、 高 田 氏 に よ れ

ば 「十 世 紀 の 河 西 方 言 」 で は 気 音 の 対 立 は 存 在 した が、 声 の 対 立 は 無 くな っ て 無 声

化 して い た と い う(17)。 ソ グ ド文 字 資 料 か ら は 並 母 は 無 声 子 音 で あ っ た こ とが 推 定

さ れ て い る(IB)。

 ウ イ グ ル 文 字 に は こ の3声 母 を 区 別 で き る表 記 が な い。 ウ イ グ ル 語 閉 鎖 音 に は 有

声 と無 声 の 対 立 が あ り、 文 字 上 そ の 区 別 の 可 能 な 音 は、tとdで あ る。 後 に 述 べ る

よ う に 舌 頭 音 有 声 のdが 有 声 性 を 保 持 して い た 可 能 性 は あ る の で、 並 母 が ソ グ ド文

字 資 料 の よ う に、 無 声 音 化 して い た と 容 易 に は 判 断 で き な い。 ま た 、 ウ イ グ ル 語 に

は 気 音 の 対 立 は な い し、 そ の 表 記 法 も知 ら な い。 少 な く と も、 幇 母 と滂 母 は ウ イ グ

ル 語 音 のpの 範 疇 に所 属 して い た。 表 記 者 の も つ 漠 字 音 の 実 際 の 音 価 が、 幇 母[p],

滂 母[P]の 音 価 を も っ て い た 可 能 性 は あ る。 並 母 のpも こ こ で はpの 範 疇 に 入 れ て

お き た い。

 幇 母 の 悲 と 滂 母 の 普 に はv-が 表 記 さ れ て い る。 こ れ らは 、 い ず れ も テ キ ス トB

(10)に 現 れ る。 悲 は 『真 実 名 経 』 のBと 同 一 文 中 の もの が テ キ ス トD(Dv8)に も み ら

れ、 そ こ で はpyと 表 記 さ れ て い る。 『慈 恩 伝 』 に は こ の よ う なvは 現 れ な い が、

元 朝 時 代 の ウ イ グル 文 献 に は 八<pu縟>をv'rで 表 記 し た 例 が あ る(39)。 こ のv'r

(18)『 中 原 音 韻 』 の 漢 語 音 体 系 を 指 す
。

`エ7)高 田(1988a) p .52, p.65, p.70 pp.iO7-108.

(18}吉 田(1994)p
.26.

(19)庄 垣 内(1987)p
.25.
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は ウ イ グ ル 語 内 で の 発 展 形 式 で あ る。 お そ ら く悲 のvー も・ 軽 唇 音 化 形 式 を モ デ ル

に し た、 ウ イ グル 側 で の 類 推 形 で あ ろ う。 文 字vは ウイ グ ル 語 音 めv音 を 表 示 す

るの が 常 で あ る が・ 借 用 ソ グ ド語 のf音 を表 示 す る こ と も で き る の で(20)、 悲 普 の

v一 は ウ イ グ ル 語 音 のf一 の 範 疇 に 所 属 す る も の と考 え た い。

(2)明 母

A

魔<mu�>P,

謬  <mlau>  pyw

貌<mau>P[,w]

妙<m1εU>PYW～PW

末  <mu穰>  P,

滅 くmiεt>  pyr

没<muet>pyr

密  <mi騁> pyr

默  <mθk>  pyk

覓<miek>pyk

B

滿<mu穗>m, n

面  <misn>  myn

Fll <muon>  mwn

猛<mao>阻'

明<miao>my

名<miε0>my

 r慈 恩 伝 』 と 同 じ く(zi)、 韻 尾 に 鼻 子 音 を も た な い 上 のAグ ル ー プ はp― で、 も

っBグ ル ー プは 皿一 で 表 記 さ れ て い る。 こ の よ う な 明 母 の 脱 鼻 音 化 は チ ペ ッ ト文 字

資 料 や ソ グ ド文 字 資 料 に お い て もみ られ る。 脱 鼻 音 化 は 鼻 音 前 出 子 音[皿b]を 経 て お

こな わ れ、 チ ベ ヅ ト文 字 資 料 や ソ グ ド文 字 資 料 に は この 音 形 の 表 示 が あ る(zz)。 し

か し、 ウ イ グ ル 文 献 中 の借 用 漢 語 に は 後 に 述 べ る泥 母 と 同 じ く、 前 出 鼻 音 を 表 記 し

た 例 は な い。 こ こ で は、 文 字mは ウ イ グ ル 語 音 のm,文 字pは ウ イ グ ル 語 音 のb

の 範 疇 に 所 属 す る も の と推 定 した い 。 た だ し、 末p'(A6)は 漢 語 の 音 写 形 と は 考 え ら

れ な い の で 上 記 議 論 に 馴 染 ま な い(cf.4.2.7)。

4.i.1.2軽 唇 音

(1)非 母 ・ 奉 母 ・ 敷 母

非 母

不<fiau>vw

法 くfiusp>P'P

方 くfiuao>VW

奉 母

梵<viuem>V'm

煩  くviuzn>  v,n

佛<viuet>vyr

復<viuk> vwq

伏 くvink>vwq～vwq

{20)庄 垣 内(1987)p
.28.

(si)庄 垣 内(1987)pp
.25-26.

(zz》 高 田(1988a)pp
.87―88, 吉 田(1994)pp.26-27.
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敷 母

忿 〈f`inan>pyn

覆  くf`iθu>  pw

 非 敷 奉 の3声 母 は チ ベ ッ ト文 字 資 料 か らは、 合 流 し て い た と推 定 さ れ て い る(23)。

『慈 恩 伝 』 で は 非 母 奉 母 は ふ つ う は 文 字vで 表 記 さ れ て い る。 こ こ で も 非 母 と奉 母

は、 非 母 の1例 を の ぞ い て す べ てvで 表 記 さ れ て い る。vはfの 範 疇 に 入 る も の

と推 定 した い 。 ソ グ ド文 字 資 料 で も 非 母 奉 母 はfで 表 示 さ れ て い る(24)。

 敷 母 の2例 、 忿(A3 C2)覆(G4)はpで 表 記 さ れ て い る。 『慈 恩 伝 』 に は 敷 母 の 例

が な い の で 判 断 は む ず か し い が、 こ の2例 を も っ て、 敷 母 の 軽 唇 音 化 が 進 ん で い な

か っ た と は い い が た い。 む し ろ、 上 で 例 外 と し た 非 母 の 法(G1)のp― も 含 め て 、 ウ

イ グ ル 語 に 本 来 存 在 し な いf音 をp一 で 表 示 しよ う と し た も の か 、 あ る い は ウ イ グ

ル 語 内 でp音 化 し た も の と 考 え るべ き で あ る。 文 字pはp音 の 範 疇 を 表 示 した と

推 定 した い 。 非 母 の 法 もpで 表 記 さ れ て い る。 法 は 『四 分 律 比 丘 尼 戒 本 』 に 現 れ る

の で(G1)、 こ の 文 献 表 記 の 特 徴 と い え る か も しれ な い 。 チ ベ ッ ト文 字 資 料 と ソ グ ド

文 字 資 料 で は 非 母 の 不 が 重 唇 音 と して 表 示 さ れ る が(25)、 こ こ で は 明 ら か に 軽 唇 音

化 して い る。

(2)微 母

無  く町iu>  ,w

耒 く羽iuθi>vy

微 く頃uei>vy

鑁  くmiuzm>  V,n

聞 〈miuθn>'wn

網 く頭ao>'w

 微 母 は チ ベ ヅ ト文 字 資 料 や ソ グ ド文 字 資 料 で も 脱 鼻 韻 化 して い る(26)。 『慈 恩 伝 』

も文 字vで 表 記 さ れ て い る。 こ こで は、vの ほ か'wで も 表 記 さ れ て い る。'wは

ウ イ グ ル 語 で は ふ つ う初 頭 の後 舌 円 唇 母 音 を 表 示 す る。 しか し こ こで は、'wpyn無

邊(A3)な ど の ご と く初 頭 に 立 つ ほ か、1y'wyw令 無 餘(A15)q"w化 網(C20)の よ う に、

中位 に も 現 れ る。 中 位 に お け る後 舌 円 唇 母 音 の 表 記 は'を 必 要 と し な い。 この'

の 使 用 は、 後 に 述 べ る 影 母 と 同 じ く、 声 母 の 声 門 閉 鎖 音 化 を 表 示 した も の と 考 え ら

れ る。 中 世 漢 語 あ る い は 近 世 漢 語 の 音 韻 体 系 に 近 い 『高 昌館 訳 語 』 の 微 母 表 記 に も

(23)高 田(1988a)pp
.96-97.

(z4)吉 田(1994)pp
。27―28.

(25)高 田(1988a)p
.98,

(28)高 田(1988a)p
.95,

吉 田(1994)p。26.

吉 田(1994)p.27-28.
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こ れ と 同 じ 方 法 が み られ る=文 く頭uθn>(中 古 漢 語) →vaan(中 原 音 韻) →

・uan(等 韻 図経) 'wwn(高 昌 館 訳 語)(27)。 こ この 無 聞 網 の 微 母 は、 円 唇 母 音 と

結 合 して 影 母 化 し た 比 較 的 新 しい 時 代 の 形 式 と い え る。 文 字vの 表 記 はv音 の 範

疇 に所 属 し、 文 字'の 表 記 は'[?]を 表 示 し た と い え る。

 た だ し、 鑁v'nは 漢 語 の 音 写 形 式 で は な い の で 上 記 の 議 論 に 馴 染 ま な い(cf.4.

2.7)a

4.1.2 舌 音

4.1.2。1舌 頭 音

(1)端 母 ・ 透 母 ・定 母

端 母

多<t�> t'

至9 <t穹>  t,W

端<tu穗>t'Fn～ ―d'n

當 くtao>tw

等 くtθ0>―dynk～tynk

得 〈tθk>dyk

徳  <tθk>  tyk

頂<tieo>ty

通  〈tui〕〉  -dwnk～twnk

定 母

大<d稱>t'y～d'y～-d'y

第 くdiei>dy～ty

地  <di駟>  ty～-dy～-ty

導 くd穹>t'w

調 〈dieu>dyw～ ―dyw

達<d穰>t°r

定 くdiep>-dy

童  くduO> twnk～dwnk

透 母

他 〈t竅r ―d'

 定 母 音 は 中 世 漢 語 で は 端 母、 透 母 音 に 合 流 し て い る。 ウ イ グ ル 文 字 のdは ウ イ グ

ル 語 の 語 中 位 に お い て はd音 以 外 に、 し ば し ばt音 表 記 に も使 用 さ れ る。 こ こで

は 地 の ―ty(H4)以 外 は す べ て ―dで 表 記 さ れ て い る。 す な わ ち 中 位 のtd表 記 は

中 和 さ れ て い る と い っ て よ い。 ウ イ グ ル 語 で は 本 来 語 頭 にd音 は 立 た な い の で、 初

頭 のd文 字 表 記 は 特 別 な 意 味 を も っ て い る。 端 母 と定 母 を 比 べ て み る と 初 頭 にd

の 表 記 さ れ て い る の は 端 母 で は得 の1例 で あ る の に 対 して、 定 母 で は 大 第 調 童 の4

例 が あ る。 こ の こ と は、 定 母 の 有 声 性 が 字 音 と して 残 っ て い て、 そ れ が 現 れ て い る

とい え な くは な い。 実 際、 次 の(2)に 掲 げ る泥 母 は 有 声 子 音 を も っ て い た と 推 定 で き

(27)庄 垣 内(1987)p
.100.な お 、 『等 韻 図 経 』 と は 、 『重 丁 司 馬 温 公 等 韻 図 経 』

(除 孝1602年)の こ と 。
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るが 、 や は り文 字d-は 多 出 す る。 しか し も しそ う な ら、 定 母 に 所 属 す る地 が 語 中

位 で 一tで 表 記 さ れ て い る こ とは 逆 に 説 明 で き な い。 一 方 で、 チ ュ ル ク語 は 漢 語 の

有 気 音 を 無 声 音 で、 無 気 音 を 有 声 音 で 表 示 す る 性 質 が あ る の で、 端 母 の 得 を 含 め て

d表 記 が 単 に 無 気 音 性 を 表 そ う と し た 可 能 性 も あ る。 何 れ に して も、 今 の 段 階 で 確

か な 判 断 は む ず か し い。 『慈 恩 伝 』 で は 「定 母 の 端 母 透 母 へ の 合 流 は 完 了 して い た

か、 完 了 しか か っ て い た と推 定 」 で き た の で(28)、 こ こ で は 一 応、td文 字 表 記 を

す べ てt音 に 所 属 す る も の と 考 え て お き た い。 た だ し、 透 母 の 音 価 が[t]で あ っ た

可 能 性 は あ る。

(2)泥 母 ・ 来 母

泥 母

泥<niei>ty

内<nu拿i>-dwy

†衝  <n穹>  d,W

念<niem>dym～tym

難  <n穗>  t,n～d, n

倉皀  <nθU>  nynk

溺  <niek>  dyk

来 母

慮<lio>1w

來 く1稱>1'y

禮  〈liei>  1y

類  く1U拿i>  lwy

離<li�>ly

禾弓 <li駟>  ly

理 くliai>ly

了<lieu>1yw

齧L <1u穗> 1,n

蓮  <lien>  lyn

樂<1稾>i4～iq

ﾘ<li穢> lw

量  〈1ia璽}〉  正w

力<liak>lyk

令<lisa>ly

 明 母 に お い て は、 韻 尾 に 非 鼻 子 音 を も つ も の は 脱 鼻 音 化 した 。 泥 母 に お い て も 同

様 の 現 象 が み られ る が、 念<niem>dym(A6)～tym(H2)と 難<n穗>t'n(AI C3)～d'n(A

3)は 韻 尾 が 鼻 子 音 に も か か わ ら ず 声 母 は脱 鼻 音 化 し て い る。 し か し、 念 は ソ グ ド文

字 資 料 で も脱 鼻 音 化 し て お り(2B)、 難 も チ ペ ッ ト文 字 資 料 に 同 じ平 行 例 が み られ る

の で(90)、 こ れ らは 西 北 方 言 に お い て 特 別 に 脱 鼻 音 化 し た 単 語 で あ っ た とい え る。

な お 、 脱 鼻 音 化 形 式 の 表 記 はdとtで 表 示 さ れ て い る。 中 位 に お い て は 中和 して

一d― で 表 記 さ れ て い る が
、 初 頭 位 で も難d'n溺dyk(C11)の よ う にd一 が 表 記 さ れ

る の は、 や は り有 声 音 を 表 示 しよ う と した も の とい え る。 こ の 音 に対 し て チ ベ ッ ト

(28)庄 垣 内(1987)p
.29.

(29)吉 田(1994)p
.28.

(30)高 田(1988a)p
.89.
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文 字 資 料 や ソ グ ド文 字 資 料 で は・ 鼻 音 前 出 子 音[nd]が 表 示 され て い る が・ こ こ で は、

前 出 鼻 音 は な か っ た も の と 判 断 して ・ ウ イ グ ル 語 のdの 範 疇 に 入 る も の と推 定 し た

い。

来 母 は すべ て1で 表 記 さ れ て い る の で、1音 の 範 疇 に所 属 す る。

4.1.2.2舌 上 音

知 母

智 くち1e> cy

矢口 <tle>  cy

中<tiuり>cwnk

徹 母

癡 く直oi>cy

超<Risu>cyw

勅 く貞ek>cyk

澄 母

除  <⊂工io>  CW

住<4iu>CW

治 く改iei>cy

持 く4玲i>cy

長 く4iao>cw

擲  <{工iεk>  cyk

娘 母

尼<q渧i>ny

 澄 母 は 中 世 漢 語 へ の 過 程 で 知 母 と徹 母 に合 流 す る。 ま た 知 母 は 正 歯 音 照 母 に、 徹

母 は 穿 母 くtG>に 合 流 す る。 チ ベ ッ ト文 字 資 料 で は 澄 母 を 有 声 音 表 記 した 文 献 もみ ら

れ る が、 「十 世 紀 河 西 方 言 」 で は 無 声 音 化 して い た と い う(si)。 こ こ で は、 舌 上 音

の知 徹 澄 の3声 母 は す べ て 文 字cで 表 記 さ れ て い る。 こ れ は 『慈 恩 伝 』 に お い て も

同 じ で あ る(32)。cは 、 ウ イ グ ル 語 の 歯 茎 無 声 破 擦 音Cの 範 疇 に 所 属 す る も の と し

た い 。 た だ し、 上 の定 母 と の 関係 を 考 慮 す れ ば 澄 母 が 有 声 音 性 を も っ て い た 可 能 性

もあ る。 ま た 徹 母 が[の の 音 価 を も っ て い た 可 能 性 も あ る。 娘 母 は 「切 韻 系 」 で は 泥

母 の 反 切 上 字 と 混 同 さ れ 、 泥 母 の 範 疇 に入 れ られ る。 し か し、 チ ベ ッ ト文 字 資 料 で

は 脱 鼻 音 化 は あ る も の の、 泥 母 とは 区 別 さ れ て い る(33)。 こ こ の、 尼 くgi駟>nyを

泥 母 と比 べ て み る と、 韻 尾 に 鼻 子 音 を も た な い の に 脱 鼻 音 化 さ れ て い な い 点 が 異 な

っ て い る よ うに み え る。 だ が、 こ の 尼nyは い ず れ も 『四 分 律 比 丘 戒 本 』 にpyny

(G2 G3)～PW-ny(H2)と し て 現 れ る。 こ れ は サ ン ス ク リ ヅ トvinayaの 音 写 形 式 で あ

(31)高 田(1988a)pp
.70-72 p.108.

(32)庄 垣 内(1987)p
.31.

(sst高 田(1988a)p
.92-93.
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っ て、 む し ろ特 殊 な 使 用 と 考 え ね ば な らな い(34)。 娘 母 は 一 般 に 泥 母 と 同 じ く脱 鼻

音 化 して、 泥 母 の 範 疇 に 所 属 して い た 可 能 性 が 大 き い。

4.1.3 歯 音

4.1.3.1歯 頭 音

精 母

最  くtsu稱>  swy

尖 くtsiε 皿>sym

尊  <tsuan>  swn

進  <tsi駭>  syn

作 くts稾>s'4～s'q

且卩 くtsiak>  syk

精 くtsisq>sy

速 くtsiεk>swq

足<tsiok>SWQ～swq

清 母

走亟 <tSlu>  SW

切<tSle1>sy

止匕 くtS1�>  sy

{'欠  〈tざi駟>  sy

草 〈ts穹>S,W

七<tsi騁>syr

清<t讃 ε0>sy

心 母

四 くsi駟>

笑<siεU>

二 〈sa皿 〉

,L, <siam>

Sy

syw

s'm

sym

悉 くsi騁>

木目 〈si稍〕 〉

,陛  くsiEI〕 〉

syr

SW

sy

従 母

坐 〈dzu竅r

在<dz稱>

罪<dzu稱>

手崔  <dzu拿i>

慈  くdziai>

自 くdzi駟>

前 くdzien>

疾  くdzi騁>

浄 くdziε0>

冓爭 〈dziEI〕 〉

・r青  〈dziEI〕 〉

寂<dziek>

Z ～S

s'y

SWy

SWy

sy～SW

sy～SW

syn

syr

Sy

Sy

Sy

syk

邪 母

言司  <ziai>  sy～sw 系責  くziok>  swq

旋<ziusn>swyn

�r <zi盒0>  SW

像<ziao>SW

言甬 <ziOU> swnk

頌  <Zio夏 】>  swnk

(34)Skt
.vinayaの ウ イ グ ル 語 定 着 形 式 はvinayで あ る 。

pydyと の 混 成 の 可 能 性 も あ る 。

この 形式 と漢 語音写 形 式

 .・



 中 世 漢 語 へ の 過 程 で 従 母 は精 母 と清 母 と に 合 流 す る。 チ ベ ヅ ト文 字 資 料 で は 厂十

世 紀 河 西 方 言 」 で 従 母 は 無 声 音 化 して 精 母 に 合 流 して い た と い う(35)0『 慈 恩 伝 』

で は ソ グ ド文 字 資 料 と 同 じ く、 精 清 従 は 基 本 的 にtsで 表 記 さ れ て い る(38)。 こ れ

ら に 対 し て、 こ こ で は1例 を の ぞ い て 他 は す べ てsで 表 記 さ れ て い る。 しか し ウ イ

グル 文 献 中 の 借 用 語 の 多 くがsを 用 い る の で、 こ れ は 特 別 の 表 記 で は な い(97)。 お

そ ら くtsと い う ウ イ グ ル 語 に 存 在 し な い 破 擦 音 が、 摩 擦 音 と し て 反 映 さ れ た も の

と考 え られ る。 こ こ で はS表 記 にS音 を 推 定 して お き た い 。 た だ、 従 母 の 坐 はS

の ほ かZで も 表 記 さ れ て い る。 文 字Sは ウ イ グ ル 語 で はS音 の ほ かZ音 も 表 示

す る。 文 字zは 母 音 文 字 を 直 接 後 続 さ せ る こ と が で きな い の で、 母 音 に 前 接 す る場

合 は 分 か ち書 き せ ね ば な らず、 し ば しば これ にsを 代 用 す る。 こ こ でt'�-'端 座

(A6)のzが 特 に 有 声 音 を 表 わ そ う と した こ とは 確 か で、 従 母 に な お 有 声 性 が 存 在 し

た 可 能 性 は あ る。 した が っ て、 従 母 のsは す べ てz音 の 範 疇 に 入 れ る べ き か も し

れ な い が、 先 に推 定 し た と お り、sを 掲 げ て お き た い。 た だ し、 例 外 的 に 現 れ た こ

の文 字zに はz音 を 当 て て お き た い。

 一 方 、 中 世 漢 語 へ の 過 程 で 有 声 音 を も っ て い た 邪 母 は 心 母 に合 流 す る。 チ ベ ッ ト

文 字 資 料 に も こ の 合 流 は み られ る(38)。 『慈 恩 伝 』 と同 様 に(39》 、 こ こ で は す べ て

Sで 表 記 され て い る。 こ のSをS音 の 範 疇 に 入 れ た い。

4.1.3.2歯 上 音 ・ 正 歯 音

(1)荘 母 ・照 母 ・ 穿 母

荘 母

言爭 くts巨 ζ】>  cy

照 母

者<t輅a>C,

呪<t輅au>cyw

諸 くt輅o> CW

主<tGiu>cw

之 〈tGi疂>cy

執  <t〔ミiep>

眞 くt輅駭>

掌 くtqiao>

正 〈tqiεu>

衆  〈t(ミiur〕〉

穿 母

出  <t(｡1u騁>  cwr

称 く寅ioO>cynk

cyp   種  〈tGio9>  cwnk～cywnk

cyn

CW

Cy

cwnk

`35)高 田(1988a)p
.108.

(36)庄 垣 内(1987)p
.32, 吉 田(1994)p.31.

(37)庄 垣 内(ig87)p
.33.

(38)高 田(1988a)p
.108.

(39)庄 垣 内(1987)pp
.33-34.

..



 中 世 漢 語 へ の 過 程 で 荘 母 と照 母 は 合 流 す る。 チ ベ ッ ト文 字 資 料 で は こ の2声 母 に

区 別 が あ っ た と さ れ る が(40)、 こ こ で は 『慈 恩 伝 』 と 同 じ く`91)、 こ れ に 穿 母 も 含

め て す べ てcで 表 記 さ れ て い る。 こ のcを 、 無 声 破 擦 音6の 範 疇 に入 れ て お き た

い。 た だ し、 穿 母 のCが[f]の 音 価 を も つ て い た 可 能 性 は あ る。

(2)牀 母 ・山 母 ・神 母 ・審 母 ・禅 母

牀 母

事<d刎ei>sy

神 母

舌 〈d幻 εt>syr

神 く畝i6n>§yn～syn

實  <dai騁> §yr～syl、

術<dziu騁>§wr

乗 く畝iqo>synk

山 母

自市 く寧�i>  §y

色<s玲k>§yq

生<§au>sy

禅 母

殊 く項u>SW～sw

時 く幻oi>§y

是 砿 驚 〉 §y～sy

甚 く翼iom>'sym

善 く環iεn>

上 〈毎au>

成 く項 εo>

審 母

捨<輅a>§'

手<輅au>syw～s(yw)

舒<輅o>§W

世   <(tiεi>   sy

施 〈輅驕r §y

深  〈(ミiam>  §ym

十  くGiOP>  §yp～syp

説 く輅uEt>swr～swr

イ申 く輅駭>  syn～ §yn

身 く輅駭>§yn～syn

勝<qieo>synk～'synk

言哉  くGiok>  §yk

聖   〈4iεr〕〉  §,

釋  <Giεk>  §y(k)

syn^-syn

SW～ §W

synk～ §w～ §y

チ ペ ッ ト文 字 資 料 で は神 母 禅 母 は 無 声 化 し て お り、 神 審 禅 と牀 山 は そ れ ぞ れ 合 流 し

て4とSに な っ た と 考 え られ て い る く42)。 ウ イ グ ル 文 字sは ウ イ グ ル 語 の 硬 口 蓋

歯 茎 音 のSも 表 示 で き る。 一 方 で ウ イ グ ル 語 に は 頻 繁 に 使 用 さ れ る こ と は な い が、

Sを 表 示 す る の に 文 字 § も 用 い ら れ る。 こ こ で は 山 神 審 禅 の 表 示 に § が 多 用 さ れ

(40)高 田(1988a)p
.54 pp.57.58.

(41)庄 垣 内(1987)p
.34.

(42》 高 田(1988a)p
.108.
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て い る。 こ れ は、 こ れ らの 声 母 が 硬 口 蓋 の 特 性 を も っ た 子 音 で あ る こ と を 示 そ う と

して い る の で あ る。 山 神 審 禅 で は、 文 字sと § がS音 を 表 示 した も の とい え る。

牀 母 は1例 しか な い が・ そ のsもSの 範 疇 に あ る と考 え た い。

(3)日 母

タロ <n翼io>  SW～ §W

汝  くn名iO>  SW

孺 〈照1U>SW

而<n軍01>sy

饒  <n耳iεU>  §yv～S,W

人 く照ien>syn

忍 く昭i6n>syn

若 く照iak>§'9～ §'q

辱  <n名iok>  §wq

 日 母 の 鼻 音 性 は チ ベ ヅ ト文 字 資 料 に お い て も 無 くな っ て い る(43)。 こ こ で はsと

§ で 表 記 さ れ て い る。 『慈 恩 伝 』 で は こ の 声 母 にSの 有 声 音Zを 表 す 専 用 文 字 を

使 用 し て い る(44)。 ウ イ グ ル 語 で 文 字S§ はSと と も にZも 表 示 で き る の で、 日

母 のs§ が 輒5]音 の 範 疇 に あ る も の と 推 定 し た い。

4.1.5 牙 喉 音

4。1.5.1牙 音

(1)見 母 ・渓 母 ・群 母

見 母

A

果<ku�>q,  剛<kao>qw～qw

鉤 くkau>qyw 廣 くkuag>qw～qw

固 くko>qw  光<kuao>qw

故<ko>qw～4W 覺 くkok>qwq～qwq

解<ka�>q'y～9'y   ～qwq

界<k緤>4'y

皆 くk緤>q,y～qyy

戒<k緤>q'y

告 くk穹>q'W

合<k穡>9'P～q'P

間  くk縅>  q,n～q, n

室艮  くkan>  qyn

B

迦 〈ki�>k,

句 くkiu>kw

言己 <kiai>  ky

其<kiai>ky

究 くkiau>

金 〈kiam>

堅 くkien>

謹 くkian>

緊 〈ki駭>

吉<ki騁>

敬<kiao>

境 くkiab>

竟  <kiao>  ky

糸堅 くkieo>  ky

恭<kioO>kwnk

供<kioo>kwnk

kyw^-k'w

kym

kyn

kyn

kyn

kyr

ky

ky

U3)高 田(1988a)pp
.100-101.

(94)庄 垣 内(1987)p
.36.
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渓 母

A

巧<kau>q'W

B

丘<kiau>kyv

器<ki駟>ky

群 母

具 くgiu>kw

偈 くgiεi>ky

及<gi疳>kyp

勤<gi疣>kyn

極<gi疚>kyk

 チ ペ ッ ト文 字 資 料 厂十 世 紀 河 西 方 言 」 で は 見 群 は 無 気 無 声 音 と し て合 流 し、 有 気

無 声 音 の 渓 母 と対 立 した(45)。 こ こ で は 見 母 と渓 母 に はqgkの3種 の 表 記 が み ら

れ る。qと4と は 各 声 母 を 通 して 自 由 交 替 す る の で 音 声 上 の 区 別 は な か っ た。 q(q)

とkと は韻 母 の 性 質 に 依 拠 して 補 い あ う関 係 に あ る。 す な わ ち1・2等 韻 母 に 結 合

す る声 母 はqで 、3・4等 韻 母 に 結 合 す る 声 母 はkで 表 記 さ れ る。 上 で は 前 者 を

A類 、 後 者 をB類 と した。 ウ イ グ ル 語 で はqは 後 舌 母 音 と結 合 し、kは 前 舌 母 音 と

結 合 す る。 こ こで も3・4等 韻 母 はiあ る い はiu介 音 を も つ の で、 kは 前 舌 母 音

と結 合 し た こ とに な り、qは1・2等 韻 の 後 舌 母 音 と 結 合 し た こ と に な る。 ウ イ グ

ル 語 に お け るqと 後 舌 母 音 、kと 前 舌 母 音 の 結 合 は 固 く、 子 音、 母 音 と も に 口 蓋 の

前 後 で 大 き な 差 異 を も っ て い る。 も と も と漢 語 音 の1・2等 韻 と3・4等 韻 母 の 違

い(前 舌 ― 後 舌)が 大 きか っ た の か 、 そ れ ら に 先 行 す る声 母 の 違 い(軟 口蓋 前 部 ―

後 部)が 大 き か っ た の か、 あ る い は そ の両 方 で あ つ た に 違 い な い。 ち な み に、 ウ イ

グ ル 語 で は、 サ ン ス ク リ ヅ トか らの 借 用 語 で 後 舌 母 音aouの 前 に 文 字kは ふ つ

う に 表 記 さ れ る。 ま た、 後 期 仏 典 で は 漢 語 か らの 借 用 語 に お い て もkはi介 音 を

も た な い 韻 母 に 前 接 す る。 このqとkの 使 い 分 け は 『慈 恩 伝 』 に も 同様 の も の が

み られ(4B》 、 や は り当 時 の 漢 語 音 の 性 質 を 反 映 して い た も の と 考 え られ る。

 群 母 はkで 表 記 さ れ て い る。 有 声 と無 声 の 違 い は ウ イ グル 文 字 に は 表 記 で き な い。

定 母 に 有 声 音 表 記 の 目だ つ こ とを 考 慮 す れ ば 有 声 性 の 存 在 した 可 能 性 を 否 定 で き な

い が 、 ソ グ ド文 字 資 料 で も 群 母 の 無 声 化 は 進 ん で い た の で(47)、 こ こで は 一 応 無 声

音 と して 扱 い た い。 見 母 と渓 母 の 気 音 の 対 立 も表 記 さ れ え な い。 見 渓 母 のq(Q)が

ウ イ グ ル 語 音 のqの 範 疇 、 見 渓 群 母 のkがkの 範 疇 に あ る も の と し た い。 た だ し、

く45)高 田(1988a)p
.108.

(4B)庄 垣 内(1987)pp
.37―38.

(47》 吉 田(1994)pp
.34-35.
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渓 母qkの 音 価 が[4][k]で あ っ た 可能 性 は あ る。

(2)疑 母

A

我 くo盒>9～q'

岸<gan>q'n～q'n

C

言<oi它n>kyn～yyn

B

言吾  くoio>  kw

義 く姐6>ky

業  く夏】iEp>  kyp

願  く竃〕iuen>  kwn

月<oiu它t>kwr

仰<oiau>kw

 Aは 介 母 を も た ずqで 表 記 さ れ、Bはi介 母 を も っ てkで 表 記 さ れ て い る。 チ

ベ ッ ト文 字 資 料 で は 疑 母 は 鼻 音 前 出 子 音 ηgが 現 れ る(48)。 ソ グ ド文 字 資 料 に も こ

の鼻 音 前 出 子 音 は み ら れ る(49)。 こ こで は、Cの 言 の1例 を の ぞ い て 見 母 な ど と 同

じ表 記 が お こ な わ れ て い て、 鼻 音 性 は 表 示 さ れ て い な い。 す で に 口 音 化 した も の と

考 え られ る。 言 は テ キ ス トC(15)E(5)にy― で 表 記 さ れ て い る。 疑 母 は 中 世 漢 語 で

は影 母 に合 流 す る が、 こ の 表 記 は 影 母 へ の 合 流 の 過 程 を反 映 した 形 式 と考 え られ る。

文 字yはy音 の 範 疇 に あ つ た。Bの 文 字kは ウ イ グ ル 語 音gの 範 疇 に あ る と い

え る。 た だ し、 言 の 例 か らgの 音 価 が 閉 鎖 音 と い う よ り摩 擦 音 化 さ れ た 子 音[x']～

[x]で あ っ た 可 能 性 は 大 き い。 チ ベ ッ ト文 字 資 料 で も疑 母 をhで 表 記 した 例 が み ら

れ る(50)。 文 字q(9)に は 、 ウ イ グ ル 語 でgの 口 蓋 位 の 対 音 と な っ て い るxを 当

て る こ とが で き る。 音 価 は[x]～[幻 が 推 定 で き る。

4.1.5.2喉 音

(1)影 母

於<・io>'w

威 <・iuei>  ,W

畏 く・iuθi>'wy

音  <。iom>  ,y皿

安 〈・含n> ,,n

怨  <・iuen>  ,wn

因<・i駭>『'yn

 <・i騁>  'yr

惡f・稾>"9

應 ぐieo>'ynk

・憶  <・iak>  ,yk

益 く・iεk>yyk～(y)yk

(48,高 田(1988a) p
。86, p.109.

(49)吉 田(1994)p
.34,p。36.

(50)高 田(1988a) p
.86, p.91。
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 影 母 と結 合 す る 韻 母 の 母 音 は 常 に 初 頭 位 に 立 つ ウ イ グ ル 文 字 形 で 表 記 さ れ る:'w

4Y於 行(A5)cy'wijd'y持 於 廣 大(B4)s'm"qsw三 惡 趣(A18)。 'w(於)や"q

(惡)の 一 は 初 頭 位 の 形 式 に か か わ らず 中 位 に も 表 記 さ れ て い る。 こ の 表 記 は'

を も っ て 前 接 す る韻 尾 と の 区 別 を 示 して い る とも 考 え られ る。 しか し、 た と え ば、

ly§wyyn令 舒 演(A17)の 喩 母 演 がyynで あ っ て、'yynと は 表 記 さ れ な い よ う に、 ほ

か の 声 母 に は そ の よ う な 表 記 は み られ な い 。 こ こ で は 母 音 の 初 頭 位 の 形 式 を 用 い る

こ とに よ っ て 、 声 門 閉 鎖 音 を 表 示 し よ う と し た も の と推 定 で き る。 す な わ ち、'が

声 門 閉 鎖 音 を 表 示 して い る と考 え れ ば 理 解 しや す い。 ソ グ ド文 字 文 献 に お い て も 同

様 の 表 記 が み られ る(61)。 'は ・[?]を 表 示 した と推 定 し た い。 た だ し、 益 は

YYk9'益 我(A7)lyyyk利 益(A20)(52)の ご と く常 にy一 で 表 記 さ れ て い て'は 無 い

の で 、 喩 母 に 合 流 した 形 式 と考 え て 、yを 推 定 し た。

(2)暁 母 ・ 匣 母

暁 母

A

華 くXua>9,

イ匕  <kua>  q―,～q,～q-,

海<x稱>9'y

歡<xu穗> q'n

B

諱<xivai>ky

喜  <Xiai>  ky

顯  くxien>  kyn

向 く短ao>kw

匣 母

A

後 〈xau>qyw  横<Yuao>qw

壌  <xu緤>  q, y     獲  くxu緻>  9,4

幻 くxu縅>9'n～q'n

遏<y穰>k,(53)

行<Yao>qy

B

慧<yiuei>kw

現<rien>kyn

刀彡 <xieo>  ky

(51》 吉 田(1994)p
.37.

く52)Dv1で は
、 利 益 はlyykと 表 記 さ れ て い る。 ウ イ グ ル 語 に は 文 字yが 連 続 す る

と き そ の 一 つ を 省 略 す る こ と は し ば し ば み られ る の で、 こ こ で も1yyykと 書 か ね ば

な ら な い と こ ろ を 省 略 してlyykと 表 記 し た も の と 考 え た い。

(53)遏 は 『広 韻 』 に 従 え ば 「烏 葛 切 」 (沈(1985)p
.114.)と あ っ て 影 母 を も つ が、

『集 韻 』 で は 「何 葛 切 」 (巻 之 九 入 声 上 曷 第 十 二)と あ り匣 母 を も つ の で、 こ

こで は 匣 母 と して 扱 っ た。 『集 韻 』 北 京 市 中 国 書 店1983年 下 巻pp.1417-1418.
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 中 世 漢 語 へ の 過 程 で 匣 母 は 暁 母 に 合 流 し て い た 。 チ ベ ッ ト語 文 献 に も 両 韻 の 区 別

は な い(54)。 こ こで は ・ 両 韻 と もqgkで 表 記 さ れ て い る。qと9と は 自 由 に 交

替 す る の で 音 声 上 の 違 い は な い。k・q(4)と 韻 母 と の 結 合 は 見 母 な ど と 同 じよ う に

iIU介 音 を も つB類 が 前 者 と結 合 し、 も た な いA類 が 後 者 と結 合 す る。q(q)はx,

kはxを 表 示 し た と推 定 し た い(55)。 遏 〈g穰>に 対 して はq'で は な く、k'(A6 Dr

3)が 当 て られ て い る。 遏 は サ ン ス ク リ ッ トの 非 漢 語 経 由 の 音 写 語P'k'v'n「 末 遏 鑁 」

の構 成 要 素 で あ る か ら、 上 記 議 論 に 適 合 しな い(cf.4.2.7)。

(3)喩 母

A(開 口)

與<yio>4 yw～yWW

有<fiiau>3 yw～yyw

餘 くyio>4 yw

異 くyioi>4 yy

已  <yiqi>4  yy

以<yi疂>4 YY

演<yiεn>4 yyn

養<yiaり>4 yW

亦<yiεk>4 yyk

雄  <fiiu璽 〕>3  ywnk

B(合 口)

国 く丘iuθi>3 vy

爲 くfiiu�>3 vy

遺 くyiu駟>4 yw

遠<fiiuzn>3 vyn

圓<fiiuEn>3 wyn

云<fiivan>3 ywn

王 く丘iuaな>3 WW

勇<yioo>4 ywnk

欲  <riok>4  YW9

 中 世 漢 語 へ の 過 程 で 喩 母 は 影 母 に 合 流 す るが 、 こ こ で は 両 者 は 明確 に 区別 さ れ て

い る。 喩 母 に 関 して チ ベ ヅ ト文 字 資 料 で は 、3等 音 と4等 音 と の 間、 開 口 と合 口 と

の 間 に は 表 記 上 の 若 干 の 違 い が み られ る が 、 高 田 氏 は こ れ らは 一 ま と め に で き る も

の と し、 「十 世 紀 河 西 方 言 」 音/j/を 掲 げ て い る(se)。 一 方、 『慈 恩 伝 』 で は 、3

等 くfi>4等 くy>と は 無 関 係 に、 開 口韻 母 と 結 合 してy、 合 口 韻 母 と結 合 してWで 表

記 さ れ て い る。 た だ 合 ロ4等 の 唯 と維 はv― で 表 記 さ れ て い る(57)。 こ こ で は 圓 王

(54)高 田(1988a)pp
.79-80,(1992)p.15.

(55》 先 に ウ イ グ ル 語 子 音 体 系 で はxの み を 掲 げ てXは 掲 げ な か っ た
。 し か し 、 ウ

イ グ ル 語 で は 、xan「 ハ ー ン 」 を 表 示 す る と き に はq'nと 表 記 し 、 maxisvari(くSkt.

mahe'svara)を 表 示 す る と き に はm'kysv'ryと 表 記 す る の で 、 実 際 に は ウ イ グ ル 語 の

xに はXとxの2種 が 存 在 し た と 考 え て お か し く な い 。

(68)高 田(1988a)pp
,102-108.

⊂57)庄 垣 内(1987)PP
.41―43.
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を の ぞ け ば、 合 口 はvとyで 表 記 さ れ て い る。 しか し実 際 に は、 ほ か の 文 献 の 草

書 体 文 字 と同 じ く、 文 字yとvと の 間 に は 字 形 上 の 区 別 は な い。 こ こ で、3等 合

口 の 圓 く丘iuεn>3 wyn(C1)王<niuaO>3 ww(E5)は2例 で は あ る がwを も つ て い る。

こ のwは 『慈 恩 伝 』 の 合 口 のwと 平 行 す る も の で あ り、 や は り こ こ で も、3等 、

4等 に 関 係 な く合 口 韻 母 の 唇 音 性 は 声 母 に 融 合 し、 声 母 が 唇 音 化 した も の と予 め 判

断 して 、 文 字Vを 与 え た の で あ る(58)。 す な わ ち、 開 口 韻 に はy音 を、 合 口 韻 に

はV音 を 推 定 で き る。Vの 音 価 は 接 近 音 の[W]か 両 唇 有 声 摩 擦 音 の[ﾟ]で あ っ た 可 能

性 が 大 きい 。 圓 王 のwに はw[w]を 立 て て お き た い。 た だ し、 こ こ で、 云ywn(AO

F12)勇ywnk(AI A3 B14 C16)遺yw(B22 E4)欲ywq(BI B18)の よ う に 韻 母 の 核 母

音 が 円 唇 音wを もつ も の は 声 母 の 唇 音 化 は な か っ た と考 え て、y音 を 推 定 した 。

『慈 恩 伝 』 で も 声 母w-v― と 結 合 す る韻 母 の 核 母 音 は す べ て 非 円 唇 母 音 で あ る。 な

お、 ブ ラ ー フ ミ ー 文 字 資 料 に も 喩 母 は 開 口 韻 に はyが 、 合 口 韻 に はv,yv, uvが

表 記 さ れ る と い う(59)。

4.1.6 中 古 漢 語 音、 ウ イ グ ル 文 字、 ウ イ グ ル 字 音 の 関 係 図

            破 線 で 示 した 形 式 は例 外 的 な 存 在 で あ る.

重唇 音

幇 滂 並 明

中古漢語  p ド b m

軽唇音

非 敷 奉 微

f f` v 叨

 ウイ グル 文 字 v p

ウイ グル 漢字 音 f p

p  m

b m

1.鼻 韻 韻 尾 を と も な う

p  v  v '

p f  v ・

1.w表 記 と 結 合 す る

(sa)『 慈 恩 伝 』 で は 文 字vとyと は 字 形 上 の 区 別 が あ る:庄 垣 内(ig87)p .42注

28参 照 。

く59)Cf .Em皿el・ick/Pulleyblank(i993): Normally /H/,which octurred only before

high front i or y, appears as y before LMC i, and as v, yv, or uv, repre-

senting alternative approximations of a front rounded [y], before LMC y.(p.

40).
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舌頭 音

端 透 定

t t a

泥

n

娘 来

n  1

歯 頭音

精 清 従 心 邪

ts  ts  dz  s   z

d～t

t

d～t n  n  l

 d  n  n  1

S

S

Z

Z

1.鼻 音 韻 尾 を と も な う

2.尼

正 歯 音 ・舌 上 音

荘 照 穿 知 徹 澄

ts  tG  t(≦  t   t   d

牀 神 山 審 禅 日

dz d4 s G 翼  n耳

C

6

S

蓉

S

蓉

S  S

茗  茗

牙音

見 渓 群

k k g

疑

o

喉音

影 暁 匣 喩(開)喩(合)

.   x   x    丘/y     丘/y

q(4)k 9�9)kY

4  k x  gy

1.3・4等 韻 母 に 結 合

' y q k

. Y x X

2.言  3.益

y  v  w

y  v  w

4.開 口 音 韻 母 に結 合

4.1.7 声 母 の特 徴

 4.1～6で 考 察 し た 結 果 を ふ ま え て 、 「ペ テ ル ブ ル グ 所 蔵 断 片 」 の 声 母 の 特 徴

を、 主 に 『慈 恩 伝 』 と の 比 較 に お い て 考 え て み た い。

 閉 鎖 音 の 気 音 の 有 無 は 『慈 恩 伝 』 と 同 じ く、 こ こ の ウ イ グ ル 文 字 で も 表 示 で き な

い 。 声 の 有 無 は ウ イ グ ル 文 字 と して はtとdが 区 別 で き る。 『慈 恩 伝 』 で は 観 察

で き な か っ た が、 こ こ で は 定 母 が 端 母 透 母 と比 べ てd文 字 使 用 に 優 っ て い る の で 、

閉 鎖 音 系 列 に も有 声 性 が 保 た れ て い る可 能 性 は 否 定 で き な か っ た。

鼻音 韻尾 を もた ない 鼻音 声母 の脱 鼻音 化 は 『慈恩 伝』 に おいて もみ られた。 ここ
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で は、 『慈 恩 伝 』 に は 例 を 得 られ な か っ た 泥 母 の 例 が 存 在 し、 や は り脱 鼻 音 化 して

dに な っ て い る こ とが わ か っ た。 ま た、 難 と念 が 鼻 音 韻 尾 を も ち な が ら も 脱 鼻 音 化

して お り、 そ れ が ソ グ ド文 字 資 料 や チ ベ ッ ト文 字 資 料 と 平 行 す る こ と も わ か つ た。

 牙 音 と、 喉 音 の 暁 母 匣 母 が1・2等 韻 母 と結 合 す る と き はqで 表 記 さ れ、3・4

等 韻 母 の と き はkで 表 記 さ れ る 点、 あ る い は、 喩 母 が、 開 口 音 と結 合 す る と き は 非

唇 音、 合 口 音 と結 合 す る と き は唇 音 で 表 示 さ れ る点 は 『慈 恩 伝 』 と 平 行 した 。

 一 方、 『慈 恩 伝 』 と比 べ て 新 し い 形 式 と推 定 で き る も の も あ る。 精 清 従 の3声 母

は 『慈 恩 伝 』 で はtsで 表 記 さ れ[ts]を 表 示 し た の に、 こ こ で は す べ てSで 表 記

さ れ、 心 母 や 邪 母 と 同 じ く摩 擦 音 を 表 示 す る。 ウ イ グ ル 文 献 中 の 借 用 漢 語 で は、 こ

のs表 記 は と く に後 期 文 献 に み ら れ る の で 、 や は り新 しい 時 代 の 音 表 示 と推 定 で き

る。 ま た、 重 唇 音 に 現 れ るv表 記 や、 軽 唇 音 のp表 記 も ウ イ グ ル 語 内 に お け る 発

展 形 を 表 示 し た も の と 考 え られ る。 さ らに 、 微 母 の 無 聞 網 が 影 母 化 す る の も新 しい

発 展 で あ る。 な お、 疑 母 の 言 がkと な ら な ん でy表 記 を も つ の も影 母 化 へ の 過 程

を 示 す も の と い え る。

4.2 韻 母

 ウ イ グ ル 語 の 母 音 体 系 は 次 の ご と くで あ る;

   前 舌 後 舌

高  i e  1

低   �   a

前 舌 後 舌

�   u

�   0

中 古 漢 語 音 形 式 は く 〉 に 括 つ た 。 e=[e] ㌫[e] a=[Q]

                �=[m]or[i]  �=[y]  �=[e]

4. 2. 1

歌 韻

多 くt�>1

他<t�>1

我 くoa>1

果仮 摂

t'

-d'

9～q'

戈 韻

魔<mu�>1 P'

坐<dzu�>i Z'～s'

果<ku�>19'

迦<ki�>3 k'

麻 韻2等

華<xua>9'

麻 韻3等

者 〈teia>C'

捨<輅a>§,

イ匕  〈xua>  q-,～9'～9―,
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 歌 韻1等 開 口 〈竅rが'で 表 記 さ れ て い る 点 は 『慈 恩 伝 』 と 同 じで あ る。'は ウ イ

グ ル 語 音 のa[Q}を 表 示 す る の で、 こ こ で も同 じaの 範 疇 に 所 属 す る と考 え た い。

戈 韻1等 合 口 の 魔<mu�>P'は 唇 音 声 母 を もつ。 介 音 の 唇 音 性 は チ ベ ヅ ト文 字 資 料 あ

るい はr慈 恩 伝 』 な ど と 同 じ く声 母 に 吸 収 さ れ る の で、 こ の 場 合 の 合 口 音 は 開 口 音

と同 じ扱 い を 受 け るcso)。 魔 の'は 歌 韻 と 同 じ くaに 所 属 す る と い っ て よ い。 だ

が、 坐 くdzu�>Z'(A6)～s'(A16)と 果<ku�>q'(C12)あ る い は、 麻 韻2等 の 華 くxua>

9'(C1),化 くxua>q-'(B5)～q'(B6 C20)～q-'(B6 Dv5)は い ず れ も介 音 の 合 口 性 が 表

示 さ れ て い な い。 チ ベ ッ ト文 字 資 料 で は 合 口性 は ふ つ う に 表 示 さ れ て い る し(61)、

r慈 恩 伝 』 に お い て も 華qw'の ご と く牙 喉 声 母 と 結 合 して 合 口 性 はwで 表 示 さ れ る

(ez》。 合 口 性 が、 牙 喉 音 声 母 に お い て さ え 表 示 さ れ な い の は、 これ ら 「ペ テ ル ブ ル

グ所 蔵 断 片 」 の 特 徴 と い え る。 歌 韻3等 開 口 の 迦<ki�>k'(A17)はi介 音 に 対 応 す

る文 字yが 表 記 さ れ て い な い。 見 母 がk'で 表 記 さ れ て い る の は 韻 母 母 音 の 前 舌 音

性 を 示 して い る の で、'が 前 舌 音 の 範 疇 に あ る と 考 え た くな る が、 漢 字 迦 は こ こ で

も 「釋 迦 」 §yk'に 用 い られ る よ う に、 も と も とサ ン ス ク リ ッ ト音ka kha gaの 表

記 に 作 られ た も の で あ る。 した が つ て こ の'はaの 範 疇 に 所 属 す る も の と した い

(63)
。 麻 韻3等 くia>は'で 表 記 さ れ て い る。 チ ベ ッ ト文 字 資 料 で は ふ つ うyaで 表

記 さ れ て い る が、 「口 蓋 子 音 」cjshの 後 はaが 表 記 さ れ て い る と い う(84)。 上

掲 の、 者<t輅a>c'(A3 Ag A16 etc.)捨<qia>§'(A15)の'も そ れ と平 行 して い る

可 能 性 は あ る。 こ の'に は 巨 を 推 定 し た い。

4.2.2 遇 摂

模 韻

普 くPo>1 vw

固<ko>19W

故 くko>1 qw～qw

虞 韻

無 く頭u>3'W 具 くgiu>3 kw

住 く¢iu>3 CW

趣  くts�>3  sw

主 くtGiu>3 CW

殊  く竃1u>3  §W～SW

孺 く照iu>3 sw

句 くkiu>3 kw

teo)高 田(1988a)p
.114,p.306 庄 垣 内(1987)p.75.

(ei>高 田(1988a)p
.306.

(82)庄 垣 内(1987)p
.75.

(esi高 田(1988a)p
.114参 照 。

{64)高 田(1988a)p
.115.
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魚 韻

慮  く1io>3  1w

除 《io>3 cw

諸  〈tGio>3  cw

舒<輅o>3§w

女[1 <n環io>3  sw～ §w

汝  くnzio>3  sw

言吾  q}io>3  kw

於 く・io>3'w

餘 くyio>4 yw

與<yio>4 yw～yww

 『一 切 経 音 義 』(65)で は 模 韻 〈0>はUに な る。 こ こ で の 模 韻 表 示Wも ウ イ グ ル 語

のu[u]の 範 疇 に属 す も の と考 え て よ い。 チ ベ ッ ト文 字 資 料 で は、 魚 韻 くio>の 音 価

を[y]、 虞 韻<iu>の 音 価 を[iu]と 推 定 して い る の に 対 し て(66)、 こ こ で は 魚 韻 虞 韻 と

も、 ウ イ グ ル 文 字 のwで 表 記 さ れ て い る。wは 第2音 節 以 下 で は ウ イ グ ル 語 の 廿

[y]も 表 示 で き る。 例 え ば 魚 韻 の 慮 は 靜 慮sylw(B9)と 書 か れ て い る の で、 末 尾 に 表

記 さ れ たwがUを 表 示 した とい う こ と も で き る。 しか し、 第1音 節 で は 若 干 の制

限 は あ る が、 廿[y]はwyと 表 記 さ れ る の が ふ つ う で あ る の に、 こ こ で は、 除 罪cw

swy(A21)具 足kwswq(B9)の よ う に、 第1音 節 位 に あ りな が ら、 除<¢io>具<giu>は

wyで は な くwで 表 記 さ れ る。 こ の よ う なw表 記 が ウ イ グ ル 語 の 廿 の 範 疇 に 属 す

とす る に は ウ イ グル 文 字 の 表 記 法 か ら若 干 の 無 理 が あ る。 ま た、 虞 韻 が こ こ で[iu]

の 音 価 を も っ て い た と す る な ら、 た う え ば 尤 韻 に は 呪<tGiau>cyw(A13 A25 B15

B17)究<kiθu>kyw(A7 Ag A17 C10 C12 Ci9)の ご と く ywに よ るiu表 示 が み られ

るの で、 こ こ で も 同 様 の 表 記 を し た に ち が い な い。 『慈 恩 伝 』 に お い て も、 魚 韻 虞

韻 を 表 示 す るwyあ る い はywは み ら れ な い(67)。 し た が っ て、 こ の 魚 韻 虞 韻 のw

は ウ イ グル 語 のuの 範 疇 に 入 る も の と せ ざ る を え な い。 だ が、 魚 韻 の 語 く垣o>、 虞

韻 の 句<kiu>具<giu>は 声 母 にq― で は な く、 k― を 立 て て い る。 ウ イ グ ル 語 音 のk,

gは 借 用 語 以 外 は 前 舌 潭 音 と結 合 す る の で、 こ の 魚 虞 韻 のuが[u]よ り は 前 よ り

の 音 価[v]を も って い た と推 定 し た い。 たズ 、 軽 唇 音 声 母 と結 合 す る虞 韻 は 模 韻 に合

流 す る の で、 無<miu>'w(A3 A8 Ai5 A27 Dv8 E4 E6)のwは[u]の 音 価 を も って

い た とい え る。 ま た 喩 母 と結 合 す る開 口3・4等 の 介 母 要 素 も 声 母 に 吸 収 さ れ て い

る とみ な し て、 餘<yio>yw(A15)や 與<yio>yw(A7 B2 B12 Cg Dr5 G2 G3 G4)のwが

[U]の 音 価 を も っ て い た と考 え た い。 『慈 恩 伝 』 に は模 韻 、 魚 韻 、 虞 韻 と も に、WW

の 表 記 が し ば しば み ら れ た(68)。 こ こ で も、 魚 韻 の 與 にyww(H3 H4)と 表 記 さ れ る

(65)慧 琳(736 ―820)撰 。 河 野(1968)の 記 述 を 参 照 し た 。

(se)高 田(1988a)pp
.118-1i9.

(67)庄 垣 内(1987)p
.76.

(88)庄 垣 内(1987)p .76.
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もの が あ る。 ウ イ グ ル 語 に はWWの 表 記 が 偶 に現 れ て・ 長 母 音Uを 表 示 す るの で・

こ こ のwwも そ の 音 に 属 す る も の と した い 。

4.2.3 蟹 摂

哈 韻

來 <1拿i>1 1,y

在  <dz稱>1  s'y

海 <x稱>i q,y

灰 韻

内 くnu稱>1-dwy

類  <1u稱>i  lwy

罪 くdzu稱>1 swy

摧 くdzu稱>1 swy

泰 韻

大<d稱>1t'y～d'y～-d'y

最<tsu稱>1 swy

皆 韻

界<k緤>29'y 壞<yu緤>2 q'y

皆<k緤>2q, y～qyy

戒  くk緤>2  q,y

佳 韻

解<ka�>2 q, y～4,y

祭 韻

世 く輅Ei>3 sy

偈<giεi>3 ky

斉 韻

第  <diei>4  dy～ty

泥<niei>4 ty

禮  <1iei>4  1y

切<tsle1>4 sy

慧<xiuei>4 kw

 『一 切 経 音 義 』 で は1等 字 の 哈<ai>と 泰 〈稱>、 お よ び2等 字 の 佳 くka�r と 皆 〈k緤>

は そ れ ぞ れ 合 流 して2類 に 収 ま る。 チ ベ ッ ト文 字 資 料 で は こ の2類 の 区 別 は 表 示 さ

れ て い る(89)。 こ れ ら4韻 の 開 口 音 は 『慈 恩 伝 』 で は す べ て'yで 表 記 さ れ、 こ の

2類 の 違 い は 表 示 さ れ て い な い(70)。 こ こで も、 大 方 は'yで 表 記 さ れ て い る。 皆

韻2等 の 皆9YY(B5)は ほ か の'yの'に 対 してyで 表 記 さ れ て い る。 yの 使 用 は

明 らか に'よ りは 狭 い 母 音 を 表 示 しよ う と した も の で あ る。qyyの ―yyは ―11の

範 疇 に 所 属 す る もの と考 え た い 。�ﾍ ウ イ グ ル 語 で は[月 あ るい は[m]の 音 価 を

表 す が 、 こ こで は[a]に 近 い 音 価 を も っ て い た と推 定 した い。 牙 音 声 母 を も つ こ の

-�は
、 牙 喉 音 声 母 と結 合 す る2等 韻 母 の 拗 音 化 を 示 す も の と 考 え ら れ る。 哈 泰 佳

(69》 高 田(ig88a)p
.121.

(70)庄 垣 内(1987)p
.69.
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皆 の4韻 を 表 記 した'yは 後 舌 母 音 と 結 合 す るqを も つ こ と か ら、 ウ イ グ ル 語 音

aiの 範 疇 に 所 属 す る が、 佳 皆 のaは そ の 拗 音 化 を考 慮 す る な ら、 ウ イ グ ル 語 の[α]

よ りは 若 干 前 よ りの 母 音[a]で あ っ た と推 定 で き る。 灰 韻 くu稱>と 、 泰 韻 合 口<u稱>は

『一 切 経 音 義 』 で は 合 流 して い る。 チ ベ ッ ト文 字 資 料 で は こ の 合 流 韻 母 は 〈 円唇 介

音+核 母 音 〉 で 表 示 さ れ て い る が σD、 こ こで は 泰 韻 灰 韻 は 『慈 恩 伝 』 と同 じ く

(72)
、Wyで 表 記 さ れ て い る。 す な わ ち 円 唇 介 音 は 核 母 音 と縮 合 して い る。1等 音 で

あ る こ と を 考 慮 し て こ のwyをoiの 範 疇 に 入 れ て お き た い 。 ち な み に ブ ラ ー フ ミ

ー 文 字 ウ イ グ ル 語 文 献 中 の 借 用 漢 語 で あ る槐 くxu緤>2はhoyと 綴 られ て い る(73) 。

し か し 『中 原 音 韻 』 で は 灰 韻 は 斉 微 韻 と合 流 してuiと な る し、 泰 韻 合 口 の 最

くtsu稱>も 同 じ くuiと な る の で 、 こ こ のwyがuiに 近 い 音 を も っ て い た 可 能 性 も

あ る。 皆 韻 合 口 くu緤>も チ ベ ヅ ト文 字 資 料 で は.〈 円 唇 介 音+核 母 音 〉で 表 示 さ れ て

い る(74)。 『慈 恩 伝 』 で も、 槐 くxu緤>qwy懐 〈xu緤>QWyの ご と くwyが 表 記 さ れ、

介 音 の 唇 音 要 素 は 反 映 さ れ て い る(75)。 だ が 、 こ こで は 壤<xu緤>q'y(Ag A17A23

A26 Bi3)の 例 が み ら れ、 しか も 喉 音 声 母 と 結 合 して い る に も か か わ らず 開 口 音 と 同

じ表 記 が な さ れ て い る。q'yの'yは 開 口 音 と同 じaiの 範 疇 に 属 す る も の と推 定

した い。

 祭 韻<iεi>と 斉 韻<iei>は 『一 切 経 音 義 』 で は 合 流 し て い る。 こ こ で は 開[]音 は 両

韻 と もYで 表 記 さ れ て い る。 『慈 恩 伝 』 に は 斉 韻 の 例 が み ら れ、 同 じよ う にyで

表 記 さ れ て い る(78)。 こ のyがiの 範 疇 に 入 る の か、eの 範 疇 に 入 る の か、 判 断

は む ず か しい。 た だ、 『中 原 音 韻 』 で は 祭 韻 斉 韻 の 多 くは 斉 微 韻iに な っ て い る の

で、iに 所 属 す る も の と し て お き た い。 斉 韻 合 口 の 慧 くyiuei>kw(A4 B4 Bg Bll Dv

7)に 対 して、 『慈 恩 伝 』 で はkwyの ご と く韻 尾 のi形 式 を 表 示 して い る(77)。

kwの-wは 介 音 、 核 母 音 、 韻 尾 が 縮 合 した 形 式 と い え る。 kwは す べ て 智 慧cykw

と し て 第2音 節 を 構 成 す る の でwはuか�ﾌ 範 疇 に 入 る。 こ こで は ほ か との 平 行

性 を 考 慮 してu[切 に 所 属 す る も の と した い。

(71)高 田(1988a)p
.121.

(72)庄 垣 内(1987)p
.70.

{73)庄 垣 内(1987)p
.70.

(74)高 田(1988a)p
.121.

く75)庄 垣 内(1987)p
.70.

{76)庄 垣 内(1987)p
.69.

(77)庄 垣 内(1987)p
.70.
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4. 2. 4

微 韻

未  <miuθi>3

微 く�uei>3

威   <。iuIθi>3

畏 く.iue1>3

諱<xivai>3

園 くfi i v a i>3

止 摂

vy

Vy

W

,Wy

ky

Vy

之 韻

事<dz�i>2 sy

癡   <tiiei>3   cy

持 く¢iqi>3 cy

治<¢iqi>3 cy

理<liai>31y

慈  〈dziai>4  sy～SW

言司 くZiai>4  SY～SW

之<tqioi>3 cy

時<2i疂>3 sy

而 くn幻oi>3 sy

言己  くkiai>3  ky

其 〈kiwi>3 ky

喜 くxiei>3 ky

異 くyi疂>4 YY

已<riai>4 YY

以<yiai>4 yy

支 韻

彼<pi�>3) py

離 <1i�>3  1y

智<ti�>3 cy

矢口 くtをi�>3  cy

止匕 <tS1�>4  sy

施<輅�>3§y

是 く墳6>3§y～sy

義  <oi�>3  ky

爲  く丘iu�>3  vy

脂 韻

自司奪 <51駟>2   §y

悲 くp掩i>3py～vy

上匕<pi百i>4py

毘<bi首i>4py～pw

地 くdi6i>ty～-dy～-ty

尼 〈ni6i>3ny

禾1亅くli百i>31y

～欠<tゴi6i>4sy

自 くdzi～li>3sy～sw

四<si6i>4sy

器<ki6i>3ky

遺<yiu駟>4 yw

 『一 切 経 音 義 』 で は 止 摂 の 支 脂 之 微 の4韻 は 合 流 し て い た 。 開 口 音 は 『慈 恩 伝 』

で はyで 表 記 さ れ た(7ω 。 こ こ で も 基 本 的 に はyで 書 か れ て い る が 、wを 持 つ 文

献 も あ る:慈<dziai>sy(A4 A7 A20)～SW(B10 Dv8) 自<dzi駟>)sy(AI A4 A10 A

16 A17 A19 H3)～SW(B10 B22 CI C4 Dv8 F16)～ｧW(B18) 言司<ziai>) sy(A25)～SW

(78,庄 垣 内 く1987)p
.72.
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(C15) 毘<bi駟>py(G2 G3)～pw(H2).こ れ らの う ち、 毘 を の ぞ け ば、 声 母 に は 歯 頭

音 が 立 つ。 同 じ く歯 頭 音 と結 合 し て、 ブ ラ ー フ ミ ー 文 字 資 料 に はiか ら発 展 し た 母

音1が 現 れ る とい う(79)。 母 音1は 非 円 唇 舌 尖 音 で あ る が、 後 舌 部 分 は 軟 口 蓋 へ

盛 り上 が る。 ウ イ グ ル 文 字 のWは ウ イ グ ル 語 音 のuを 表 示 す る。 お そ ら くWを 用

い て[1]に 類 似 す る 音 価 を 表 示 し よ う と し た も の で あ ろ う。 少 な く―と も テ キ ス トB

C,D, Fの 表 記 者 の も つ 漢 字 音 に は 、 歯 頭 音 声 母 と結 合 す る 止 摂 開 口音 と して

[1]か 、 そ れ に 類 似 す る 母 音 が 存 在 した。 そ れ を ウ イ グ ル 語 音uの 範 躊 に 反 映 さ せ

た と推 定 で き る。 一 方 、 ほ か の テ キ ス トに 同 様 の 母 音 が 無 か っ た と は い え な い。 む

し ろ 文 字yの 中 に そ れ が 反 映 さ せ ら れ て い る と考 え る の が 自然 で あ る の で、 こ こ で

は、 歯 頭 声 母 と結 合 す るyは 、 ウ イ グ ル 語 の�ﾌ 範 疇 に あ つ た と 考 え た い 。 一 方、

毘 に 対 す るpw(H2)の 表 記 は2つ の 可 能 性 が 考 え られ る。 第1は 、 現 代 西 北 方 言 で

は 毘 が[P1]の 音 価 を も つ 地 域 が あ る の で、 そ れ と 同 じ音 が 元 代 に は す で に 存 在 し、

そ れ をpwに よ っ て 表 示 し よ う と した(BO)。 第2は 、[1]音 と は 関 係 せ ず、 単 に 唇 音

声 母 に 韻 母 が 同 化 し た 音 形 式[pu]を 表 示 し よ う と した。 い ず れ が 事 実 か 判 断 で き な

い が 、 唇 音 声 母 に 結 合 す るwは テ キ ス トHの1例 だ け な の で丶 こ こ で は 第2の 可 能

性 を 強 調 して お き た い。 な お、 『慈 恩 伝 』 に は 上 の よ う な、 歯 頭 音 声 母 と結 合 す る

wは み られ な い。

 合 口音 は、y,w,wyで 表 記 さ れ て い る。 wyを も つ の は 影 母 と結 合 す る 畏 く6iuθi>

'wy(B15)の み で あ る
。 一 方、 影 母 と結 合 す る威<・ivai>'w(A3 C3)は ―wで 表 記

され て い る。w表 記 に は 喩 母 と結 合 す る遺<yiu駟>yw(B22 E4)も あ る。 また 喩 母 と

の 結 合 形 に は ほ か に 国<fiivai>vy(B3),爲 くfiiu�>vy(A8 A15 A18 A20 A22 B7)が あ

り、-yで 表 記 さ れ る。 だ が、 こ れ らwyとw, wとyの 関 係 を 明 確 に す る こ とは

今 の と こ ろ で き な い 。 微 母 と結 合 す る 未 くmiuei>vy(A14),微 く噴uθi>vy(A18)の

一yは 中 世 漢 語 のviの 一iと 平 行 す る が、 こ れ は 介 音 の 唇 音 性 が 声 母 に 吸 収 さ れ た

結 果 と い え る。 曉 母 と結 合 す る 微 韻 に は 『慈 恩 伝 』 で、 徽 くxivai>kwyの ご と く

wyで 表 記 さ れ て い る の に(81)、 こ こで は、 諱<xivai>ky(B23 E5)の ご と くyが 立

ち、 合 口性 の 反 映 が み ら れ な い。 こ こ で の 特 徴 の1つ と い え る。 チ ベ ッ ト文 字 文 献

で は 止 摂 合 口 音 に は 主 と して 文 字uが 表 記 さ れ、 他 にwiu'iyuな ど が み られ る。

高 田 氏 は こ れ ら に 対 してwiを 再 構 し て い る(82)。 こ こ で は、 文 字yは ウイ グ ル 語

(78)Emmerick/Pulleyblank(1993)pp
。48―49, 高 田(1988a)pp.129-130.

(8。)『 方 言 志(陜 西 北 部)』 「陜 西 省 志 」 第76巻(陜 西 人 民 出 版 社1986)
,

59の 「比 」 「批 」 参 照 。

(81》 庄 垣 内(1987)p
.73.

(82》 高 田(1988a)p .127, p.180.

P・
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音 のi、 Wはu・ wyはuiの 範 疇 に あ っ た と して お き た い。

4.2.5 效 摂

豪 韻

到<t穹>1t'w

導  <d穹>1  t'w

乎髷 <n穹>1  d'w

草<ts穹>is'w

告 くk穹>1q'w

肴 韻

抛<p`au>2 P, w

巧 くkau>2 q, w

蕭 韻

調  <dieu>4  dyw～-dyw

了 くlieu>41yw

宵 韻

妙<■iεu>4pyw～P'w

超  くゼiEll>3  cyw

笑<siεu>4 syw

饒  くn累iEU>3  §yv～s'w

 豪 韻 く穹>と 肴 韻<au>と は 中 世 漢 語 へ の 過 程 で 合 流 す る。 チ ベ ヅ ト文 字 資 料 で も 表

記 上 、 両 者 間 の 明確 な 区 別 は な い が、 若 干 の 異 な りは 認 め られ て い る(83)。 こ こ で

も、 両 韻 間 に違 い が あ っ た か も しれ な い。 しか し、 共 に'wと 表 記 さ れ て い て 表 記

上 の 区 別 は な い の で、 す べ て ウ イ グ ル 語 のauの 範 疇 に 収 ま る も の と して 扱 い た い。

 宵 韻<iεu>と 蕭 韻<ieu>は 『一 切 経 音 義 』 に お い て す で に 合 流 して い た。 『慈 恩 伝 』

で は 両 韻 の 多 くがywで 表 記 さ れ る が、 同 時 に宵 韻 に は'wも 存 在 す る(84)。 こ こ

で は 、3例 を の ぞ い てywで 表 記 さ れ て い る。 宵 韻 の 妙<miεu>饒 くnzisu>がp'W

(B4)s'w(Cg Drs)と 表 記 さ れ る の は、 『慈 恩 伝 』 と平 行 す る も の で あ り、 あ る い は

宵 韻 と蕭 韻 と の 問 に 音 韻 上 の 差 異 が あ っ た の か も しれ な い。'wは舫の 範 疇 に あ る

もの と し た い 。舫の 存 在 を 考 慮 に 入 れ て、ywに はeuを 推 定 した い。 な お、 饒 の

SyVの-yv(A7)は ―ywの 韻 尾 ―wを 接 近 音 化 し た も の で、 ウ イ グ ル 文 献 中 の 借 用

語 に は 平 行 例 が み られ る(85)。 ―yvは 一ev[ew]の 範 疇 に 属 す る も の と した い 。

(83》 高 田(1988a)pp
。140-141.

(B4)庄 垣 内(1987)p .66.

(85)ウ イ グ ル 文 献 中 の 借 用 語 に は
、 小 くS1£U>をs舸,道 〈d穹>をtavと 表 示 し た 例

が あ る 。 こ の よ う なvは 後 期 ウ イ グ ル 文 献 に 現 れ る 。 庄 垣 内(1987)pp.65-66参 照 。
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4.2.6 流 摂

尤 韻

覆  <f`iθu>3  pw

謬  〈miθu>4  pyw

不 くfiθu>3 VW

呪<t輅au>3 cyw

手<Giau>3 syw

究<kiθu>3 kyw～k'w

丘<kiau>3 kyv

有<fiiau>3 yw～yyw

侯 韻

鉤<keu>1 qyw

後<xau>l qyw

 侯 韻<θu>と 尤 韻<iθu>は 『一 切 経 音 義 』 に お い て は 区別 さ れ て い る。 チ ベ ヅ ト文 字

資 料 で も 区別 さ れ て い る(88)。 こ こ で は、 侯 韻 の 鉤<kau>qyw(B4),後<xau>qyw(C

18)は と も に 一ywで 表 記 さ れ て い る。 尤 韻 に お い て、 軽 唇 音 声 母 と結 合 す る韻 母 は

『一 切 経 音 義 』 の 時 代 に は模 韻 に 合 流 して い た の で(87)、 覆<f`iau>PW(G4 H4),不

<fieu>vw(A8 B23 E5 G3 G5)の ―wは そ れ を 反 映 した 表 記 とい え る。 こ れ ら のwは

uの 範 疇 に 入 る も の と 考 え た い 。 ち な み に 『中原 音 韻 』 で は 尤 韻 の 覆 不 は 魚 模 韻u

に 、 謬 呪 手 究 丘 有 は 尤 侯 韻iθuに 所 属 す る。 有 〈fiiau>に はYYW(A4 A8 A20 A23 B

13B17B22)の ほ かYW(A3AgA17A26 Bll B22Drl E4)も み られ る。 これ は 喩 母 と

の 結 合 を 条 件 と して 生 じた 変種 と 考 え た い。 す な わ ち、 喩 母 と結 合 す るi介 音 は ふ

つ う は 声 母 と縮 合 す る が、 有 の 一ywは な おi介 音 をyに よ っ て 反 映 して い た と考

え ら れ る。 こ こ で は 有ywの 一wはuの 範 疇 に所 属 す る も の と した い が、 表 記 上

YWが 文 字yの 重 複 を 嫌 い、 YYWの 代 わ り に 用 い ら れ る とい う こ とは 、 ウ イ グ ル 語

表 記 に しば し ば み られ る の で 、ywがyyWと 等 価 で あ っ た 可 能 性 も あ る。 尤 韻 は こ

の有 と 軽 唇 音 声 母 と結 合 す る も の、 さ ら に 丘kyv(H1)究k'w(A6)を の ぞ け ば、 ほ か

は 皆ywで 表 記 さ れ て い る。 ま た、 侯 韻 で は、 鉤<kau>qyw(B4)の よ う に 見 母 声 母 に

はq一 を 立 て る の に 対 し て、 尤 韻 の 究<kiau>kyw(A7 Ag A17 C10 C12 C19)はk一 を

立 て て い るの で、 両 韻 のywに は 音 韻 上 の 差 異 が 有 っ た と い え る。 侯 韻 のywは ウ

イ グ ル 語 音 の�、 尤 韻 のywはiuの 範 疇 に所 属 す る も の と推 定 した い。 丘 の

―yvは ーiuの ウ イ グ ル 音 化 形 ―iv[1W]と 考 え ら れ る(88) 。 な お、 k'wは 、 究 竟

k'wky(A6)に 現 れ る が 、 テ キ ス トAの 他 の 例 で はkywky(Ag A17)の よ う にkywが 表

記 さ れ て い る の で 、 単 純 な 書 き 誤 り と した い。

(86)高 田(1988a)p
.180.

(ev>高 田(1988a)p
.144.

{88》4
.2.5饒 〈照iεu>3 SyV参 照 。

一116一



4.2.7

合 韻

合 くk拿P>1

咸摂

qp～qp

談 韻

三  くs緡>1  S,m

凡 韻 ・ 乏 韻

梵 くviuzm>3 v'm

鑁  〈皿iuem>3  v, n

法<fiuep>3 P'P

塩 韻

尖 くtsism>4 sym

業 韻

業 くoiBP>3 kyp

添 韻

念  くniem>4  dym～tym

 覃 韻 く穃>と 談 韻<穃>は 『一 切 経 音 義 』 で は 合 流 し て い た。 し た が っ て、 合 韻

の 合<k穡>q'p(A6 A16)～q'p(C8 Dro)の'と 談 韻 の 三<s穃>s'm(AI A18 A19 B13)

の'と は 同 じ音 価 を も つ て い た と 考 え られ る。 両 者 の'がa[α]の 範 麟 に所 属 す

る も の と した い。 『一 切 経 音 義 』 で は 塩 韻<iεm>,厳 韻 くilm>,添 韻<iem>も 合 流 して

塩 韻 と な っ た。 こ こ で は、 こ れ ら の 韻 母 母 音 は す べ てyで 表 記 さ れ て い る。 『中原

音 韻 』 (廉 繊 韻)で も ―iεmが 対 応 す る。yは ウ イ グ ル 語 音 のiで は な く、 e[e]

の 範 疇 に所 属 す る も の と考 え た い。 業 韻<IEp>のyも 同 じeに 所 属 す る も の と した

い。 軽 唇 音 声 母 と結 合 す る 凡 韻<iuem>は 中 世 漢 語 へ の 過 程 で寒 山 韻anに 合 流 し、

乏 韻 の 法 は 家 麻 韻faに な る。 こ こで は、 梵<VlllE皿>v'm(AO F12),法 〈fiuzp>p'p

(G1)の 介 音 は 表 示 さ れ て い な い が、 そ れ ら は 唇 音 声 母 に 吸 収 さ れ た 。'は ウ イ グル

語 音 のaの 範 疇 に 所 属 す る も の とい え る が、1等 字 に 立 て たaよ りは 前 よ りの 音

価[a]を も っ て い た 可 能 性 が 大 き い。 韻 尾.mは ウ イ グ ル 語 のmの 範 疇 に あ っ た 。

鑁 働iu2m>(A6 Dra)はv'nの よ う に ―mに か わ っ て 例 外 的 に ―nを も つ 。 鑁 は 単 語

「末 遏 鑁J P'k'v'nの 構 成 要 素 で あ る。 こ の 単 語 は サ ン ス ク リ ッ トbhagav舅(世

尊)に 対 応 す る。 遏<y穰>k'の 声 母 と 韻 母 の 表 記(cf.4.1.5.2(2),4.2.9)、 末

<mu穰>P'の 韻 母 表 記(cf.4.2.9)な ど か ら 判 断 して、 ウ イ グ ル 文 字 表 記 のp'k'v'n

は 中 古 音 とは 対 応 しな い。 ま た、 末 遏 鑁 の 中 古 音 形 式mu穰-x穰― 切iUBm自 体 も サ ン

ス ク リ ッ トbhagav縅の 漢 語 音 写 と して は 不 自然 で あ る。 末 遏 鑁 の 音 写 形 式 を 中 世

漢 語 音mau―xn-vanと し て 考 え れ ば、 韻 尾 に お い て は サ ン ス ク リ ッ ト形 式 と 一 致 す

る。 末 の 声 母 が 脱 鼻 音 化 して い た と考 え る な ら、 元 朝 期 の 西 北 漢 語 音 が 音 写 さ れ た

形 式 で あ る と考 え て お か し く は な い。 一 方、 ウ イ グ ル 文 字 表 記 のp'k'v'nは 、 末 遏

鑁 の 漢 語 音 形 式 を 反 映 して い る と い う よ り は、 む し ろ 漢 語 を 仲 介 せ ず に 別 途 経 由 で
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定 着 し て い たbhagav縅の 音 形 式 を 使 用 した と考 え る の が 自然 で あ る。 ち な み に、

テ キ ス トAに は 冒 頭 に 漢 語 を仲 介 しな い サ ン ス ク リ ヅ トの 音 写 形 式 が み られ た(cf.

p.7注6)。 し た が っ て、 鑁 は こ こ で の 議 論 の 対 象 と すべ き で は な い。

 と こ ろ で 漢 語 に お い て、 入 声 韻 尾 の ―p―t-kが ど う い う 過 程 を経 て 消 失 した の

か は む ず か し い 問題 で あ っ て 諸 説 あ る が、 こ こ で は 単 純 に、 ウ イ グル 語 音 韻 の 範 囲

で 漢 語 の反 映 形 を 立 て 、 こ れ に つ い て の 詳 細 な議 論 は 避 け た い 。 中古 漢 語 の ―pに

対 し て、 法<fiu2p>p'p(G1)や 、 業<oi它p>kyp(A21)の ご と く韻 尾 に は 文 字pが 表 記

さ れ て い る。 『慈 恩 伝 』 も 同 じ く ―pが 表 記 さ れ て い る。 他 の ウ イ グ ル 語 文 献 に は

借 用 漢 語 に ―v表 記 も み られ る の で 、 も と の-pが 摩 擦 音 化 し て い た と も い え る が、

こ こ で は 単 純 に こ のvの 存 在 か ら 有 声 性 の 情 報 の み を 採 用 して、 文 字pが ウ イ グ

ル 語 の 有 声 の 両 唇 閉 鎖 音bの 範 疇 に 所 属 す る も の と して お き た い(89)。

4.2.8 深 摂

侵 韻 ・ 緝 韻

心、 <siam>4  sym

深  <(ミiam>3  sym

甚  く翼iam>3  sym

金<kiam>3 kym

音<・iam>3 'ym

執<t輅疳>3cyp

十  くGiqp>3  §yp～syp

及 くgi疳>3 kyp

 韻 母 母 音 と して、 す べ てyが 表 記 さ れ て い る。 チ ベ ッ ト文 字 資 料 で もiが 表 記

さ れ る(so)。 『中原 音 韻 』 で は 侵 韻 に はiamが 立 つ 。 牙 音 声 母 が 前 舌 母 音 と結 合 す

るkを も つ こ とか ら、yは ウ イ グ ル 語 音 のiの 範 疇 に 所 属 す る と考 え ら れ る。 韻

尾 は 咸 摂 と 同 じ く 一m-bの 範 疇 に あ る。

4. 2. 9

寒 韻 ・ 曷 韻

難 くn穗>1

岸<uan>1

安<・穗>1

山摂

t'n～d'n

q'n～q'n

"n

達<d穰>1t'r遏<x穰>ik'

桓 韻 ・末 韻

半<pu穗>1 p'n 末 くmu穰>1 p'

滿<mu穗>1 m'n

端<tu穗>1 t'n～ ―d'n

亂<lu穗>1 1'n

歡<xu穗>1 q'n

(8B)庄 垣 内(1987)pp
.84-85.

(go)高 田(ig88a)p
.148.
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山 韻

間 くk縅>29'n～q'n 元 韻 ・ 月 韻

言 くりiBn>3 yyn^-kyn

幻 くyu縅>2 q'n～q'n

仙 韻 ・ 薛 韻

便  くbiεn>4  pyn

面<miEn>4 myn

善 砿iεn>3 syn～ §yn

浅寅 <yiεn>4  yyn

煩 〈viuEn>3 v'n

願  く弓iuen>3  kwn

怨  く・iuen>3  ,wn

遠 くfiiuen>3 vyn

月<duet>3 kwr

男σ <piεt>3  pyr

滅  くmiεt>4  pyr

舌<d幻 εt>3syr

旋  <ziuεn>4  swyn

圓 〈fiiuEn>3 wyn

説  <(ミiUεt>3  §wr～swr

先 韻

遍 くpien>4 pyn

邊  <pien>4  pyn

蓮  <lien>4  1yn

前 くdzien>4 syn

人 くn須en>4 syn

堅  <kien>4  kyn

黒頁 くzien>4  kyn

現<gien>4 kyn

 寒 韻<穗>は'nで 表 記 さ れ て い る。 この1等 韻 をanの 範 疇 に所 属 す る もの と し

た い。 曷 韻 の 達<d穰>はt'r(A9)と 表 記 さ れ て い る。 核 母 音 は 寒 韻 と 同 じaに 所 属

す る。 韻 尾tに 対 して 文 字rが 対 応 す る の は 『慈 恩 伝 』 と 同 じで あ る(91)。 こ の

rは ウ イ グ ル 語 のrの 範 疇 に 入 れ た い が、 ウ イ グ ル 語 音rは ふ る え 音 と して 扱 え

る。 だ が 、 実 際 の 漢 字 音 の 音 価 は 、 弾 き 音[r]か 、 接 近 音[a]で あ っ た 可 能 性 が 大 き

い。 遏 くx穰>k'(A6 Dra)と 末<mu穰>p'(A6 Dra)と は 、 先 に 述 べ た よ う に 漢語 以 外 を

経 由 して、 サ ン ス ク リ ッ トbhagav縅(世 尊)のbhaとgaを 音 写 し た 形 式 な の で

(cf.4.2.7>、 こ こ で は 除 外 す る。 桓 韻 くu穗>に は す ぺ て'nが 表 記 さ れ て い て、 唇 音

声 母 と 結 合 し な い も の に もu介 母 の 表 示 は な い。 『慈 恩 伝 』 に は 觀<ku穗>qw'n～

qwwn館 くku穗>qw'nの ご と く と りわ け 牙 喉 音 に はu介 母 が 表 示 さ れ る(92》 。 こ こ

csi)庄 垣 内(1987)p .82.

(92)庄 垣 内(1987)p
.60.な お 、 桓 韻 は 『中 原 音 韻 』 で はuっnと な る の で 『慈 恩 伝 』

の こ のqwwnが そ の 形 式 に 近 い も の と い え る 。
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で 、u介 母 表 示 の な い'nは ウ イ グ ル 語 音anの 範 疇 に 入 るが 、 核 母 音 は 若 干 唇 音

性 を 保 有 し て、[nn]に 類 似 す る 音 価 を も っ て い た か も しれ な い。 『中原 音 韻 』 で は

山韻<縅>と 寒 韻<穗>と は合 流 し、 間 くk縅>は 寒 山韻 に 所 属 して 、kianが 推 定 さ れ て

い るが(93》 、 こ こ で は >qn(A14)～9'n(A24)の ご と く声 母 にq(9)を 立 て て お り、i

介 母 の 反 映 は な い。'nは ウ イ グ ル 語 音 のanの 範 疇 に 入 る。 た だ し、 核 母 音 は 寒 韻

よ りは 若 干 前 よ りの 音 価[a]を も っ て い た も の と推 定 し た い。 合 口音 の 幻 くxu縅>が

q'n(B6 B7 C20)～q'n(A7 A13 B5 B6 Dv5)の ご と く、 u介 音 を 表 示 して い な い の は 桓

韻 と同 じで あ る。 こ の'nもanの 範 疇 に は い る。 幻 の 韻 母 は 『中原 音 韻 』 で は

uanと な る の で、 こ のanの 核 母 音 の 音 価 が 上 の 「間 」 よ りは 後 よ りの も の で あ っ

た 可 能 性 は あ る。

 『一 切 経 音 義 』 で は 元 仙 先 の3韻 は 合 流 す う。 こ こ で も、 開 口 の 元 韻<ien>,仙 韻

くiεn>,先 韻<ien>は す べ てynで 表 記 さ れ て い る。 ブ ラ ― フ ミ ー 文 字 ウ イ グ ル 文 献

中 の 漢 語 借 用 形 式 で は 元 韻(開3)先 韻(開4)の 核 母 音 がeで 表 記 さ れ て い る の

で(84)、 こ のynはenの 範 疇 に 所 属 す る も の と考 え た い。 薛 韻iεtもyrで 表 記

さ れ て い る の で、erに 入 れ た い。 元 韻 の 合 口 〈iuEn>は'nwn ynの3種 の 韻 母 形 式

で 表 記 さ れ て い る。 軽 唇 音 声 母 と結 合 す る元 韻 は 『中 原 音 韻 』 で は 寒 山 韻anに 入

る。 煩 くviuen>v'n(A8 A15 B4)の'nは 上 の 寒 韻 と 同 じanの 範 疇 に入 る も の と考

え た い。 元 仙 先 の 合 口 音 に は 『慈 恩 伝 』 で はwynが 表 記 さ れ る(95)。 こ こ で も、

仙 韻 の 旋 くziuεn>が ―wyn(C15)と 表 記 さ れ て い る。 こ のwynはuenの 範 疇 に 所 属 す

る も の と した い。 た だ しUは 若 干 前 よ りの 音 価[り]を も って い た で あ ろ う。 圓

<fiiusn>もwyn(C1)の ご と く表 記 さ れ て い る が、 初 頭 のw-は 元 韻 の 遠 く丘iu召n>vyn

(A15)の 初 頭 音v一 と交 替 す る 声 母 形 で あ る。 す な わ ち 喩 母 と結 合 して 開 口音 と 同 じ

-ynを 表 記 した の で あ る。 一 方、 願<duen>kwn(A7 A14 Bg C10),怨 く・iuen>'wn

(A18)が ―wnで 表 記 さ れ て い るが 、 ウ イ グ ル 文 献 中 の 借 用 漢 語 に も この 平 行 例 は あ

る(一)。wnはunの 範 疇 に あ る。 月<OiuBt>kwr(GI H1)と 、 説<輅ust>swr(A15 A

16Dv2 E6 H1)～swr(c19 E5 Gi)の ―wrはurの 範 疇 に は い る。 unとurのuの

音 価 も[u]で あ っ た と推 定 した い。

(B9)楊(1981)p
.i28, 寧(1985)p.76.

(94)庄 垣 内(1987)p
.62.

(95)庄 垣 内(1987)p
.62.

(98)庄 垣 内(1987)p
。63.
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4. 2. 10 至秦摂

痕 韻

季艮  くkan>1  qyn

魂 韻 ・ 没 韻

本<PUθn>1 pyn

門<muen>1 mwn

尊  <tSllen>1  swn

没<muθt>1 pyr

真 韻 ・ 質 韻

進<tsi駭>4 syn

眞 くt輅駭>3cyn

神 くd毎6n>3§yn～syn

イ申  <(ミi駭>3  syn～ §yn

身<輅駭>3§yn～syn

忍<n2i駭>3§yn

緊<ki駭>4 kyn

因<・i駭>4'yn

文 韻 ・ 物 韻

忿<f`iuen>3 pyn

聞  <miuen>3  ,wn

云<fiivan>3 ywn

佛 くvivat>3 vyr

欣 韻

謹  <kian>3  kyn

勤  <gian>3  kyn

畢  〈pi騁>4  pyr

密<mi騁>3 pyr

七<tsi騁>4 syr

疾<dzi騁>4 syr

悉 〈si騁>4 syr

實  〈dai騁>3 syr～syr

吉 〈ki騁>4 kyr

一  く・i騁>4  ,yr

術 韻

出<tGiu騁>3 cwr

術 く畝iu6t>3§wr

 開 ロ 音 の 痕 韻1等 くan>と 欣 韻3等 くien>は と も に-ynで 表 記 さ れ て い る。 両 韻 は

m切 経 音 義 』 や 『中 原 音 韻 』 で も 区 別 さ れ て い る の で、 痕 韻 は ―in,欣 韻 は 一�

の範 疇 に 入 る も の と考 え た い。�ﾍ[a],iは そ れ よ り前 よ りの 音 価 を も つ て い た と

推 定 で き る。 合 口 音 で あ る魂 韻 くuan>と 文 韻<iuen>はyn～wnで 表 記 さ れ て い る。

ynは 唇 音 声 母 と結 合 す る 本<puθn>pyn(C20)と 忿 くf'ivan>pyn(A3 C2)と に 現 れ る。

こ れ は 介 音 が 唇 音 声 母 に 吸 収 さ れ 、 韻 母 母 音 が 非 円 唇 音 と して 現 れ た も の で、 『慈

恩 伝 』 に お い て も 同 様 で あ る(97)。 一 方 チ ベ ッ ト文 献 で は こ れ らにunが 立 つ(98)。

魂 韻 、 文 韻 のynは�の 範 疇 に所 属 す る も の と した い 。 同 じ よ う に、 没 くmuθt>

(97》 庄 垣 内(1987)p
.57.

(es)高 田(1988a)pp
.15?-159.
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pyr(C11)と 佛<viue七>vyr(A13)の ―yrは ―�の 範 疇 に 所 属 す る。 魂 韻 の 門<muθn>

はmwn(A17)の ご と く、 韻 母 母 音 が 円唇 音 で 表 記 さ れ て い る。 ウ イ グ ル 語 に 借 用 さ れ

た 門 に は 後 期 文 献 す な わ ち 元 朝 時 代 の も の にmwnが 現 れ る(99)。 門 の 一wnは ―un

の 範 疇 に あ る と した い。 文 韻 の 聞 く噴uθn>も 軽 唇 音 声 母 を も つ の に'wn(B4)の ご と く

円 唇 母 音 が 表 記 さ れ て い るが、 声 母 も 影 母 化 して'(・)で 表 記 さ れ て い る。 こ の 聞

の 音 形 も 『中 原 音 韻 』 形 式 や 明 代 に 書 か れ た 『高 昌 館 訳 語 』 表 記 形 式 と類 似 す る:

垣uen(中 古) →vuan(中 原) → ・uθn(明 代) 'wwn(高 昌 館)(1。 。)。 『慈 恩 伝 』

に は 文 く狙uθn>問 くmiuθn>が 共 にvynと 表 記 さ れ て い る の で(101)、'wnは や は り

新 しい 時 代 の 漢 語 音 形 と 考 え られ る。 聞 の 一wnはunの 範 疇 に 入 る が、 母 音uの

音 価 は 若 干 前 よ りの[瑁 で あ っ た と推 定 した い。 そ の ほ か の 非 唇 音 声 母 と結 合 す る、

尊 くtsuan>swn(A5 A14 B7 B15 B20 Dr2)云 くfiivan>ywn(AO F12)の 一wnは 一unの

範 疇 に は い る。

『一 切 経 音 義 』 で は 眞 韻<i駭>は 欣 韻 くian>と 合 流 し て い た。 こ こ で は、 両 韻 と も 常

にynで 表 記 さ れ て い る の でinの 範 疇 に 入 る も の と し た い 。 質 韻<i騁>も 常 にyr

で 表 記 さ れ て い る の で 、 こ れ もirに 入 れ た い。 術 韻<iu騁>はwrが 表 記 さ れ て い

る。wrはur[gr]の 範 疇 に 入 る。

4.2.11 宕 摂

唐 韻 ・ 鐸 韻

當<tao>1 tw

剛  <kaり>1  qw～qw

樂<1稾>11,9～1,q

作 くts稾>1 s'4～s'q

惡<・稾>1"q

光 くkuao>1 qw

廣 くkuao>1 qw～qw

陽 韻 ・薬 韻

網 く頭ao>3

量  くli竭ｴ 〕>3

兩<li鋤>3

長<¢iao>3

木目 〈sia竃 〕>4

祠皇 <ziao>4

W

lw

lw

CW

SW

SW

像<ziao>4 sw

掌 くtqiao>3 cw

上 く毎au>3 sw～ §w

仰 くoi鋤>3 kw

向 くxi穢>3 kw

養  <yia夏}>4  yw

若  <n興i稾>3  §'4～ §,q

方 くfiuao>3 VW

王<6iu含0>3>ww

(99)庄 垣 内(1987)p
.58.

(100)庄 垣 内(1987)p
.io7.

`1。1》 庄 垣 内(1987)p
.59.
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 宕 摂 の もつ 本 来 の 韻 尾 ―oは 一 様 に 表 記 さ れ て い な い。 こ れ は、 『慈 恩 伝 』 と 同

様 で あ り、 ま た、 チ ベ ッ ト文 字 資 料 の 多 く、 あ る い は ソ グ ド文 字 資 料 も 同 じ表 記 を

示 す(102)。 さ らに、 核 母 音 は す べ てWで 表 記 さ れ て い る。 韻 尾 一〇 の ど ん な 痕 跡

もみ ら れ な い の で、 このwが 鼻 音 要 素 を も っ て い た と は い い が た い。 し た が っ て、

こ こ で はwを 純 粋 に 口音 と して 扱 い た い 。

 唐 韻 くag><uao>のWは 開 合 と も に ウ イ グ ル 語 のoの 範 疇 に 所 属 す る も の と し た い。

陽 韻<i穢><iuao>のWも0の 範 疇 に所 属 す る が、 陽 韻 は 唐 韻 よ り前 よ りの 音 価[Ω]

を も っ て い た と考 え られ る。 た だ し、 軽 唇 音 声 母 を も つ 網<mi含o>'w(A7 c20), 方

<fiuau>vw(Bg B11)の 介 音 は 声 母 に 吸 収 さ れ た と い え る。 『中 原 音 韻 』 に お い て も

これ ら の韻 母 は 一apま た はuaoと 推 定 さ れ て い るの で、 wが 唐 韻 と 同 じ音 価[o]

を も っ て い た 可 能 性 は 大 き い。 ま た 喩 母 を も つ 養 くyi穡>yw(Dv3)王 く丘iuao>ww(E5)

の 韻 母wも[o]で あ っ た に ち が い な い。 鐸 韻<稾>と 薬 韻<i稾>は'q～'4で 表 記 さ れ

て い る。qと4と の 間 に こ こで は 音 声 上 の 差 異 は な い。 こ の 韻 尾 が 有 声 音 で あ っ た

と考 え た い(cf.4.2.7)。 文 字qqは ウ イ グ ル 語 音 のqとxを 表 示 で き る。 摩 擦 音

化 して い た 可 能 性 も大 き い の で、 こ こ で はxの 範 疇 に 入 る も の と した い(103》 。

『慈 恩 伝 』 で も韻 尾 はqで 表 記 さ れ て い る。 核 母 音 は 鐸 韻 薬 韻 と も にaの 範 疇 に

あ る も の と い え る。 た だ し薬 韻 のaは 鐸 韻 の[a]よ り は 前 よ りの 音 価[a]を も つ て い

た と推 定 で き る。

4.2.12 曾 摂

登 韻 ・徳 韻

等  くtar〕>1  -dynk～tynk

倉旨 くnar〕>1  nynk

默<mθk>1pyk

得 〈tak>1 dyk

徳 〈tek>1 tyk

蒸 韻 ・ 職 韻

称<tdiqu>3 cynk

乗 〈畝ioO>3 synk

勝  <(ミi爭O>3  synk～ §ynk

應<・i矚>3'ynk

色<s軸k>2§yq

力 くliak>31yk

勅 嬬iek>3 cyk

艮卩 くtsiak>4  syk

言哉  <Giak>3  syk

極<gi疚>3 kyk

」憶  く・iak>3  'yk

`102》 庄 垣 内(1987)pp
.51-52,

(303)庄 垣 内(1987)p
.95.

高 田(1988a)p.161, 吉 田(1994)p.52.
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 曾 摂 の 韻 尾oは す べ て 保 存 さ れ て い る。 こ れ は 『慈 恩 伝 』 に お い て も そ う で あ り、

チ ベ ヅ ト文 字 資 料 、 ソ グ ド文 字 資 料 で も 同 じ で あ る(109)。 登 韻1等<θ0>のynkは

10,蒸 韻3等 〈i疣>のynkはiり の 範 疇 に所 属 す る も の と した い。 徳 韻<ek>、 職 韻

くiak>の 韻 尾 はkで 表 記 さ れ て い る。 このkはgの 範 疇 に 入 る も の と考 え た い が、

先 の-qと の 関 係 か ら摩 擦 音 の 音 価 を も っ て い た 可 能 性 は 大 き い(cf.4.2.i1)。 『慈

恩 伝 』 もkで 表 記 さ れ る。 た だ、 『慈 恩 伝 』 の 徳 韻 合 口 音 はqで 表 記 さ れ て い る

:ex.国 くknak>qwq(ios).こ こ に は 同 じ合 口 音 の 例 は な い が 、 有 れ ば お そ ら く韻 尾

はqで 表 記 さ れ た で あ ろ う。 登 韻1等 は 『中 原 音 韻 』 に お い て も庚 青 韻 に所 属 し、

θ0の 音 価 を も つ て い る の で 、 上 で もynkに 掬 の ご と く後 舌 核 母 音 を 立 て た 。 一

方、 徳 韻 の 表 記 はykの ご と く韻 尾 にkが 立 つ て い る。 中 古 漢 語 に お い て は 梗 摂 だ

け で は な く、 曾 摂 の 韻 尾 嚇 一kも 口 蓋 化 さ れ て い た 可 能 性 が あ る の で(10の 、 徳 韻

を 表 す ウ イ グ ル 文 字 表 記 のykの ―kも そ れ を 表 示 して お り、 韻 母 母 音 の み は 登 韻

と同 じ母 音�� も っ て い た と考 え る こ と も で き るciou)。 し か し、 次 に み る梗 摂 に

お い て は 陌韻 、 麦 韻 韻 尾 に_qが 表 記 され て い る の で、 や は り 一k―qの 表 記 が 前 接

す る母 音 と の 関 係 に お い て 区別 さ れ て い る も の と考 え る べ き で あ る。 し た が っ て 、

こ こ で は 徳 韻 のykが 前 舌 母 音 を も つ も の と して、 igの 範 疇 に あ る も の と推 定 し た

い。 ち な み に、 『中原 音 韻 』 で 徳 〈tak>と 得 くtek>は 斉 微 韻eiに 入 り、 韻 尾 を 欠 く

が、 前 舌 母 音 を も っ て い る。 な お 、 チ ベ ッ ト文 字 資 料 で は 登 韻1等 は 大 体 がingで

表 記 さ れ て お り、 蒸 韻3・4等 の 表 記 と区 別 が 難 しい(1。8)。 ブ ラ ー フ ミー 資 料 で は

明 確 な 区 別 が あ り、 登 韻1等 はB]を 、 蒸 韻 は[i]を 表 示 す る と い う(109》 。2等 の 色

<5fek>§yq(B2 B3)は ―yqで 表 記 さ れ て い る の で、 こ れ は ―�の 範 疇 に は い る。 色

に対 し て は、 チ ベ ッ ト文 字 資 料 で もshagの ご と く、 ほ か の2等 の 一ig―egと 異 な

っ た 表 記 を も っ て い る(11。)。 ブ ラ ー フ ミー 文 字 資 料 で もsaih�:/≦aihi:と し て 表

記 さ れ、 韻 母 母 音 に は[ε]が 推 定 さ れ て い る(iti)。

(104)庄 垣 内(王987)p
.56, 高 田(1988a)p.166, 吉 田(1994)p.55.

(ユ05)庄 垣 内(1987)pp .80-81.

(106)太 田(1988)p
.47,注(4).

(ion)庄 垣 内(1987)p .95.

tios)高 田(1988a)p
.166.

"°9'Emmerick/Pulleyblank(1993) p
.50.

(110)高 田(1988a)p .167.高 田 は 「仏 家 に お け る 特 殊 な 読 み で あ ろ う か 」 と し て い

る 。

(1i1)Emmerick/Pulleyblank(1993) p.50.
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4.2.13 梗 摂

庚 韻2等 ・ 陌 韻

猛 くmao>m'

生 〈sao>s(y)

行<Yao>qy

白<bak>p'9

横 くYuao>qw

耕 韻 ・ 麦 韻

言爭 <ts議 夏】>2  cy

獲<xu緻>29'4

清 韻 ・昔 韻

并  <piεU>4  PY

名<miε0>4 my

令<1iε0>31y

精<tsi89>4 sy

清  〈tS1ε り>4  sy

浄<dziεo>4 sy

情  <dziε0>4  Sy

靜  くdziEp>4  sy

・陛  <sisr〕>4  Sy

正<tqiεu>3 cy

聖   く(ミiε竃〕>3  S,

成 砿iε ◎>3§ynk～ §w～ §y

庚 韻3等

明 くmiao>my

敬<kiau>ky

竟  くkiaτ}>  ky

境 くkiaり>ky

擲  くdiεk>4

釋  〈(ミiek>3

益 く・iεk>4

亦 くyiEk>4

cyk

sy(k)

yyk^-yk

yyk

青 韻 ・ 錫 韻

頂<tieo>4 ty

定  <dier】>4  -dy～(t)Y

弄脛  <kier】>4  ky

形<Yieo>4 ky

覓 〈miek>4 pyk

溺  <niek>4  dyk

寂 くdziek>4 syk

 『一 切 経 音 義 』 で は 耕 韻2等 〈淘 〉は 庚 韻2等<ao>に 、 庚 韻3等 くiao>と 青 韻<ieo>

は 清 韻 くiεo>に 合 流 して い た 。 こ こで は、 宕 摂 と 同 じ く韻 尾 のoを 落 と して い る。

庚 韻2等 と、 耕 韻 は 、 行<YaO>qy(A5 C6),諍<t5爾>cy(G1)がyで 、 猛<mao>m'

(AIA3C3)が'で 表 記 さ れ て い る。 『慈 恩 伝 』 で は この2韻 はYで 表 記 さ れ る

(iiz》
。 猛 は2つ の テ キ ス トに 都 合3度 現 れ、 す べ て 同 一 表 記 を 示 す の で、 書 き誤 り

と は い え な い。 行 の 声 母 がkで は な く、qで 表 記 さ れ て い るの で、 諍 も 含 め て、 韻

(ll2》 庄 垣 内(1987)p
.54.

一125一



母 のyが1の 範 疇 に 入 る も の と推 定 で き る。1は[e]か[司 の 音 価 に近 か っ た と考

え られ る。 猛 の'はaの 範 疇 に あ る も の と した い。 唇 音 声 母 を も っ て い る の で ほ

か と異 な っ た 音 形 に な っ た の か?aは[a]～[D]の 音 価 を も つ て い た 可 能 性 が 大 き い。

合 口 音 の 横<yuaD>はqw(Ai7)と 表 記 さ れ て い る。 wは 後 舌 母 音uかoの 範 疇 に あ

る と考 え ら れ る が、 こ こ で は 非 狭 母 音 と考 え てoを 選 択 した い。 陌 韻 の 白<bak>

p'9(A2 A16)の-'4は 一axの 範 疇 に あ っ た。 麦 韻 の 獲 〈yu緻>は4'q(A8)と 表 記 さ

れ て い る。 喉 音 声 母 を も つ に もか か わ ら ず、 こ こ で もu介 母 の 表 示 は な い。 こ の

-'9も ―axの 範 疇 に 入 れ た い。

 庚 韻3等 、 清 韻 、 青 韻 は と も にyで 表 記 さ れ て い る。 庚 韻3等 の 敬<kiao>ky(A

6C8 Dr3 F13)や 青 韻 の 経<kieO>ky(H1)な ど に み られ る よ う に、 牙 喉 声 母 はkで 表

記 さ れ て い る の で 、 こ のyも 前 舌 母 音ieの い ず れ か に 所 属 す る も の と考 え ら れ

る。 1例 で は あ る が、 清 韻 の 聖 〈qiεη〉 §'(AO)の よ う に'で 表 記 さ れ る も の が あ る。

この'は艪ﾌ 範 疇 に 入 る と 考 え られ るの で、yはiで は な く eに 所 属 す る 可 能

性 が 大 き い(113)。 清 韻 の 成 砿iεU>は 、 §y(B6 C10)の ほ か に、 §ynk(A7),§w(A14)の

表 記 が あ る。 §wは 「願 成 」 kw�wに 現 れ る が、 SWのWはkw�ﾌwに 引 か れ た

誤 写 の 可 能 性 が 大 き い。 §ynkは 「成 究 竟 」 sy�kywkyに 現 れ、 一�は や は りoに

所 属 す る も の と考 え ね ば な ら な い が 、 こ れ が 、 脱 落 前 のoを 保 存 した 形 式 と は 考 え

に くい。 ウ イ グ ル 語 の 後 期 文 献 に は 中 世 漢 語 の 形 式 を 反 映 してoを 表 示 す る例 が 多

くみ られ るstia)。 こ こ で は、 元 朝 期 の韻 母 音 が 字 音 に 混 入 した 結 果oが 現 れ た と

考 え た い。 昔 韻 くiεk>と 錫 韻<iek>はykで 表 記 さ れ て い る。 igかegに 所 属 して い

る が、 清 韻 と の 関 連 か らegの 範 疇 に あ る も の と し た い。

4.2.14 通 摂 ・江 摂

東 韻1・ 屋 韻1

通  〈tuO>  -dwnk～twnk

童<duq>twnk～dwnk

速  くsuk>  swq

覚 韻

覺<kak>2 qwq～4W9～9w4

東 韻3・ 屋 韻3

中 〈UUU>cwnk

衆<tqiUU>cwnk

雄  く丘iUO>  ywnk

復<viuk>vwq

伏 くviuk>vwq～vwq

(119)ブ ラ ー フ ミ ー 文 字 ウ イ グ ル 語 文 献 中 の 漢 語 借 用 語 に は
、 青 韻 がeで 表 記 さ れ

た 例 が み ら れ る 。 庄 垣 内(1987)p.55参 照 。

(i14)庄 垣 内(1987)p .56.
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鐘 韻 ・ 燭 韻

頌  <zio奠 〕>4  swnk

言甬 <ziO[〕>4 swnk

種  <t(ミiOI〕>3  cwnk～cywnk

恭<kioO>3 kwnk

供 くkioO>3 kwnk

勇 くyioO>4 ywnk

足<tsiok>4 swq～swq

兼賣  <ziok>4  swq

辱 く照iok>3§wq

欲<yiok>4 ywq

 こ こ で は、 鐘 韻 の1例 を の ぞ い て 通 摂 は す べ てwnkで 表 記 さ れ て い る。 ブ ラ ー フ

ミー 文 字 ウ イ グ ル 文 献 の 借 用 語 に は、 通<tuo>の 核 母 音 がuで 表 示 さ れ て い る の で

(115) 、 東 韻1等<up>はuqに 所 属 す る も の と推 定 し た い。 東 韻3等<iuo>と 鐘 韻

〈io勾〉との 間 に は 『一 切 経 音 義 』 で は な お 区 別 が あ っ た が、 チ ベ ッ ト文 字 資 料 に は 区

別 は な い(11B)。 『慈 恩 伝 』 に も 区 別 は み ら れ な い。 『慈 恩 伝 』 に は 東 韻3等 と鐘 韻

にwynkが 現 れ る。 こ のwynkは ウ イ グ ル 語 音 の 廿0に 所 属 し、 韻 母 母 音 が 前 舌 音

で あ っ た こ とを 示 し て い る(117)。 こ こで 鐘 韻 に 例 外 的 に み られ る種<t輅o�>cywnk

(E3)のyはi介 母 の 反 映 形 と 受 け取 れ る の で、 cywnk(E3)と 交 替 す るcwnk(E3

E4)のwが 後 舌 母 音[u]を も っ て い た とは 考 え に く い。 ま た、 恭<kioO>kwnk(A6

Al6 C7 C8),供 〈kioO>kwnk(Dv3)の よ う に、 牙 音 声 母 はqで は な くkが 立 ち、 後

舌母 音 との 結 合 を 好 ま な い。 した が っ て、 東 韻3等 と鐘 韻 の 問 をuOに 所 属 さ せ

るが 、 音 価 は ウ イ グ ル 語 の も の よ りは 前 よ りの[uo]を も って い た と 考 え た い 。 た だ

し、 『慈 恩 伝 』 で は 軽 唇 音 声 母 と 喩 母 に はwynkの 結 合 が み られ ず、 これ らの 声 母

とは 後 舌 母 音 表 示 のwnkが 結 合 した(1is)。 こ こで も喩 母 と結 合 す るwnkはuOに

所 属 し、[uO]の 音 価 を も っ て い た と推 定 し た い 。 屋 韻1等 の 速<suk>はsw9(B12)と

表 記 さ れ て い る。-wqは 一uxに 所 属 し て い た。 屋 韻3等<iuk>と 燭 韻<iok>も 一 様 に

wqで 表 記 さ れ て い る。 こ れ ら もuxに 所 属 して い る と い え る が、 軽 唇 音 声 母 あ る い

は 喩 母 と結 合 す る も の 以 外 は、 や は り[りY]の 音 価 を も っ て い た と 考 え た い(1エ9)。

覚 韻 の 覺<kok>もqwq(A6 A17 A26)～4W9(A5)～9W4(Ag A14)と 表 記 さ れ て い る。 核 母

音 は 東 韻1等 〈uO>よ り広 い と考 え て 一〇xの 範 疇 に 所 属 さ せ た い。

(ユ15)庄 垣 内(1987)p
.49.

`iis)高 田(1988a)pp
.176―177.

(u7)庄 垣 内(1987)p .50.

(118)庄 垣 内(1987)p
.50.

(119)『 慈 恩 伝 』 に は
、 燭 韻 に 王<oiok>kwyqの ご と く 、 韻 尾 に 一qを も つ に も か か

わ ら ず 、wyに よ っ て 明 確 に 廿 を 表 示 し た 例 も あ る 。 庄 垣 内(1987)p.78,参 照 。
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4.2.15 中 古 漢 語 音、 ウ イ グ ル 文 字 表 記 、 ウ イ グ ル 字 音 の 関 係

 4.2.1～14で 議 論 した こ とが ら を 踏 ま え て 中古 漢 語 音 に 対 す る ウ イ グ ル 漢

字 音 の 韻 母 表 記 を 図 示 して み れ ば 次 の よ う に な る。 た だ し、 上 で 述 べ た こ と の す べ

て を 図 示 す る の は 煩 瑣 と な る の で、 あ く ま で そ の 概 略 を 示 す も の で あ る。

なお、 破線 で示 した形式 は例 外的 な 存在 であ る。

果仮 摂

  歌

中古漢語   �

戈(合1) 麻(合2) 戈(開3)  麻(開3)

u�        ua        i�          ia

ウイ グル文 字

ウイ グル漢 字音

,

a[a]

,

�

1.迦(Skt.)

遇摂

模

0

虞

iu

魚

io

W        W    WW

u[u]   u[u]u

1.唇 音 声 母 、 喩 栂 と結 合

蟹摂

哈 泰(開) 皆(合)

拿i ai u緤

佳

a�

皆(開)  灰

緤   u稱

泰(合)

u稱

,Y

ai[ai]

'y  
yy

ai[ai] �[ai]

wy

of
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祭

iEi

斉(開4) 斉(含4)

iei    iuei

y

1

W

u[塾]

止摂

之(2)

�i

之 支(開)脂(2)脂(開)

iai     i�.     �i     i駟

微 支(合)

suai   iue

脂(合)

iu駟

y        w

i       ul

 1

W�

ui

W

u

r

1

1.歯 頭 声 母 と 結 合

效摂

豪  肴

穹  au

宵   蕭

iEU  ieu

侯

au

流摂

尤

iau

'w

au

yv 'w yw

ev 舫 eu

yw  w yw yv

正u  U iu iv

1.軽 唇 音 声 母 と結 合

咸 摂

談 凡

穃 iusm

塩  添   合  乏  業

iEm   iem     穡    iusp  iep

深 摂

侵

iam

緝

i疳

m   m    ym

am[am]am[am]   em

P  P   YP

abLab]abLab]eb

ym  yp

im  ib
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山 摂

寒

穗

山(開) 山(合)

縅    u縅

桓

u穗

曷

穰

an ar

仙(開)

isn

元(開)

isn

先

ien

仙(合)

iucn

元(合)

iucn

yn

en

wyn       yn(1)wn     'n(2)

uen[りen]  en   un[墾n] an

1.喩 母 と結 合 2.唇 音 声 母 と結 合

薛(開)

1£t

薛(合)

iust

月

iuet

yr

er

wr

urlur]

臻 摂

痕

an

魂

uan

文

Tuan

欣

ian

直
ノ 、

ien

没

uat

物

ivat

質

i騁

術

iu騁

2

yn

�

wn

un

yn

in

i.唇 音 声 母 と 結 合

yr

�

2.唇 音 声 母

yr    wr

ir     ur

・ 喩 母 と 結 合
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宕 摂

唐(開)唐(合)陽(合)  陽(開)

a竃〕     uao    luar〕      iaり

鐸    薬

稾   i稾

1

W                   W

o[oj           O[41

4     4

axlax]axlax]

 1.軽 唇 音 声 母 ・喩 母 に 結 合

曾 摂

登 蒸 徳 職 職(2)

ar〕    iar〕    ek    iak   iak

1
1

ynk   ynk         ik      yq

i些}   i【〕        ig     fx

梗 摂

庚(開2)耕  庚(開3)青

a9         巨o      ia【}        ieo

1.色

清

iεo

庚(合2)

uao

'      v            y

a      �            e

陌   麦   昔    錫

ak      u緻     isk     iek

,

亘

W

O

'q         yk

aX          eg
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通 摂 ・江 摂

東(1) 東(3)鐘

up        IUI〕     100

覚

っk

屋(1)屋(3)燭

uk      iuk      iok

wnk

uo[uo]

wnk  ywnk

un[りo] iup

wq

ox

wq

ux[ux]

wq

uy[μY]

4.2.16 韻 母 の 特 徴

 か つ て 『慈 恩 伝 』 に お け る 漢 語 韻 母 の 特 徴 に つ い て 論 じ た が(iz。)、 こ こ で は そ の

議 論 に 沿 って 、 「ペ テ ル ブル グ所 蔵 断 片 」 が どん な 特 徴 を も つ の か 説 明 して み た い 。

『慈 恩 伝 』 で は 韻 母 の 特 徴 は 介 音 と韻 尾 の 形 式 か ら説 明 で き た。

介 音iを も つ 「斉 歯 呼 」 に お い て、 『慈 恩 伝 』 で は、 介 音 を 直 接 表 示 した 例 が 現

れ た:

  射 く面ia>sy'sia 極<gi疚>kyyk kieg.

介 音 を 直 接 表 示 す る も の は、 こ こ で は 例 外 的 な1例(種<tqioo>cywnk(E3))の み が

現 れ る。 一 方、 『慈 恩 伝 』 に お い て もi介 音 の 表 示 は む しろ 希 で、 ふ つ う は 介 音 は

核 母 音 と縮 合 し て 前 舌 母 音 化 す る。

東 くiuO>3 wynk UO～wnk pO(:東 くuO>1 wnk uO)

鐘<ioO>3 wynk助 ～wnk蜀(:冬 〈oU>1 wnk uO)

燭 くiok>3  wyq � (: 沃<ok>1 WQ ux)

業<i2p>3  yp eb  (: 合 く拿p>1 , p ab)

「ペ テ ル ブ ル グ 所 蔵 断 片 」 で も、 業 く垣gp>kyp/keb/(A21)(:合<k穡>q'p/qab/

(A6 Al6 C8 Dr4))の ご と く、 同 様 の 表 示 が み られ る。 た だ、 核 母 音 が 円 唇 音 の 場 合

は、 『慈 恩 伝 』 で はwyの 表 記 を も っ て ウ イ グル 語 音 の�鬻を 表 示 す る こ と が

多 い の に、 こ こで は 常 にWで 表 記 さ れ て い る:衆<tqiuO>cwnk(A5 Dr2)績<ziok>

swq(C20).こ れ は 単 に 表 記 上 の 問 題 だ け で は な く、 音 韻 的 に もw表 記 音 が ウ イ グ ル

語 のuの 範 疇 に あ っ た こ と を示 して い る。 た だ し、 表 記 者 の も つ 漢 字 音 価 は ウ イ グ

ル 語 本 来 の も の[u]よ り は若 平 前 よ りの 音 価[り]で あ っ た 可 能 性 が 大 き い。 ま た、 声

母 が 軽 唇 音 あ る い は 喩 母 の 場 合 、 『慈 恩 伝 』 で は 拗 音 性 は な くな り、 直 音 扱 い さ れ

るが、 そ の 点 も 一 致 し て い る。

 『慈 恩 伝 』 で は、 介 音 にUを も つ 「合 口 呼 」 に お い て 、 介 音 は核 母 音 と縮 合 し、

核 母 音 は後 舌 円 唇 音 に な る の が ふ つ うで あ る:魂 〈uan>wn un 灰 くu稱>wy oi.だ

(izo)庄 垣 内(1987)pp
.90-96.
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が 、 牙 喉 音 声 母 と 結 合 す る 場 合 、 介 音 は 直 接 に 表 示 さ れ る:觀 くku穗>qw'nquan

華 くxua>qw'xua.こ れ ら に 対 し て 、 「ペ テ ル ブ ル グ 所 蔵 断 片 」 も 尊 くtsuan>swn

(A5 A14 B7 Bi5 B20 Dr2) 内<nu稱>dwy(A18 A27 B6 Dv5)の ご と く 介 音 は 核 母 音

と 縮 合 す る が 、 牙 喉 声 母 と 結 合 し て も 介 音 は 表Tさ れ な い:華<xua>q'(C1)壊

くxu緤>q'y(Ag A17 A23 A26 B13) 幻 くxu縅>9'n(A7 A13 B5 B6 Dv5)～q, n(B6 B7

C20) 果<ku�>9'(C12) 歡<xu穗>Q'n(Dv3) 獲 くxu緻>q'4(A8).こ れ は 、 「ペ テ

ル ブ ル グ 所 蔵 断 片 」 の 大 き な 特 徴 と い え る 。 ま た 、 唇 音 声 母 と 結 合 し て 介 音 の 唇 音

性 が 声 母 に 吸 収 さ れ る の は 『慈 恩 伝 』 と 同 じ で あ る: 本 くpuan>pyn(C20),滿

くmu穗>m'n(A19 C1).し か し 例 外 も あ る:門<moan>mwn(A17).

 「撮 口 呼 」 の 介 音iuは 『慈 恩 伝 』 で は 、 唇 音 声 母 ・ 喩 母 と 結 合 す る 場 合 を の ぞ

け ば 、 前 舌 円 唇 単 母 音 と し て 反 映 さ れ 、 韻 母 母 音 は2重 母 音 と な る: 濬<siu駭>

swyyn s�n 倫<liu駭>1wyn IUin 徽<xivai>kwy kpi.し か し 、 「ペ テ ル ブ ル グ

所 蔵 断 片 」 で は 旋<ziuεn>swyn(Ci5)の1例 を の ぞ け ば 、 介 音 は 、 核 母 音 と 、 あ る

い は そ れ に 韻 尾 を 含 め て 縮 合 し 、 韻 母 母 音 は 単 母 音 と な る:願<qiusn>kwn(A7 A14

Bg C10)怨<・iuzn>'wn(A18) 月<piuet>kwr(GI H1) 諱 くxivai>ky(B23 E5).ま

た 、 『慈 恩 伝 』 で は 唇 音 声 母 ・喩 母 と 結 合 す る と き は 核 母 音 は 非 円 唇 母 音 と な る:

文<miuen>vyn vin 遠<fiiusn>wyn wen. こ こ で も 同 様 の 表 示 が み ら れ る: 遠

<fiiuzn>vyn(A15) 忿<f`iuen>pyn(A3 C2).だ が 、 と き に は 非 円 唇 母 音 も 現 れ る:

聞 く頭uθn>'wn(B4)云<fiivan>ywn(AO F12).

 韻 尾 に 関 して 、 『慈 恩 伝 』 の 最 大 の 特 徴 は 西 北 方 言 で 一 般 に み られ る、 軟 口 蓋 鼻

音oが 宕 摂 、 梗 摂 に お い て 脱 落 す る こ とで あ る。 核 母 音 は 宕 摂 で 円 唇 母 音、 梗 摂 で

非 円 唇 母 音 に な る こ と で あ る。 こ こ で も基 本 的 に こ の パ タ ー ン と 一 致 して い る

(121)
  0

 韻 尾 が 軟 口 蓋 閉 鎖 音 の 場 合 は、 『慈 恩 伝 』 で は、 通 江 宕 の3摂 に 所 属 す る も の は

qで 表 記 さ れ、 曾 摂 と梗 摂 は 韻 母 の種 類 に よ つ て 、qとkと に 書 きわ け られ た。 こ

こ で も 通 江 宕 はqで 表 記 さ れ て い る:速 くsuk>SWQ(Bi2) 覺<kok>4w4(A5)～qwq

(A6 A17 A26)～qwq(Ag A14) 樂 く1稾>1'9(A5 B2).『 慈 恩 伝 』 で は 曾 摂 の徳(合1)

にq,職(開3)徳(開1)にkが 表 記 さ れ、 梗 摂 の う ち、 陌(開2)にq,昔

(開3)にkが 表 記 さ れ た 例 が 現 れ て い る。 こ こ で は、 曾 摂 の 職(開2)にq(色

くεiOk>syq(B2 B3))が 、 徳(開1)職(開3)にk(默<mek>pyk(B17)力<liek>

1yk(A19 Bg B12 Bl3 Dv10))が 表 記 さ れ、 梗 摂 の 陌(開2)麦(合2)にq(白

くbak>P'4(A2 A16)獲 〈Yu猷>9'9(A8))が 、 昔(開3.4)錫(開4)にk(擲

tizi)梗 摂 に は 若 干 の 例 外 も み ら れ る:猛<maO>m'(AI A3 C3)横<YuaO>qw(A17)
.

横 の 所 属 す る 庚 韻(合2)の 例 は 『慈 恩 伝 』 に は な い 。
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<¢iεk>cyk(A2 C2))が 表 記 さ れ た例 が 現 れ る。 この 表 記 の 仕 方 は 『慈 恩 伝 』 の も の

と矛 盾 しな い 。

 韻 母 に お い て 『慈 恩 伝 』 に は み られ な い 際 立 っ た 特 徴 と して、 歯 頭 音 声 母 と 結 合

す る 止 摂 開 口韻 に[1]音 を 表 示 す るW表 記 が 現 れ る:慈<dziai>sy(A4 A7 A20)～

SW(B10 Dv8) 自 くdzi駟>sy(Ai A4 A10 A16 A17 A19 H3)～sw(B10 B22 CI C4 Dv8

F16)～ §W(B18) 詞<niai>sy(A25)～sw(C15).こ れ ら の 韻 母 は 『中 原 音 韻 』 で は 支

思 韻 に 所 属 す る も の で 、 ブ ラ ー フ ミー 文 字 資 料 と も平 行 す る。 ま た、 牙 喉 音 声 母 と

結 合 す る2等 韻 母 の 拗 音 化 を 暗 示 す る表 記yyも 現 れ る:皆<k緤>q'y(A5)～qyy(B

5).こ れ も 『慈 恩 伝 』 に は み ら れ な か っ た。

 な お 、 チ ベ ッ ト文 字 資 料 に み られ る3、4等 重 紐2類 の 区 別 は、 『慈 恩 伝 』 同様 、

こ こで も表 示 さ れ て い な い:偈 くgiei>3 ky(A25祭 韻) 義 く垣6>3 ky(B21 CI E3

支 韻)器<ki駟>3 ky(B4脂 韻) 金<kiam>3 kym(AI A2 A3 Al6 A21 B14 F15侵 韻)。

牙 音 声 母 の例 ば か りを 出 し た が、 も し これ ら3等 韻 を表 すyが 中 舌 位 の も の で あ つ

た な ら、 声 母 はkで は な く、qで 表 記 さ れ て い た に ち が い な い。 kは も ち ろ ん4等

韻 に も 表 記 さ れ て い る:緊 くki駭>4 kyn(Bi4真 韻)。

 『慈 恩 伝 』 と 「ペ テ ル ブル グ 所 蔵 断 片 」 の 声 母 韻 母 併 せ た 音 韻 上 の 違 い は、 『慈

恩 伝 』 が 訳 出 当 時(五 代 末 ～ 宋 初)使 用 さ れ て い た 漢 語 音 を 忠 実 に音 写 し よ う と し

た も の に 対 して、 「ペ テ ル ブル グ所 蔵 断 片 」 は あ る 程 度 定 着 し て い た 漢 字 音 を 用 い

て 漢 文 を 音 写 し た も の で あ り、 音 写 当 時(元 代)の 漢 語 音 を 直 接 反 映 し た も の で は

な い と こ ろか ら 生 じ て い る。 しか し、 「ペ テ ル ブ ル グ 所 蔵 断 片 」 の 漢 字 音 体 系 は

『慈 恩 伝 』 の 漢 語 音 体 系 と概 ね 重 な り合 う も の と判 断 して 間 違 い で は な い。

5.テ キ ス トの 相 違

 『聖 妙 吉 祥 真 実 名 経 』 に所 属 す る、 テ キ ス トAと テ キ ス トBは 内 容 が 重 複 しな い

し字 体 も よ く似 て い る の で、 一 見 同 一 文 献 か ら分 か れ た 断 片 の よ う に み え る。 だ が、

Aは 、 韻 文 の1節 を1行 に 書 い て い る の に 対 し てBは 節 末 の 記 号 を 挿 入 し な が ら行

間 を 無 視 して 書 い て い る。 ま たBは 歯 頭 音 声 母 と 結 合 す る 止 摂 開 口 音 韻 母 に[1]音

を 表 示 す ぺ くwを 使 用 した り(:慈 くdziai>sw(B10 Dv8)～sy(A4 A7 A20), 自

<dzi駟>sw(B10 B22)～ §w(B18)～sy(AI A4 A10 A16 A17 A19))、 皆 韻2等 の 拗 音 化

を 表 示 す るyyを 使 用 して い る(:皆<k疂>2 qyy(B5)～q'y(A5))。 こ れ ら の 点 を

考 慮 す る な ら、AとBが 同 一 文 献 の2断 片 と は い い が た い 。

 テ キ ス トCはAと 内 容 が 重 複 す る。 だ が、 表 記 の 仕 方 と 表 示 音 に つ い て 両 者 に は

大 き な 違 いが み られ る。Aの 第dy(A3)難d'n(A3)に 対 してCで はty(C2)t'n(C
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3)と 書 か れ る よ う に 、 表 記 文 字 の 違 い の ほ か、 た と え ば、'wsy�wnkky sy�'pcw:

(A1.6)「 於 前 恭 敬 伸 合 掌 」 が<'w sy皿k>wynkkysynq'pcw(C1.8)「(於 前)

恭 敬 伸 合 掌 」 と 書 か れ る よ う に、 綴 字 の 分 節 の 違 い も み ら れ る。 ま た、B

と 同 じ くCで は 歯 頭 音 声 母 と結 合 す る 止 摂 開 口 音 韻 母 に[1]音 がwで 表 示 さ れ て

い る:自sw(C4)～sy(A4).

 テ キ ス トDの 表 面(r)の 内 容 はACと 重 複 す る。<'wkw>nk ky§yn q'pcw:(Drl.4)

「(於 前)恭 敬 伸 合 掌 」 は 上 に も 掲 げ た が、 綴 字 の 分 節 の 仕 方 はAと もCと

も一 致 して い な い。 だ が、DはAよ りはCに 近 い も の とい え る:

py�w YW4, s,9syvyyk:(A1.7)

<    >ywq-, s'<q> s, w yyk:(C1.9)

<    y>wq' s, q s,w yy<k>(Dr1。5)

 「遍 主 與 我 作 饒 益 」 。

この 句 に お い て はDはCと 綴 字 の 分 節 に お い て 合 致 して い る し、 「饒 」 の 表 記 がA

の §yvに 対 してCと 同 じs'wを 用 い て い る。 Dの 裏 面(v)の 内 容 はBと 重 複 す る。

Bと 同 じ く 「自」 をwで 表 記 す る し(Dvl.8)、 綴 字 の 分 節 も よ く似 て い るが、 分 節

に 一 致 しな い と こ ろ も あ る:

t'Y9'n4'dwy kycw〈 〉:(Dvl.5)「 大 幻 化 内 喜 中(喜)」

t'yq'nq'dwy kycw血k ky:(BI.6)「 大 幻 化 内 喜 中 喜 」 。

 テ キ ス トEはBと 部 分的 に重複 す る。 両 者 には綴 字 の分節 に異 な る と ころがみ ら

れ る:

kwywsypcwnk〈 〉(E1.4)「 具 有 十 種  (大 自 在)」

kwyw§ypcwnk t'ysw〈s'y>:(B1.22)「 具 有 十 種 大 自(在)」 。

一 方
、 テ キ ス トEはDと 重 複 部 分 を も た な い が 、 字 体 な ど か ら判 断 してDと 連 続 し

た も の と推 定 で き る。

 テ キ ス トFはAの 冒 頭 部 分 とわ ず か に 重 複 す る。Aの 「自 」 がsy(A1)と 表 記 さ れ

て い るの に 対 して、Fで はSW(F16)・ を 用 い る の で 、 や は り書 き手 が 異 な る も の と考

え られ る。

 テ キ ス トGとHは 『四 分 律 比 丘 戒 本 』 に所 属 す る も の で 上 の6点 とは 内 容 が 異 な

る。Gに 対 し てHは 若 干 特 異 な 表 記 を 示 し て い る。 「毘 尼 」 はGで はpyny(G2 G3)

と 表 記 さ れ て い る の に、Hで はpw ny(H2)と 表 記 さ れ て い る。 「毘 」 をpwで 表 記

す る の は 「ペ テ ル ブ ル グ 所 蔵 断 片 」 の 漢 字 音 と し て は 不 規 則 な 形 式 で あ る。 同 じ く

「與 」 にGはyw(G2 G3 G4)を 用 い る の にHで は 常 にyww(H2 H3 H4)を 使 用 す るが 、

こ れ も ほ か と は 異 な る。

 以 上 の こ とか ら、DとEが そ の 字 体 か ら判 断 して 同 一 人 の 手 に よ る も の と推 定 で

き る 外 は、 これ らテ キ ス トは す べ て 異 な っ た手 で 書 か れ た 可 能 性 が 大 きい 。 少 な く
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と も 同 一 ウ イ グ ル 文 字 テ キ ス トか ら の 単 純 な 書 写 で な い こ と は 明 白で あ る。

6.ウ イ グル の 漢 字 音 に つ い て

 『慈 恩 伝 』 の 漢 語 音 写 形 式 と 「ペ テ ル ブ ル グ 所 蔵 断 片 」 の 音 写 形 式 と を 比 べ て み

れ ば、 後 者 は 全 体 的 に ウ イ グ ル 語 音 化 され た 形 式 が 現 れ る。 た と え ば、 『慈 恩 伝 』

で は 濬 くsiu駭>swyyn suin 觀 くku穗>qw'nquanの よ う に(122)、 ウ イ グ ル 語 の 音

韻 構 造 に は 馴 染 ま な い 表 記 を も っ て 漢 語 音 を表 示 し よ う と し た が、 こ の よ う な 表 記

は 「ペ テ ル ブ ル グ所 蔵 断 片 」 に は ふ つ う現 れ な い。 しか し、 韻 尾 形 式 の 一 致 な ど か

ら判 断 して 両 者 は基 本 的 に は 同 一 の 漢 語 音 韻 体 系 に所 属 す る も の と い え る。 た だ 、

『慈 恩 伝 』 中 の 漢 語 音 写 形 式 は、 そ の ウ イ グ ル 語 訳 作 成 時 代 で あ る、 五 代 末 か ら 宋

初 に か け て の 漢 語 西 北 方 言 の 形 式 を 直 接 表 示 した と して も お か し くは な い が、 元 朝

時 代 に 書 か れ た と推 定 で き る 「ペ テ ル ブル グ 所 属 断 片 」 が、 そ の 書 か れ た 時 代 の 西

北 方 言 音 を 直 接 に音 写 し た も の と は 考 え に くい 。 や は り、 こ こで 扱 っ た 漢 語 音 と い

うの は 「字 音 」 と して 伝 わ つ た 形 式 が 使 用 さ れ た と推 定 す べ きで あ る。 「ペ テ ル ブ

ル グ 所 蔵 断 片 」 に は 複 数 の テ キ ス トが あ つ た が、 そ れ ら は 基 本 的 に 同 じ音 韻 体 系 の

字 音 を 使 用 し た。 た だ 、 同 一 字 音 体 系 とは い って も、 テ キ ス ト毎 に 若 干 の 変 種 が 現

れ る こ と を 考 慮 す れ ば、 字 音 の 完 成 度 は な お 十 分 で は な か っ た と い え る。

 と こ ろで 、 高 田 時 雄 氏 は 以 前 に 『慈 悲 道 場 懺 法 』 と 『法 華 経 』 に 対 す る難 字 音 注

を 記 した 漢 文 写 本 断 片 を 扱 い、 声 母 を 材 料 に、 こ れ が ウ イ グ ル の 漢 字 音 体 系 を 示 す

も の で あ る こ と を 論 じ た(123)。 声 母 に お い て は 確 か に ウ イ グ ル 語 音 化 さ れ た 体 系 を

も っ て お り、 同 氏 の 記 述 に 誤 りは な い。 しか し、 筆 者 は、 こ の 断 片 の 韻 母 に お い て、

宕 摂 と梗 摂 に 軟 口 蓋 鼻 音 を も っ て い る と して、 少 な くと も 『慈 恩 伝 』 中 の ウ イ グ ル

文 字 表 記 形 式 は この 厂ウ イ グ ル 字 音 」 を 使 用 して い な い と述 べ た こ とが あ る くiza)。

そ の 後、 高 田 氏 は こ の 断 片 の 韻 母 に お い て も 言 及 し、 厂ウ イ グ ル 字 音 」 に2種 の 存

在 を 提 唱 した(iz5)。 す な わ ち 難 字 音 注 『慈 悲 道 場 懺 法 』 『法 華 経 』 に 使 用 さ れ た も

の を 厂長 安 方 言 に基 づ く 」 字 音 と し、 先 に 述 べ た、 カ ラ 氏 紹 介 の ベ ル リ ン所 蔵 ウ イ

グル 文 字 音 写 漠 文 に 使 用 さ れ た も の を 「河 西 方 言 型 」 の 字 音 と した。

 こ こで、 高 田 氏 の 扱 っ た 「難 字 音 注 」 と 「ペ デ ル ブ ル グ 所 蔵 断 片 」 と を 比 べ て み

た い 。

<i22》 庄 垣 内(1987)pp
.59―60.

(123)高 田(1985)
.

(izs)庄 垣 内(1987)pp
.121-123.

(125)高 田(1990)
.
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 直 音 と反 切 に よ つ て 注 音 さ れ た こ の 「難 字 音 注 」 は、 平 上 去3声 調 の 区別 が ほ と

ん ど無 視 さ れ て い る と い う(126)。 「ペ テ ル ブ ル グ 所 蔵 断 片 」 も声 調 に 関 す る 関 与 的

表 記 は な か っ た。

 声 母 に お い て、 声 母 間 の 相 通 関 係 か ら 高 田 氏 の 示 した 結 果 は 「ペ テ ル ブ ル グ所 蔵

断 片 」 と ほ ぼ 一 致 す る。 『慈 恩 伝 』 に は 区 別 さ れ て い た 歯 頭 音 の 精 清 従(ts)と 心 邪

(s)と が 、 「ペ テ ル ブ ル グ 所 蔵 断 片 」 に は 存 在 せ ず、 す べ てsで 表 示 さ れ て い る が

(cf.4.1.3.1)、 「難 字 音 注 」 で も そ の 相 通 関係 か ―ら この 区 別 が あ っ た と は 考 え ら れ

な い。 こ の 点 は と りわ け 大 き な 共 通 特 徴 と い え る。 細 か な 点 に お い て も、 喩 母 と疑

母 の 通 用(127)、 あ る い は 泥 母 の 念 が 韻 尾 に 尾 子 音 を も つ に もか か わ ら ず、 脱 鼻 音

化 して い る こ と(128)な ど は、 「ペ テ ル ブ ル グ 所 蔵 断 片 」 と よ く一 致 して い る。

 韻 母 に お い て 、 「難 字 音 注 」 の 通 用 面 で 高 田 氏 は、 「一 ・二 等 間 の 母 音 の 区別 が

な さ れ な い こ と 」 「合 口 要 素 が しば しば 捨 象 さ れ る こ と」 「拗 音 要 素 も 時 に 無 視 さ

れ る こ とが あ る 」 と い う特 徴 を 挙 げ て 、 こ れ を 「ウ イ グ ル 的 な側 面 」 と述 べ て い る

(tzs)
。 確 か に こ れ は 「ウ イ グ ル 的 な側 面 」 で あ り、 『慈 恩 伝 』 に お い て も こ の 特 徴

を 認 め る こ と が で き る。 しか し、 「難 字 音 注 」 を 「ペ テ ル ブ ル グ 所 蔵 断 片 」 と比 べ

て み れ ば、 よ り細 か な 点 に お い て ま で 特 徴 の 一 致 す る こ と が わ か る。 す な わ ち、

「難 字 音 注 」 に は、 合 口要 素 が 捨 象 さ れ て 開 口 と 通 用 す る も の に 次 の も の が あ る:

「駝 音 唾 」(開1歌d竏� 合1過tu�)

「怪 音 蓋 」 (合2怪ku緤― 開1泰k稱)

「関 音 間 」 (合2刪kuan― 開2山k縅)(130)

 『慈 恩 伝 』 で は、 開 合 の 区 別 は よ く表 示 さ れ、 と りわ け 牙 喉 音 で は 確 実 に 区 別 さ

れ て い た。 高 田 氏 も こ れ ら開 合 の 通 用 に、 「駝 音 唾 」 に は 「ウ イ グ ル 字 音 で は 合 口

要 素 が 捨 象 さ れ て い た も の で あ ろ う か 」 と(131)、 ま た 「怪 音 蓋 」 に は 「一 ・二 等 の

違 い 以 外 に 開 含 の 区 別 も 無 視 さ れ て い る。 こ れ は 頭 子 音 が 牙 音 で 、 本 来 開 合 の 区 別

が も っ と も 現 れ や す い 条 件 に あ る。 そ れ で も な お か つ 合 口 要 素 が 捨 象 さ れ て い る こ

と は 注 意 を 引 く もの で あ る 」(132)の ご と くそ の 特 徴 を 強 調 して い る。 実 は こ の 特 徴

(128)高 田(1985)四 頁
。

(1z7)例:塩 音 厳(高 田(1985)六 頁)
。 参 照:言 〈Oi曾n>yyn(C15 E5)～kyn(H3).

cite)例:點 音 念(高 田(1985)五 頁)
。 参 照:念<niem>dy皿(A6)～tym(H2).

(129)高 田(1990)p .336.

(130)高 田(1990)p
.334で は 「開2山 」 に 対 し て 「合 二 山 」 が 入 つ て い る が 、 「合 」

は 「開 」 の 誤 り で あ る 。

(131)高 田(1990)p
.330.

(tsz)高 田(1990)p
.331.
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は 先 に も述 べ た よ う に 「ペ テ ル ブ ル グ 所 蔵 断 片 」 に 共 通 す る も の で あ り、 両 者 の 類

似 関 係 を よ く表 して い る。 また 、 高 田 氏 が 摂 の枠 組 み を越 え て 注 音 す る も の と し て

提 出 し た 多 くは、 「ペ テ ル ブル グ 所 蔵 断 片 」 の 字 音 体 系 内 で も 通 用 す る もの で あ る。

中 で も 「慰 音 於 」 と 「委 音 於 」 の 止 摂 一 遇 摂 の 通 用 は 一 見 特 異 に み え、 高 田 氏 も

「注 目す べ き相 違 点 で あ る 」(193)と し て い る。 だ が 影 母 未 韻 合 口3等 の 慰 ・ivai

と 平 行 す る ウ イ グル 文 字 表 記 例 と して 威<・ivai>3 'w(A3 C3)を 挙 げ る こ と が で き、

影 母 魚 韻 合 口3等 の 於 ●ioに は 同 じ字 が'w(A5 A6 A7 AI5 etc.)と ウ イ グル 文 字 表

記 さ れ て い る の で、 「ペ テ ル ブ ル グ所 蔵 断 片 」 か らみ れ ぱ 両 者 に 通 用 が あ っ て も お

か し くは な い 。 委 〈・iu驕rに 関 して、 「ペ チ ル ブル グ所 蔵 断 片 」 に は 支 韻 合 口3等 と

して 喩 母 を も つ 爲<fiiu�>vy(A8 A15 A18 A20 A22 B7)の 例 しか 存 在 せ ず、 影 母 を も

つ例 は な い。vyは 於 の'wと 韻 母 形 式 が 一 致 しな い。 しか し、 同 じ止 摂 に所 属 す る

微 韻 に お い て は 喩 母 と 結 合 す る も の は 圍 〈fiivai>vy(B3)の よ う に 支 韻 と 同 じvyで

表 記 さ れ る が、 威<'ivai>'W(A3 C3)の ご と く影 母 との 結 合 に 際 して は 韻 母 は 一wで

表 記 さ れ る の で、 も し、 「ペ テ ル ブ ル グ 所 蔵 断 片 」 に 影 母 と結 合 す る支 韻 が 存 在 し

た な ら、 お そ ら くこ の 微 韻 と 同 じ く 'wと 表 記 さ れ た に ち が い な い。 そ して 、 影 母

支 韻 合 口3等 の 委 は 於 と通 用 した で あ ろ う。

 先 に 述 べ た よ う に、 筆 者 は、 こ の 「難 字 音 注 」 の 韻 母 が 宕 摂 と梗 摂 に 軟 口蓋 鼻 音

を も っ て い た と し て、 少 な く と も 『慈 恩 伝 』 は こ の 「ウ イ グ ル 字 音 」 を使 用 して い

な い と論 じた こ とが あ る。 一 方 、 高 田 氏 も こ の両 摂 に軟 口蓋 鼻 音 の 存 在 を 認 め、 こ

の 「難 字 音 注 」 の基 づ く 「ウ イ グ ル 字 音 」 の 体 系 は、 「お そ ら く長 安 方 言(あ る い

は そ の トル フ ァ ン 的 な 変 異 形)を 基 礎 と し て い た と思 わ れ る 」 と述 べ て い る(134)。

「ペ テ ル ブ ル グ 所 蔵 断 片 」 に お い て 、 宕 摂 と梗 摂 が 互 い に 通 用 す る 可 能 性 の あ る の

は、 唐(開1ao)と 庚(合2 uao)で 、 と も に ウ イ グ ル 語 のo音 に 所 属 す る。 た

だ、 庚(合2)は 横<xuap>qw(A17)の1例 の み が 現 れ る の で、 確 実 な も の とは い い

が た い。 こ れ ら2摂 間 を 離 れ て は、 梗 摂 の 庚(開2ao)と 耕(開2的)のf音 が

止 摂 の 之<�i>支 〈i驕r脂<�i>の 歯 頭 声 母 と 結 合 す る 場 合 に 一 致 す る が、 梗 摂 の1に

は[θ]～[司 止 摂 のfに は[1 が 音 価 と して 推 定 で き る の で 、 相 通 す る こ と は な

か っ た ろ う。 こ れ ら以 外 は ウ イ グ ル 文 字 表 記 に お い て も、 宕 摂 、 梗 摂 の 表 示 は そ れ

ぞ れ の 摂 の 中 に 収 ま り、 相 通 す る こ と は な い。 な お 、 宕 摂 の 唐<ao>養<iao>の 直 音 と

拗 音 は と も にwで 表 記 さ れ、 ウ イ グ ル 音 のoの 範 疇 に 入 れ た が、[o]と[9]の2

種 の 音 価 を推 定 した の で 相 通 す る こ と は な い し、 梗 摂 もyで 表 記 さ れ た が、 直 音 に

�X 音 にeを 推 定 し た の で 相 通 し な い 。 た だ、 「難 字 音 注 」 で 宕 摂 の 開 合 が 「湯 音

(193》 高 田(1990)p
.336.

(134》 高 田(1990)p
.338.
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當 」 (開1唐 一開1唐)・ 「遑 音 皇 」 (合1唐 一合1唐)・ 「奨 音 賞 」 (開3養-開3

漾)、 「ﾘ音 罔 」 (合3養 ―合3養)の ご と く正 確 に 区 別 さ れ る 理 由 は ウ イ グ ル 文 字

表 記 か ら は 理 解 し に くい。 一 方・ 摂 の枠 組 み を 越 え て 注 音 す る も の に 「冰 音 平 」

(曾 摂 開3蒸 ―梗 摂 開3庚)と 「頃 音 強 」 (梗 摂 合3静-宕 摂 開3陽)が あ る。 強 く

gi稟>と 同 じ 陽 韻 に は 「ペ テ ル ブル グ所 蔵 断 片 」 で は 仰<oiau>kw(A2)の ご と くw

で 表 記 さ れ、o[Ω]音 を 表 示 す る。 頃kiuεoと 同 じ梗 摂 合3等 に 所 属 す る例 は み ら

れ な い 。 『慈 恩 伝 』 に は 庚(合3)に 永BiuaOがwyで 、 環kiuaOがkyyで 表 記

さ れ て い る の で(135)、 「ペ テ ル ブ ル グ所 蔵 断 片 」 で も 頃 は 一y(-yy)で 表 記 さ れ る

で あ ろ う と考 え た くな る。 し か し、 庚(合2)uaoが チ ベ ッ ト文 字 資 料 で は 円 唇 母

音 化 さ れ て い な い の に(136)、 「ペ テ ル ブ ル グ 所 蔵 断 片 」 で はWと 表 記 され0を 表

示 す る の で、 そ の3等 字 が や は りw表 記 さ れo[4]を 表 示 した 可 能 性 は あ る。 も し

oな ら、 頃 と強 の 相 通 は 理 解 で き る。 な お 『慈 恩 伝 』 に は庚(合2)の 例 は な い 。

と こ ろ で 「ペ テ ル ブ ル グ 所 蔵 断 片 」 で は、 冰pieoと 同 じ韻 母 で あ る開3蒸 はynk

と 表 記 さ れ てinを 表 示 す る:e.x.称<tdiq勾>3/6iO/cynk(B13).そ れ に対 し て、

平biaOと 同 じ開3庚 はyと 表 記 さ れ てeを 表 示 す る:e.x.明 〈mia勾〉/me/my

(B3 B17)。 し た が っ て、 「ペ テ ル ブ ル グ所 蔵 断 片 」 か らは こ の 両 者 が 通 用 す る こ と

は な い で あ ろ う。

 上 記 の こ とが ら を 整 理 し て み る と、 「ペ テ ル ブル グ 所 蔵 断 片 」 が こ の 「難 字 音 注 」

の基 づ く字 音 と 同 じ体 系 内 に あ る と して 、 い か に も 不 都 合 と す る と こ ろ は2点 あ る。

1点 は 宕 摂 内 で の 開 合 の 相 通 の 可 能 性 を 実 現 して い な い こ と、 も う1点 は 「冰 音 平 」

の相 通 で あ る。

 こ の 軟 口蓋 鼻 音 の 問 題 を の ぞ け ば 「ペ テ ル ブ ル グ 所 蔵 断 片 」 は 「難 字 音 注 」 の 基

づ く字 音 の 体 系 と よ く符 号 す る。 今 あ え て こ の 両 者 を 同 一 体 系 の 使 用 と仮 定 す る な

ら、 宕 摂 の 開 合 の 相 通 は 「難 字 音 注 」 の 資 料 の 量 的 制 限 か ら偶 然 そ こ に 現 れ な か っ

た とい う こ とが で き る か も しれ な い 。 あ る い は、4章 で は た と え ば、 唐(開)aoと

唐(合)u鋤 と を 同 一 音o[o]と し て 再 構 した が、 実 際 に は 音 価 は 開 合 で 区 別 さ れ

て い て 、 前 者 が[D]後 者 が[o]の よ う な 音 価 を も っ て い た と い え る か も しれ な い。

ま た、 「冰 音 平 」 に 関 して は、 「ペ テ ル ブ ル グ所 蔵 断 片 」 に 平 と 同 じ梗 摂 に 所 属 す

る清 韻 の 成 幻 εOが 中 世 漢 語 の 影 響 下 で §ynk/sio/(A7)と 表 記 さ れ る例 の あ る こ と

か ら判 断 し て、 こ こ に 混 入 した と 考 え る こ とが で き る。

 いず れ に して も 「ペ テ ル ブル グ所蔵 断片 」は 「難 字音注 」 と同 じ音韻 体 系 に基 づ

いて 書か れ た可能性 が 極 めて 大 きい とい え る。 また、 高 田氏 の提唱 したカ ラ氏紹 介

(135)庄 垣 内(1987)p
.54.

(198)高 田(ig88a)p
.402「 横 」 。
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の 「河 西 方 言 型 」 と 「長 安 方 言 型 」 の 字 音 の 区 別 は 不 要 と な る で あ ろ う(137)。

次 に、 テ キス トHに み られ た漢 字漢 語 につ いて 考 えてみ た い。

ウイ グル文 字音 写漢 文 に併 記 され た3行 の漢 字 漢語列 の2行 目 と3行 目は 『四分

律 比 丘戒本 』 の 内容 と一致 す る ので 「大正蔵 経 」 の漢文 と対照 させ て掲 げて み る:

ウイ グ ル テ キ ス ト

邏.音 恵 驚 音 敬

月::説 戒 竟 衆 来 若

佛 當 與 現 先mwny應 與

「大 正 蔵 経 」

(No.1429 p.1022a)

月説 戒經 中來 若

毘尼 當與 現前 毘尼 應 與

 ウ イ グル テ キ ス トの 「漢 文 」 が 漢 文 原 典 の も の と 符 号 し な い の は 、 こ の 「漢 文 」

が ウ イ グル 文 字 音 写 形 式 か ら漢 字 を 推 定 し て 当 て られ た た め と考 え られ る。 「月 説

戒 經 申 來 若 」 に 相 当 す る ウ イ グ ル 文 字 音 写 形 式 は 同 じテ キ ス トHの ウ イ グ ル 文kwr

§wrq'ykycwnkl'y§'qに 当 た る(cf.p.27,1.1)。 ウ イ グ ル テ キ ス ト中 の 漢 文 の

「竟 衆 」 は、 も と の 漢 文 の 「經 中 」 を 音 写 したky cwnkに 対 し て 当 て られ た 漢 字 で

あ る。 「經 」<見 母 一青 韻4等kiep>と 「竟 」<見 母 ―庚 韻3等kiao>、 「中 」 〈

知 母 ―東 韻3等tiuo>と 「衆 」 〈照 母 ―東 韻3等tqiuo>は ウ イ グ ル 文 字 で は そ れ ぞ

れ 同 一 形 式ky, cwnkで 表 記 さ れ、 同 一 漢 字 音/ke/,/面 り/を も つ の で(cf.4.1.

6,4.2.15)、 文 意 を 考 慮 せ ず に こ の2つ の 漢 字 音 に 「竟 衆 」 を 与 え た も の と推 定 で

き る。 一 方 「毘 尼 當 與 現 前 毘 尼 應 與 」 に相 当 す る も の は テ キ ス トHに は 存 在 しな い

が 、 テ キ ス トGに 平 行 す る文 が み られ る:pynt'twyw kynsyn py<ny'ynk yw>(cf.

p.26,1.2). 「前 」 〈従 母 一先 韻4等dzien>の 音 写 形synが こ こ で は 「先 」 〈 心

母 一先 韻4等sien>に 入 れ 換 え られ て い る が、 両 者 は 同 一 表 記 形synを も ち、 い ず

れ も/sen/と 表 音 さ れ た。 「毘 尼 」<bi駟 ni駟>に 対 して 与 え られ た 「佛 」 に つ い

て は、 厂毘 尼 」 が テ キ ス トHで はpynyで は な く、 pw-ny(H2)と 表 記 さ れ て い る こ

と か ら理 解 で き る。 「佛 くvivat>」 は 、 『真 実 名 経 』 テ キ ス トAに 現 れ、 vyr(A13

/f�ノ)と 表 記 さ れ て い るが、 テ キ ス トHのpw-nyは そ の 字 体 か らpw-rあ る い は

pw―ryと も 読 め る。 覆<f`iau>がpw(G4 H4)と 表 記 さ れ る よ う に、 軽 唇 音 声 母 は

v― に か わ っ てp一 で 表 記 さ れ る こ と も あ る の で、 こ こ で は、pw-nyを 厂佛 」 の 音 写

と 判 断 した も の と推 定 で き る。 一 方、 漢 字 に 混 じっ てmw nyと 書 か れ て い る の も、

も とは 「毘 尼 」 に 相 当 す る単 語 で あ る。 先 に は こ れ に 当 た る 単 語 に 「佛 」 を 入 れ 、

(137)吉 田 豊 氏 も 筆 者 と は 異 な っ た 方 法 で こ の2っ の 型 に つ い て 議 論 し
、 そ の 区 別 の

不 要 を説 い て い る。 吉 田(1994)pp.68-70参 照 。
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こ こで は 判 読 で き ず に、pwniで は な くmwnyと 誤 写 した も の と考 え られ る。

 な お 、 1行 目 の 「谿 音 恵 」 「驚 音 敬 」 は 「音 」 の 字 を 挟 ん で 前 後 の 漢 字 が 同 音 で

あ る こ と を示 す も の で、 高 田 氏 の 扱 っ た 「難 字 音 注 」 と 同 じ方 法 の 音 注 で あ る。 前

者 の 毳 は 残 念 な が ら知 ら な い 「漢 字 」 で あ る(13B)。 後 者 の 「驚 音 敬 」 は 「見 庚 開3

:見 映 開3」 に 所 属 し、 平 声 と去 声 の 声 調 を 無 視 した 「同音 」 で あ っ て 、 ウ イ グ ル

文 字 で は い ず れ もkyと 表 記 さ れ/ke/と 再 構 で き る も の で(cf.4.2.13)、 「難 字 音

注 」 と 内 容 的 に も 一 致 す る。

 と こ ろ で、 ベ ル リ ン所 蔵 の ウ イ グ ル 文 字 表 記 漢 文 に 対 す る カ ラ 氏 の 紹 介 は た だ4

句1節 の 韻 文 を 提 出 し た の み で、 全 体 の 詳 細 は 明 らか に さ れ て い な い が 、 そ こ に 掲

げ られ た 音 写 形 式 は、 実 は こ こ で 扱 っ た も の と 同 種 の 字 音 体 系 を 用 い て い る と い っ

て よ い 。 次 の1句 が そ の こ とを よ く示 し て い る:

  §iqu kili sisi§i  是 故 敬 禮 清 浄 師 (139》

こ の7つ の 漢 字 は こ こ で 扱 っ た 「ペ テ ル ブ ル グ所 蔵 断 片 」 に す べ て 現 れ 、 ま つた く

同 じ形 式 §Y,qw, ky, ly, sy, sy, syで 表 記 さ れ て い る。 梗 摂 の 敬 清 浄 も等 し く

鼻 音 韻 尾 を 欠 落 さ せ て い る。 特 に 清(ts1εO)浄(dziεo)の 声 母 が 『慈 恩 伝 』 で はts

で 表 記 され る の に、 両 者 がsを 使 用 して い る 点 は 大 き な 共 通 特 徴 で あ る。

 ベ ル リン所 蔵 の この仏 典 は ウイ グル文 字 音写 の 韻文 漢文 とその ウイ グル 語訳 とか

らな る もので、 漢 支の 漢孛 音 に よ る音読 とそ の ウ イグル 語訳 が 同時 に行 われ てい た

こ とを示 す もの とい え る。

7.結 び

 筆 者 は か つ て ウイ グ ル 語 に お け る 漢 文 訓 読 の 存 在 に つ い て 論 じ た こ と が あ る

(ino)
。 す な わ ち 元 代 に お い て、 『阿 毘 達 磨 倶 舎 論 実 義 疏 』 や 『阿 含 経 』 な ど若 干 の

ウ イ グ ル 語 仏 典 は 漢 文 そ の も の を ウ イ グル 語 に 訓 読 し て い た 可 能 性 が あ る と述 べ た。

そ の 際、 訓 読 と は 別 に ウ イ グ ル が 漢 文 の 音 読 を も っ て い た か 否 か は 不 明 の ま まで あ

っ た。 今 こ う して サ ン ク トペ テ ル ブ ル グ所 蔵 の ウ イ グ ル 文 献 中 に ま と ま っ た 漢 文 音

読 資 料 が 発 見 さ れ、 そ れ ら が 「ウ イ グ ル 漢 字 音 」 に よ っ て 元 代 に 書 か れ た も ので あ

る こ と が 明 白に な っ た 以 上、 漢 文 の 音 読 は ウ イ グ ル に定 着 して い た と い う べ きで あ

(138)「 恵 」 は 匣 霽 合4に 所 属 す る
。

く13B)Kara(1991) p .132.

U90》 庄 垣 内(1982)pp
.105-119,(1993b)pp.20-34. 以 下 、 ウ イ グ ル の 「漢 文 訓 読 」

に 関 す る 記 述 内 容 に つ い て は こ の 拙 論 を 参 照 さ れ た い 。
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る。 しか し、 ウ イ グ ル に お け る漢 文 の 音 読 は、 そ の 内 容 を 漢 語 音 に よ っ て 得 る た め

で は な く、 む し ろ聖 語 化 さ れ た 仏 典 漢 語 を そ の 漢 語 音 で 朗 読 す る こ と が 宗 教 上 有 意

義 で あ る と 考 え られ た た め に ち が い な い 。 上 の テ キ ス トHで み た よ う に、 漢 語 音 と

そ の 内 容 と の 結 合 は か な り不 十 分 な も の で あ っ た。 漢 語 音 と そ の 内 容 が 直 接 に 結 び

つ か な い こ と を示 す例 は、 断 片 的 で は あ る が 元 代 の 他 の ウ イ グ ル 語 仏 典 に も し ば し

ば み られ る。 ま た こ の 時 代 の ウ イ グ ル 語 仏 典 に は ウ イ グ ル 文 中 に 音 読 さ れ た 漢 字 の

句 や 文 が 現 れ 、 直 下 に 同 じ 内 容 の ウ イ グ ル 語 訳 が 続 い て い る例 が 現 れ る。 こ れ は 日

本 語 に お け る い わ ゆ る 「文 選 読 み 」 に 当 た る も の で、 漢 文 訓 読 の 発 達 の 一 段 階 を 示

す も の と い え るが 、 こ の よ う な 漢 字 も や は りこ こ で 扱 っ た も の と 同 じ音 韻 体 系 に 所

属 す る漢 字 音 で 読 まれ た に ち が い な い 。 先 の カ ラ 氏 紹 介 の ウ イ グ ル 文 献 の読 み 方 に

類 似 す る も の で あ っ た ろ う。 い ず れ に して も、 ウ イ グ ル に お け る 漢 文 の 音 読 は、 漢

字 音 を も っ て お こ な わ れ、 内 容 把 握 は 訓 読 を も っ て お こ な わ れ て い た も の と推 定 で

き る。

 ウ イ グ ル 文 字 表 記 漢 文 文 献 は、 ベ ル リ ン の トル フ ァ ン 蒐 集 品 中 の も の を含 め て も

そ う多 くは 残 つ て い な い と考 え られ るが 、 今 後 は 一 片 で も 多 く の 文 献 を 集 め て 「ウ

イ グ ル 漢 字 音 」 に つ い て の さ ら に 詳 細 な 記 述 を お こ な い た い 。
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8.ウ イ グル漢 字音 と出典(//内 は再構 漢 字音)

8. 1 果 仮 摂

歌 韻

多<t�>1/ta/

他<t�>i/ta/

我 くua>1/Ya/

   CgC10

迦 くki�>3/ka/

t'G4

-d'B13

q' A7  q' A21 A22

k'A17

戈 韻

庭  くmu�>1 /ba/   P'

坐 くdzu�>1/za//sa/

   s'A16

果<ku�>1/qa/ 9'

A18

  z'A6

C12

麻 韻2等

華  くXua> /xa/   4, C1

イ匕 <xua> /xa/   q-, B5

ij-' B6 Dvs

q'B6 C20

麻 韻3等

者' <t輅a> /c�/   c' A3 Ag A16 A19

A20 B2 B3 B5 B15 B20 B21 C3

C14 C16 Dv3 E3

捨 〈輅a>/s�/ S'A15

8.2 遇 摂

模 韻

普  くP`o>1 /fu/

固 〈ko>1/qu/

故<ko>1/qu/

qwC12

VW

qw

4W

B4

B8 B14

A7 A15 A22

魚 韻

慮

除

諸

舒

如

汝

語

於

餘

與

<lio>3 /iu/   lw B9

<4io>3 /～`,u/   CW A21 G2

<七Glo>3 /CU/   cw A8 A13 A15

 A18 A27 Gl G5

<Gio>3 /Sll/  §w A17

<n耳io>3 /ZU/   sw A2 A26 Dra G4

 sw A6 A7 A16 H4

<n環io>3 /Zll/   sw A20 A22

<oio>3 /gu/   kw G4

<・io>3 /・u/   'w A5 A6 A7 A15

A17 A19 A21 B2 B4 B14 B16 B20

C6 Dv6 E2 E3

<yio>4 /yu/  yw A15

<yio>4 /yu//y豆/   yw A7 B2 B12

Cg Dr5 G2 G3 G4   yww H3 H4

虞 韻

無

住

趣

主

殊

孺

句

具

<理】iu>3  /陰u/    ,w

Dv8 E4 E6

<{工iu>3 /～三u/ cw

<tゴiu>3 /su/

<t(ミiu>3 /cu/

 B7 B17 C 15

<aiu>3 /SU/

〈n耳iu>3 /Zll/

<kiu>3 /ku/

<giu>3 /ku/

B12 B 17 B22

8.3 蟹 摂

哈 韻

來<1稱>1/lai/

A3 A8 A15 A27

B8 B16 B20 E2 E6

swA18

cw A7 A19 A22 A25

swAgDv2

swF13

kwC13E5

kwA3A18

C3 E4

swC5

BgB11

1'y A5 A6 A16
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在

海

DraH1

<dz稱>1 /sai/  s'yAl A16

 A19 B16 B20 CI EZ

<x稱>1 /xai/   q'y B10

禮

切

慧

<liei>4 /li/

<tSlei>4 /si/

<xiuei>4 /xu/

Dv7

lyAOF13

syA8

kw A4 B4 Bg B11

泰 韻

大 くd稱>1/tai/ t'yA13A19B2

B3 B4 B5 B6 B7 Bg B10 Bll B12

B13 B 14 B 15 B 16 B17 B22 G20

Dv3 Dv5 Dv8 Dv10   d'y Bll B18

Dvl   -d'y A4 Ag A20 B2 B3 B4

B5 B8 Bg B10 BII B12 B14 B17

C13 C17 Dv4 Dv6 Dv7 GI G5

最  <tsu稱>1 /soi/   swy B7 B16

佳 韻

解 くka�>2/qai/

A15 B11

皆韻

界

皆

戒

壞

<k緤>2

<k緤>2

Qyy B5

<k緤>2

<yu緤>2

祭 韻

世<GIE1>3

   A24

偈<giεi>3

q'yA8B5

/qai/  q'y Al A18

/qai//g�/   g'y A5

/qai/ q'

/qai/

/si/

/ki/

斉 韻

第  <diei>4 /ti/

泥 〈niei>4/di/

4"Y

yB7GIHl

   q'y Ag A17 A23

A26 B13

sy A14 A18 A19

kyA25

tyc2

tyA8

dyA3

灰 韻

内 くnu稱>1/doi/

   Dvs

類<lu拿i>1/loi/

罪<dzu稱>工/soi/

摧  <dzu稱>1 /soi/

8. 4

微 韻

未

微

威

畏

諱

圍

止摂

<皿iuθi>3

〈miuθi>3

<・ivai>3

<・ivai>3

<xivai>3

<丘iuei>3

之韻

事

癡

持

治

理

慈

詞

之

時

/vi/

/vi/

/・u/

/・ui/

/xi/

/vi/

<dz�i>2 /si/

<ti i e i>3  /～三i/

<dliai>3 /～三i/

 A21 B4 B5 B7

<dこiai>3  /～…i/

<li疂>3 /li/

<dziai>4

 A20   sw B10

<ZIQ1>4

swC15

<t輅ai>3 /ci/

C6 C12

<翼iai>3  /Si/

一dwy A18 A27 B6

lwyA8

swy A21 H3

swyB13

vyA14

vyA18

'wA3C3

'wyB15

kyB23E5

vyB3

/s�//su/

/s�//su/

syA22

cyG3

cyAl A2 A13A16

Bg B14 Dv7 G6

cyH3

1yB18

    syA4A7

Dv8

   syA25

cy A5 A25 A27

syA2
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而

記

其

喜

異

已

以

<nzi疂>3 /zi/

<ki疂>3 /ki/

<ki疂>3 /ki/

<xiai>3 /xi/

Dvs

<yi疂>4 /yi/

<yi疂>4 /yi/

<yiai>4 /yi/

支 韻

彼<pi�>3

B20 C7

離

智

知

此

施

是

義

爲

/pi/

E2

<li�>3 /li/

≪i�>3  /ci/

 Bll C16 Dv7

<t三i�>3 /～5i/

<tsi�>4 /s�/

<輅�>3  /si/

<名i�>3 /Si/

B10

 Bll B14 B19

syAgA26

<竃}i�>3 /gi/

<fi i u�>3 /vi/

A20 A22 B7

脂韻

師

悲

比

毘

地

 sy A16 Cll

kyC13

ky A8 A16 A19

ky A5 B2 B6 Dv3

yyA15

yyA16

yyA16 B8 Dv7

py A6 B16 B19

lyA15

cy A4 B4 Bg B10

cyA9

syA22

syB7B14

sy A16 B2 B3 Blo

  C17 Dvl Dv4 Dv8

B4GIG5

ky B21 CI E3

 vy A8 A15 A18

<51駟>2 /Si/   §y B15 C13

<pi駟>3 /pi//fi/   py A4 A7

 Dv8   vy B10

<pi駟>4 /pi/   py H1

<bi駟>4 /pi//pu/   PY G2 G3

pwH2

<di駟> /ti/   ty E2 G4  -dy

G4 -tyH4

A20

B20

尼

利

次

自

四

器

遺

<ni駟>3 /ni/   ny G2 G3

<li駟>3 /li/   ly A20 B6

<tsi駟>4 /s�/  sy A13

<dzi駟>3 /s�//su/   sy

A10 Alb A17 A19 H3

B18 B22 CI C4 Dv8 F16

<si駟>4 /s�/  syA18

<ki駟>3 /ki/   ky B4

<yiu駟>4 /yu/   yw B22 E4

8.5 效 摂

豪 韻

到<t穹>1/tau/

導 くd穹>1/tau/

・r衝  <n穹>1 /dau/

草<ts穹>1/sau/

告<k穹>1/qau/

肴 韻

抛 くP`au>2

巧<kau>2

/pau/

/qau/

H2

DvlE4

A17 C2

AlA4

swB10

t'wB19

t'wC13

d'w A8 A15 B4

s'wG4H4

q'wA16

p'wA2C4

q'wA22

宵 韻

妙 くmiεu>4/beu//b舫/ pyw AO A2

    A10 A20 A22  p'w B4

超<tiisu>3/ceu/ cyw A1

笑<siεu>4/seu/ SyW A18

饒 くn累iεu>3 /zev//z舫/   §yv A7

s'wCgDr5

蕭 韻

調<dieu>4/teu/

   一dyw Al A3 C3

了 く1ieu>4/leu/

dyw A3 A8

lywA9
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8. 6

侯 韻

流摂 塩 韻

尖<tsiεm>4/sem/ symA4

鉤<keu>1/qlu/

後<xau>1/x�/

qywB4

qywC18

業 韻

業  くりi召P>3 /geb/ kypA21

尤 韻

覆

謬

不

呪

手

究

丘

有

<f`iau>3 /pu/

<miau>4 /biu/

<fiau>3 /fu/

G5

<t輅au>3 /ciu/

B15 B17

<(ミiau>3 /ヨiu/

s(yw)C1

<kiau>3 /kiu/

 C10 C 12 C 19

<kiau>3 /kiv/

<fi i a u>3

A17 A26 Bll

A8 A20 A23

pwG4H4

pyw A15

vw A8 B23 E5 G3

cyw A13 A25

syw A2 A4 C4

/yu//yiu/

     B22

B13

8.7 咸 摂

合 韻

合 くk穡>1/qab/

q'p C8 Dr4

談 韻

三<s穃>1

B13

/sam/

凡 韻 ・ 乏 韻

梵<vinem>3

鑁  く迥1iuem>3

法  くfiu2p>3

/fam/

(Skt.)

/pab/

 kyw A7 Ag A17

k'w(?) A6

kyv Hl

   ywA3A9

 Dr1E4   yyw A4

B17 B22

q'p A6 A16

s'm Al A18 A19

v'm AO F12

v'n A6 Dr3

p'pG1

添 韻

念 くniem>4/dem/ dym A6

8.8 深 摂

侵 韻 ・緝 韻

心、 <siam>4 /sim/   sym

深  くGiam>3 /Sim/   §ym

甚 く垣em>3/sim/ §ym

金 くkiam>3/kim/ kym

   A16 A21 B14 F15

音 く・iam>3/・im/ '

執  くtGiop>3 /Cib/

十  くGi疳>3 /Sib/

    syp B20 B21 B21

及 くg涖p>3/kib/

B12 C18

8.9 山 摂

寒 韻 ・曷 韻

難 くn穗>1/dan/

    d'nA3

岸 くoan>1/yan/

安 く・穗>1/・an/

達  <d穰>1 /tar/

遏  <・穰>1 (Skt.)

桓 韻 ・末 韻

半 くpu穗>1

滿<mu穗>1

/pan/

/man/

A8 Ag

C17

C17

AlA2

tym H2

ymA19

cypA2

sypB19

E3 E4

kyp A4 A24

t'nAlC3

A15

A3

B5

B22 E3

B3

q'n B19  q'n B 19
"nB2

t'rAg

k'A6 Dr3

p'nGl

m'nA19 C1
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端

亂

歡

末

<tu穗>1/tan/

<lu穗>1/lan/

<xu穗>1/Xan/

<mu穰>1 (Skt.)

山 韻

間  くk縅>2 /qan/

幻 くxu縅>2/xan/

B6 Dv5   q'n

t'n A6  -d'n A2

1'nA8

q'nDv3

p'A6 Dr3

q'n A24  q'n A14

 q'n A7 A13 B5

B6 B7 C20

元 韻 ・ 月 韻

言<oi它n>3/yen//gen/ (y)yn A16

    A25   yyn C15 E5   kyn H3

煩<viuen>3/fan/ v,nA8 A15 B4

■願  く
Oiuen>3 /gun/   kwn A7 A14 B9

    C10

怨 く・iucn>3/'un/ ,wn A18

遠<fiiuen>3/ven/ vyn A15

月<duzt>3/gur/ kwr GI H1

仙 韻 ・

便

面

善

演

別

滅

舌

旋

圓

説

   薛 韻

<bien>4 /pen/   pyn

<miεn>4 /men/   myn

<翼iεn>3 /§en/   syn

synC18

<yien>4 /yen/   yyn

<piEt>3 /per/   pyr

<miet>4 /ber/   pyr

<d鑑iεt>3 /蓉er/

<ziusn>4 /suen/

<fiiusn>3 /wen/

<輅ust>3 /sur/

Dv2 E6 HI   swr

Bg Bll

A2 A17

All

syr

swyn

wyn

swr

C19

A17 A25

A15

GIG2

A17

  C15

ci

A15 A16

E5 G1

C1圃9

先韻

遍

邊

蓮

前

人

堅

顯

現

<pien>4/pen/

<pien>4 /pen/

Dv8

<lien>4 /len/

<dzien>4 /sen/

<n累ien>4 /zen/

<kien>4 /ken/

<Xien>4 /xen/

<yien>4 /xen/

C19 G2

8. 10

痕 韻

根 くkθn>1

臻摂

/q�/

魂 韻 ・ 没 韻

本  <puan>1 /pln/

門 くmuθn>1/mun/

尊  <tsvan>1 /sun/

   B15 B20 Dr2

没  〈muot>1 /b�/

欣 韻

言菫 <kian>3 /kin/

菫力 くgian>3 /kin/

文 韻 ・ 物 韻

忿  くf工uθn>3

聞 く頭uθn>3

云<fiivan>3

佛<viuθt>3

/p�/

/・un/

/yun/

/f�/

真 韻 ・ 質 韻

進  <tsi駭>4 /sin/

pyn A7 A17 A19

pyn A3 A13 B10

lynA2C1

syn A6 A16 GZ

synG4

kyn B8 B14

kyn A18 B5 Dv4

kyn A3 A18 C2

qyn A9

pyn C20

鵬wnA17

swnA5

pyr C11

kyn C7

kyn A21

A14 B7

pyn A3 CZ

'wnB4

ywn AO F12

vyrA13

synB8
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眞

神

伸

身

忍

緊

因

畢

密

七

疾

悉

實

士
口

<t輅駭>3 /cin/

C10 E5 E6

<dzi駭>3 /sin/

syn B12

<・Gi駭>3 /Sin/

syn Dro

<Gi駭>3 /Sin/

Bg syn C7

<n呂i駭>3 /Zln/

<ki駭>4 /kin/

<・i駭>4 /・in/

<pi騁>4 /pir/

<mi騁>3 /bir/

 A19.A25 B15

<tsi騁>4 /sir/

<dzi騁>4 /sir/

<si騁>4 /sir/

<d翼i騁>3 /Sir/

 syr A7 A14 B23

<ki騁>4 /kir/

 A20 A21 C16

<・i騁>4 /・ir/

cyn AO Ag B23

syn B12 Dv9

synA6 C8

syn A16 A20 B2

Dv7

    syn B8 Dv6

kyn B14

'ynDv2

pyrA16

  pyr Al A13 A16

B17 B18 F15

syr Gl

syrB12

syrB13

syr AO

C10 E5 E6 F13

kyr AO AI A10

術 韻

出<t輅u騁>3/cur/

    A14 A17 A23 A24

術<dziu騁>3/§ur/

8.11 宕 摂

唐 韻 ・鐸 韻

當<tao>1/to/

   H3 H4

剛<kao>1/qo/

    qw A4 A19 A21

樂 〈1稾>1/lax/

'yrA8

 cwr Al A4 Ag

A26 A27

swrB7

tw C19 G2 G3 G4

4w Al A2 A16

B14 F15

1'qA5B2

作

惡

光

廣

1'qB2

<ts稾>1 /sax/   s'4

s'qDrs

<・稾>1 /・ax/   "q

<kua宴}>1 /qo/   9W

<kuao>1 /qo/   qw

Dv4   qw B3 B4 B5

陽韻

網

量

兩

長

相

像

掌

上

仰

向

養

若

方

王

 ・薬 韻

くn〕i穉>3 ・/.o/

<li乞 戛〕>3  /lo/

<liao>3/10/

<¢ia◎>3/～iQ/

<sia夏}>4 /so/

C6 E3 H3

<zi穩〕>4 /so/

A21 C16

<Zi含 ζ}>4 /so/

<tGi穩〕>3 /～三〇/

<翼i竄ﾞ>3  /So/

's
wA8B15

〈oiao>3 /go/

<xiao>3 /xo/

C7

<yi穡>4 /yo/

<n累i稾>3 /iax/

<fiu盒0>3 /fo/

<丘iu穩〕>3> /wo/

8.12 曾 摂

登 韻 ・徳 韻

等 くteo>1/tio/

    tynk C19

能 〈neu>1/nlO/

默 〈mak>1/big/

,w

lw

lw

CW

SW

A2 A7

A18

A4

A17 B2 B3 C17

A7 C20

B10 Dv8

A17

A17

A18 B16 B21

sw AO AI A10 A20

swA3B3

cw A6 A16 C8 Dr4

sw A2 A4 C4

kwA2

kwA4 A6 A16 C4

ywDv3

  s'q CI  s'q H1

vw Bg Bll

wwE5

一dynk A3 A14 C2

nynk B13

pyk B17
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得<tθk>1/tig/

徳<tak>1/tig/

蒸 韻

称

乗

勝

應

色

力

勅

即

識

極

憶

dykB18

tykGIG5

 ・ 職 韻

<t(ileo>3 /～三i◎/   cynk

<d2ieo>3 /Sio/   synk

<Giξ}0>3 /ヨio/   synk

F14   'synk Ag A17 B4

B10 B15 B16 C5 Dvl

<・iat〕>3 /・iO/   ,ynk

H2 H3

<Siek>2 /Slx/   §yq

<li疚>3 /lig/   lyk

B13 Dv10

<tii疚>3 /cig/  cyk A13

<tsi疚>4 /sig/   syk B2

 Bll B14 B15 B19 Dv4 G2

<Giok>3 /Sig/   §yk C16

<giek>3 /kig/   kyk C5

<・iak>3 /・ig/   ,yk H2

8.13 梗 摂

庚 韻2等 ・ 陌 韻

猛 〈ma葛 〉/ma/

生<sao>/S1ノ

行 くYao>/x�/

白  くbak> /pax/

横<Yuau>/xO/

耕 韻 ・ 麦 韻

諍  くtS益 勾>2 /cf/

獲 〈xu緻>2/xay/

庚 韻3等

明<mia・o>/me/

B13

B16

AlA2A4

B7 B10

Dv2 Dv6

GZG3G4

B2 B3

A19 B9

m' Al A3 C3

sy(?) A27

qyA5C6

p'q A2 A16

qwA17

cyG1

9'9A8

myB3B17

B12

B5 B8

敬  くkiaむ 〉 /ke/

竟 くkiaB>/ke/

    C10 C 12 C 1

境<kiao>/ke/

ky A6 C8 Dr3 F13

ky A6 A7 Ag A17

kyA27

清 韻 ・昔 韻

并  <piε0>4 /pe/   py B3

名<mise>4/me/ my AO B12

令<liε0>3/le/ 1yA8A15A17

    A22 Bg B13 C4 Dv3 Dv7

精  <tsiε0>4 /se/   sy A21 B8

清 <tsiε!〕>4 /se/   sy A18 A19 A21

    B19 B21 E3 G5

浅争 くdziε0>4 /se/  sy A18 A21 B19

    B21 E3 G5

情 くdziε0>4/se/ sy A8

青爭 <dziε 竃〕>4 /se/   sy B9

性<SIEE>4/se/ sy Ag A24 B10

    B18 Dv8

正 くt輅Eq>3/ce/ cy A2 A6 Ag A17

    C6 C12

聖 く輅EE>3/s�/ §'AO

成 くね εo>3/se〃 話eu/ §yB6 C10

    synk A7  sw(?) A14

1鄭 <{工iεk>4 /～`,eg/   cyk A2 C2

釋 く4iεk>3 /seg/  sy(k) A17

益 く・iek>4/yeg/ yyk A7 A20 B6

    C5 Cg Drs E4   (y)yk Dvl

亦 くyiεk>4/yeg/ yyk A3 Ag B10

C13 Dv8

青 韻 ・錫 韻

頂<tieo>4

定<dieo>4

經<kiep>4

/te/

/te/

/ke/

tyC15

-dyB8

kyH1

(t)yA14
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形

覓

溺

寂

<xie?}>4 /xe/

<miek>4 /beg/

<niek>4 /deg/

<dziek>4 /seg/

ky A2 B3 C6

pyk H3

dyk Cll

sykB17

8.14 通 摂 ・ 江 摂

東 韻1・ 屋 韻1

通 〈tuo>/tuo/

    twnk B13

童<duo>/tun/

速 くsuk>/SUY/

 一dwnk B12 Dvg

twnk AO   dwnk F13

swqB12

辱 く照iok>3/ZUx/

欲<yiok>4/yux/

 swq B8 Dv6

ywq BI B18

覚 韻

覺  くkak>■2 /qox/   qwq A5

A17 AZ6  qwq Ag A14

qwq A6

東 韻3・ 屋 韻3

中 〈ちiuζ}〉 /Clll〕/  cwnk AI A5 A7 A8

   All A13 A19 B3 B4

衆<t6iuO>/こuO/ cwnk A5 Dr2

雄  〈fiiu;〕〉 /yuO/   ywnk B14

復 〈vink>/fux/ vwq AI B12 C2

伏 くviuk>/fug/ vwq A3 B13 F14

vwqA18

鐘 韻 ・燭 韻

頌

誦

種

恭

供

勇

足

績

<zioO>4 /suO/   swnk

<zio竃 〕>4 /su9/   swnk

<t輅oo>3 /cun//ciuo/

A19 B15 B21 B21 B22

cywnk E3

〈kio!】>3 /kuO/   kwnk

C8

<kioO>3 /kup/   kwnk Dv3

〈yiOU>4 /yur〕/   ywnk A1

C16

<tsiok>4 /suy/   swq

 swq A20   SW<q> B2

<ziok>4 /suy/   swq C20

A25

AOA20

  cwnk

E3 E4

A18

A6 A16 C7

A3 B14

A5 A17 B9
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Chinese Buddhist Texts in Uighur Script

Masahiro  Shogaito

Summary

     It has so far been acknowledged that among old texts from Central Asia there exist 

some which were transcribed from Chinese characters into alphabetic scripts. For example, 

texts transcribed into Tibetan script and Brahmi script are well-known and such texts provide 

crucial information for the phonological study of the north-west dialect of Middle Chinese.

     Dr. G. Kara has briefly mentioned that a Chinese Buddhist text transcribed in Uighur 

script is included in the Turfan Collection of the Berlin-Brandenburgische Akademie der 

Wissenschaften. When the auther of this paper visited the St.Petersberg Branch for Oriental 

Studies of Russian Academy of Sciences in the summer of 1994, he found ten fragments of 

Chinese texts in Uighur script. All of them have turned out to be Buddhist texts, eight of

which the author identified as based on

ming jing) and 『四分律比丘戒本』

『聖妙吉祥眞實名経』

 (si  fen lii bi qiu jie ben).

(sheng miao ji xiang zhen shi

     In the present paper, the author discusses these newly identified fragments from the 

linguistic point of view. First, they are transliterated into Roman alphabet with their 

corresponding Chinese characters attached alongside. Second, the pronunciation of the Chinese 

used there is discussed and reconstruction of the phonological system involved is attempted. 

The system has been recognized as similar to that which is utilized in the Chinese loan words

appearing in the Uighur version of

Chinese phonological system of

『大慈恩寺三蔵法師伝』

『大慈恩寺三蔵法師伝』

(Xuan-Zang-Biography). The

can be inferred to be that of

north-west dialect of the late Tang Dynasty or the early Song Dynasty. The fragments here 

dealt with are found to have been written during the Yuan Dynasty and it is argued that the 

Chinese pronunciation used in them is an inherited pronunciation of Chinese characters. It is 

also argued that this inherited pronunciation of Chinese characters accords with the phonological 

system which is used in the Chinese Buddhist text in the Turfan Collection. It can be surmised 

that, at the time of the Yuan Dynasty, Chinese Buddhist texts were generally recited with the 

pronunciation of Chinese characters. Furthermore, it is maintained that one of these fragments 

conforms to the  author's view (cf.Shogaito 1982, pp.105-119) that Chinese Buddhist texts 

were read in the Uighur reading of Chinese characters, a practice similar to the Japanese 

reading of Chinese characters.
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